









































痛いのは嫌なので防御力に極振りしたいと思います。４
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





　本作品は本編終了後にカドカワＢＯＯＫＳ『世界でただ一人の魔物使い ～転職したら魔王に間違われました～』（著：筧千里）のお試し版が収録されています。 
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プロローグ









　防御力に極振りしたことによって、一躍トッププレイヤーの仲間入りを果たしたメイプルは、友達のサリーとギルド【楓かえでの木】を作った。そして、同じく大盾使いのクロム、刀使いのカスミ、さらに【神界書庫アカシックレコード】でスキルをランダムに手に入れることができるカナデを誘ったのだった。

　その後、生産職のイズ、攻撃極振りのマイとユイを新たに加えて、全員で第四回イベントに参加することとしたのである。時間加速下で行われる第四回イベントは、拠点に設置されているオーブを奪うか、守りきるかすることで加算されるポイントを競い合うことになる。

　死亡するたびに能力値が低下し、五回死亡するとリタイアとなってしまうため、数で押してくる大規模ギルドと比べて【楓の木】は不利だと言えた。

　それでも上位に入るためにと【楓の木】は作戦を考えてきていた。

「目指すは上位で！」

　メイプルのその言葉に全員が士気を高めつつ光に包まれていく。

「よーし、やるぞー！」

　目の前が真っ白に染まる中、メイプルはぎゅっと拳こぶしを握り締めたのだった。











一章　防御特化と第四回イベント。









　光が薄れ、八人の目の前に見えたのは緑色に輝くオーブとそれが乗った台座である。ここが自分達の本拠地であることはすぐに理解出来た。今回、洞どう窟くつの最深部が【楓の木】の拠点となるのだ。

　イベントフィールドは第二回イベントのような、様々な地形が存在する広大なものであり、草原などと比べればかなり守りやすい地形と言える。

　広い部へ屋やから伸びる通路は三本。

　サリーとカスミは台座の後ろ側にある二本の通路を素早く探索して戻ってきた。

「こっちは行き止まりで水場があるくらいだったよ。休めそうだね」

「こっちは特に何もなかった。まあ、横になることは出来るだろうな」

「てことは、残る一本が地上へ向かうルートか？　確かに防衛しやすそうだ」

　一本道なら背後からの奇襲の心配はない。

「じゃあ、私達は攻撃に」

「おう、予定通りいこう」

　時間が惜しいとばかりに、サリーにクロム、カスミの攻撃組三人は拠点から飛び出していった。

　機動力の高いサリーとカスミに、柔軟に立ち回ることができるクロムがついて三人で攻撃を担当し、オーブの防衛にはメイプルを配置し、カナデとイズと共にマイとユイをサポートする布陣である。一度手にしたオーブを手放さないために、拠点は鉄壁の布陣にしたのだった。

　残った面々はイズから渡されていたローブを着る。イズ自身もそれを着て、オーブの近くに座りこむ。これは防御力も何もない、ただ外見を隠すだけの布である。ただ、メイプルがいることを悟らせないことが重要なのだ。【楓の木】の防衛戦略は、狙い目の少人数ギルドだと思い飛び込んできた相手を、マイとユイを中心に残る三人でサポートして倒していくというものだった。

　こうして周りのギルドを弱体化させて、サリー達の攻撃も助けようという計画である。

　メイプルには危険と異常がぎっしりと詰まっている。それは周知の事実であり、メイプルがいると分かればそれだけで戦うまでもなく逃げられてしまう。

「誰か来たらマイとユイに頑張ってもらうからね！　私も頑張るけど！」

　メイプルは自信満々に盾を構えてみせる。

「はい！　……大丈夫かな。練習はしてきたけど」

「大丈夫だよお姉ちゃん！　私も……ちょっと不安だけどね」

　上う手まくやれるかどうか少し不安そうな二人にカナデが話しかける。

「メイプルが守ってくれるんだ。攻撃に集中するといいよ」

「そうだよ？　守るのはまっかせて！」

　二人の言葉に少し落ち着いたのか、マイとユイは笑顔を見せてぐっと拳を握りしめた。

「とりあえず、三人がオーブを持ち帰ってくるのを待ちましょう」

　五人は入り口を警戒しつつ、体力を消費しないように待機することにした。





◆□◆□◆□◆□◆






　攻撃組の三人は、茂みがあちこちにある深い森の中を静かに移動していた。

「敵を見つけた場合は、問答無用のキルで問題ないよな？」

「はい、大丈夫です……まずは近場を探索していきましょう。周りの危険から順に排除します」

　そう言って森の中を進むサリーがプレイヤーの話し声を聞きとった。

「私が斥候して適度に潰つぶしつつ、二人の近くまで敵を誘導するので隙を見て攻撃お願いします」

「オーケー」

「ここの茂みに隠れておくぞ」

　各自持ち場についたところで、サリーが太い木の枝をピョンピョン器用に渡っていき、声の聞こえた方に向かった。




　サリーが声を聞いたプレイヤー達は五人組であり、彼らもまたオーブを探して早速自軍から外へと向かった者達である。

「一つくらいなら近くにあると思うが……」

「大丈夫よ。焦らずいきましょう」

　そう言って歩く五人、その最後尾がとある木の下を通り過ぎたまさにその瞬間。

　足で木にぶら下がり逆さになったサリーがぬるぅっと姿を現し、背後から両手のダガーで首元を切り裂いた。

「うわあああああっっ!?」

　事態が把握できていないうちに、サリーから無慈悲な追撃がかかる。

　混乱し叫びつつＨＰがゼロになって光となった仲間の方を振り返った四人に、風の刃が襲いかかった。

　突然に一人目が撃破されて、残る四人は見るからに動揺している。

「…………」

　サリーはダッシュでその場を後にする。

「お、おい！　待て！」

　混乱は全員に広がり、逃げる相手はとりあえず追いかけるという悪手をとってしまった。サリーに誘われていると気付くことができなかったのである。

　前を行くサリーに追いつけそうだと思ったその時。

　茂みから振り抜かれた刀と鉈なたが先頭の男に致命傷を与えた。

「やっ……ばっ！」

　罠わなだと気付くものの時すでに遅し。

　三人目がカスミに斬り伏せられる。

「撤退よ……っあ！」

　逃げようとする女性プレイヤーの背中にサリーの【ファイアボール】が直撃し、バランスを崩す。

「ふんっ！」

　その状態ではクロムの鉈を躱かわすことが出来るはずもなかった。




「……よし」

「ああ、行くぞ」

　サリー達三人はわざと一人だけ逃した。

　一人ぼっちでは他のギルドを倒すことなど出来ない訳で、そうなると自軍に引き返すはずだ。ただ、最後の一人になった者はおとなしく死んでおくべきだっただろう。

　そうしておけば鬼を自宅に招き入れることはなかったのだから。




　カスミとクロムの二人はマップを開き、サリーの位置を確認する。マップ上ではサリーの名前が表示された赤い三角のマーカーが移動中だった。

　二人は逃げ帰ったプレイヤーを密ひそかに追うサリーのマーカーを追いかけるだけでよかったのだ。

「向こうだな。行こう」

「ああ、俺が前を行く。念のためな」

　こうして二人はサリーを追っていった。




「あ、きたきた」

　サリーが木の上から二人を呼ぶ。

「あの洞窟がそうか？」

　カスミがサリーに聞くとサリーは首を縦に振った。

　少し先には木々に入り口が隠され見つけにくくなっている洞窟が見えた。

「そう。私達と同じ最小規模かな。ギリギリ中規模に入ってるかも。何人いるかは分からない」

「予定通り俺が先頭で行く。まあ、何とかなるだろ」

　防御力と生存能力が高いクロムが、宣言通り先頭になって穴の中へと入っていく。

　少し進んだ先にはオーブが台座に乗っているのが見えた。

　そして、何やらヤバイやつらに会ったと騒ぐプレイヤーの話を聞いている三十人程のプレイヤーがいた。

　当然入り口の方を向いているプレイヤーもいるため、侵入者に気づく。

「皆、構えろ！」

　恐らくギルドマスターだろう男が号令を出し長剣を抜き放ち盾を構えると、そこにいた全員が同じように武器を構え始める。

「さて、いくぜ？」

　先頭をクロム、その後ろをサリーとカスミが付いていく。

　敵の前衛が飛び出してきて、クロムに集団で斬りかかる。

　クロムは流石さすがにダメージを受けるものの、集団で斬りかかるということは常に誰かが斬り返されている訳であり、誰かがガードされている訳である。

　注視して確認したことで、クロムの頭上のＨＰバーが、減った瞬間から百パーセントまでぐんぐんと回復していくのに気づいた前衛集団が離れようと逃げ腰になった瞬間、サリーとカスミが一気に攻撃に転じた。

　魔法も飛んでくるものの、サリーはまるで全て予知しているように魔法の雨をすり抜けて斬りつけていく。カスミはクロムがきっちりと【カバー】で守りきる。

「このくらいなら当たらない！」

「相変わらずの回避力だ……私もできればなっ！」

　そんなことを言いながら、サリーより速いペースでカスミがプレイヤーを斬り捨てていく。各個撃破でサリーとカスミが削っていくが、二人に注意が逸れるとクロムが容赦なく斬りつけてくる。

　敵のヒールも集中攻撃の前には追いつかず、一人、また一人と倒れていく。

「う、噓うそだろ!?」

「盾役が麻ま痺ひした！　一人でも落としにいけ！」

　最後の意地というべきか、状態異常攻撃を受け続けていたクロムが麻痺を受けてしまい、身動きがとれなくなった。クロムの堅実な致命傷を防ぎ戦線を維持する立ち回りが失われる。クロムは攻撃時とガード時に体力を回復しているため、このままではクロムの回復が間に合わなくなる。

「くっ……流石に人数差がキツイな……！」

　そして彼らは状態異常により動きの鈍ったクロムを八人で囲み、物量にものを言わせたスキルと魔法で削りきろうとした。

　だが、それはあくまでも惜しいだけだった。

　クロムの背後に赤い骸がい骨こつが浮かび、ＨＰを１だけ残してＨＰの減少が止まる。

　死ぬはずだったクロム。しかしクロムはＨＰが０になる際、装備のスキル【デッド・オア・アライブ】により50％の確率でＨＰ１で生き残る可能性があるのだ。

　それこそ、運が良ければ無限にでも。

「はっ、運がいいな？」

「【ヒール】！」

　サリーの魔法でＨＰも回復し、時間経過で麻痺も治ってしまう。

　最後の意地での攻撃も不発に終わり、彼らは元の力を取り戻したクロムも加わっての攻撃に叩たたき潰された。

「前の装備なら【不屈の守護者】使わされてたか。あれだけ囲まれて普通に耐えられるのはメイプルくらいだろ……」

　クロムもトップレベルだが、麻痺した上に全方位を囲まれてタコ殴りにされるというような状況では、よくてギリギリ生き残ることができるかどうかである。死にかけでとどまることがやっとなのだ。




　最も多くのプレイヤーを倒したのはカスミだった。三人のうちで最高の攻撃力と高い機動力は伊達だてではない。

　唯一盾を持ち重装備のクロムは見るからに盾役だったため、真っ先に狙われることとなり、クロムのＨＰがギリギリまで減ってしまったが、使用回数の限られたスキルの温存のためには、多少危険な橋を渡る必要があった。

　今日はまだ始まったばかりであり、使ってはいけないスキルも決めてあった。

【不屈の守護者】があるためとりあえず死ぬことにならない確信があるために、クロムは絶対に身を守ることの出来るスキルを使わなかったのだ。




「よっと、オーブを回収して……カスミ、とりあえずこれを持って帰ってくれる？　私はちょっと周りの偵察をしてくる。この感じだと思ったより近くにギルドがあるかも」

　今回のイベントの収集物であるオーブを台座からしっかり回収して、サリーは奇襲をかけるべく隠れているプレイヤーがいないか慎重に確認する。

　どれだけギルドが周りにあるかを確認するためにサリーだけが戦場に残り、クロムとカスミは戦利品を持ち帰ることにした。リスポーンはギルド周辺のどこかとなり、待ち伏せも難しいためここにいても仕方ないのである。




　カスミとクロムが戻ろうとしている頃に【楓かえでの木】に侵入者ぎせいしやがやってきていた。

「五人！　行けるぞ！」

　意気揚々と進入し、メイプル達に向かってきた八人組を出迎えたのは、まるで雪合戦のように軽々と投げられた高速の鉄球である。耐久力と素早さを捨てて、限界まで攻撃力に特化した上【侵略者】で強化されたマイとユイ二人の火力は想像を絶するものだった。

「「えいっ！」」

　可愛かわいらしい掛け声で投げられた鉄球は轟ごう音おんと共にプレイヤーに迫る。

　盾に身を隠した者は次々と飛んでくる鉄球に盾ごと破壊された。

　剣で弾こうとした者は剣を叩き折られて爆散する。

「はいこれ、どんどん使って」

　そう言ってイズが二人の足元へ次々に鉄球を補充していく。球切れなどないと、残酷な現実を叩きつけていくのである。

「……守らなくてもいいみたい？」

「そうみたいだね。僕もやることないや」

　メイプルとカナデは倒されていくプレイヤーを眺めるばかりだった。

　どうにもならない事を悟って逃げ出そうとした者は、勢いよく飛び込んだために忘れていたがあまりに遠い出口に絶望して、背中の衝撃を最後に感じて消失した。




　ボロボロにされて死亡し拠点に戻った八人は、だがしかし、ギルドの面々にあそこには決して近付かないように伝えることが出来る。それだけで、最大級の功績と言えた。





◆□◆□◆□◆□◆






　二人と別れたサリーは一人、木の上や茂みの中や岩陰などを素早く動いて身を隠しつつ他のギルドがどこにあるかを確認していた。

　サリーがかなり遠出をして見つけたギルドは合計五つ。全体のマップ把握にはまだまだ至らないものの、廃はい墟きよや森、大きな湖など何かしら目印となる場所がギルドの近くにはあった。
















　その中には最小規模のギルドだけでなく中規模らしきギルドも含まれていた。大規模よりの中規模ギルドになると五十人程のプレイヤーがいることもある。

　サリーはマップにそれらをメモして位置を記録した後、見つからないようにその場を離れたのだった。

「中規模は廃墟の中心……オーブ周りは天井はあるものの壁はなし……か」

　サリーはマップを閉じると木の幹にもたれて思考を巡らせる。

　先程の戦闘は想定通り消費をギリギリまで抑え勝利を得ることができたものの、次も上手くいくとは思えなかった。

　また、サリーはフィールドを偵察してアイテムがほとんど配置されていないことに気づいた。素材や回復アイテムがごく僅わずかにしかないのである。

　安定して見つかるのはこのフィールド専用の装備耐久値回復アイテムくらいだった。

　ポーション系統は素材が尽きれば作ることすらままならない。

「激しい戦闘はあちこちで起こってる……五日目にはＭＰポーションも限界になる？」

　ＨＰポーションに比べＭＰポーションは消費が激しい。戦局を変えるような魔法やスキルはＭＰの消費が激しく、戦闘が繰り返される今回のイベントでは消費が加速することは間違いなかった。

　五日目ならば魔法による支援も弱まる可能性があった。

「んー……でも先に稼いでおかないと上位のギルドに追いつけなくなるかもだしなぁ。さっきのことを考えると、もっと相手の人数が多い時にはメイプルが欲しいけどそれは無理だし……なら、今出来ることは……」

　オーブを手に入れなければ上位のギルドにどうしてもポイントで離されてしまう。

　サリーはしばらく考えた後、思考をまとめると、マントで全身を隠して木の上から飛び移りプレイヤーを探しに向かった。




　サリーがしばらく探索していると三人組を見つけた。サリーがクロム達と探索していたような、茂みの多い、見通しの悪い場所である。

　サリーが木の上から話し声を聞いているとどうやら偵察部隊らしかった。

　武器は杖つえと大剣と盾持ち片手剣ということまで確認すると、サリーはその場から離れ静かに地面に降り、茂みを引っ掛け音を出しつつ三人組の近くを通る。

　見つかったという苛いら立だちを表現するための舌打ちも追加する。

「……！　一人だ！　やるぞ！」

「分かった、任せろ！」

　偵察部隊とはいえ三対一の状況。

　しかも明らかに自分達を嫌がっているとなれば、三人が攻撃に転じるのも自然なことだった。

　チラチラと後ろを確認するサリーに魔法が飛んでくる。さらに、追撃とばかりに大剣の突進攻撃が勢いよく迫る。

　サリーは魔法を避けると、バランスを崩しつつ突進を避ける。

　待ってましたとばかりに攻撃してくる片手剣を、ダガーで逸そらして躱かわすと、続け様に飛んできた三発の風の刃も転がって回避した。

「【跳躍】！」

　サリーはスキルで距離を取ると体勢を立て直し両手にダガーを構えてじりじりと後ずさる。

　相手が逃げ腰であることを確認した三人はすぐさま追撃する。

「【跳躍】！」

「【重突進】！」

　大剣が正面からの突進、片手剣は跳躍でサリーの背後に位置取って退路を塞ふさぐ。魔法の支援も止やむことはない。

　相手は完全に押せ押せである。

　サリーのことはあと一押しで倒せそうに見えているだろう。

　そうしてどうも避け過ぎだと相手が疑念を抱く寸前。転がり土にまみれつつサリーは全速力で森の中を逃げ出した。

　地形のせいもあって三人はサリーを再発見することが出来ずに諦あきらめた。

「行くぞ、あいつはほっとけ」

「ああ、そうだな」




「よし、上手くいった」

　追っ手を撒まいたサリーはもう一度、わざと発見される為ためにプレイヤーを探す。

　一見不可解な行動をするサリーの目的はただ一つ、【剣ノ舞】の効果を最大まで上げることである。

【剣ノ舞】によって【ＳＴＲ】を倍加させようとしているのだ。






【剣ノ舞】




攻撃を躱す度にＳＴＲ１％上昇。

最大１００％。

ダメージを受けると上昇値は消える。








　そして、二十分後。サリーは目論見通り【剣ノ舞】でＳＴＲ値を最大まで上げることに成功していた。

「準備完了。朧おぼろ、行くよ」

　サリーは白い狐、朧を呼び出し首元にくっつかせる。朧はサリーのマフラーに沿わせるように尻しつ尾ぽを巻くとなついている様子で顔をすり寄せる。サリーは集中力を高めながら見つけたギルドのうちの一つへと向かった。




「……よし、オーブ確認」

　中規模のギルドは二つあり、どちらも外からオーブが確認出来た。ただし障害物も適度にあり、防衛プレイヤーと合わせて攻略難易度は十分高い。両方とも廃墟となった石造りの建物がいくつもあり、その中央の広場にオーブがあるといった状況である。

　サリーはそのうちの一つ、防衛にムラがある方にやって来ていた。

　中規模ギルドなだけあって、うじゃうじゃとプレイヤーがいる。

「ふぅ……よし、いける、いける！」

　サリーは頰を叩くと集中して警備の一番手薄な場所から中規模ギルドに突っ込んだ。

「侵入者！　一人だ！」

　見張りに発見され、オーブを防衛する者達が一斉にサリーの方を向く。

「【跳躍】！」

　サリーは【跳躍】し、左斜めに逃げる。

「囲め！」

　侵入者であるサリーを囲むために防衛の一部がサリーに向かい、見事袋ふくろ叩だたきにすることに成功した。

　が、それは霧のように空気に溶けて消えていく。

　驚きよう愕がくする面々に侵入者再発見の指令が入る。何とサリーは右側に現れたのである。

　第二陣が防衛に向かう。そして、これもまた完かん璧ぺきな連携で叩き潰つぶすことに成功した。

　が、またもやその姿は霧散する。

　サリーは朧と合わせて二回の【蜃しん気き楼ろう】により目線をずらし、防衛に隙を作った。現実は真まっ直すぐに進んでいただけだったというのに、彼らは自らオーブへの道を譲ったのだ。

「【超加速】！」

　気づいた時には時すでに遅く。

　サリーは最後の一押しにより、ついに一人も倒すことなくオーブを掠かすめ取った。

　ただ、ここから逃げることもまた容易ではない。ここからは包囲を突破していかなければならないからだ。

「【スラッシュ】！」

【追刃】による追撃と【剣ノ舞】で強化された両手のダガーでの攻撃は、状況を飲み込めていない彼らを容易たやすく抉えぐる。

【剣ノ舞】で火力を限界まで上げたサリーのダガーは相当痛い。

【超加速】が残っているうちに手当たり次第に斬りつけて道をこじ開ける。

　上がった火力のお陰で、サリーは道を塞ぐプレイヤーの態勢を崩すことが出来た。

　偵察の結果、正面から戦っても戦力差的に厳しい相手ばかりだと理解したサリーは、一度きりの奇策によってオーブを盗み取ることに思い至ったのである。

　サリーの力はそれに適していた。絶対的な回避力と敏びん捷しよう性は、この作戦を実行するために必要なものだったと言える。

　まだ情報がなく、守り方も甘い一日目だからこそ成功する奇策だった。

「【ウォーターウォール】！」

　水の壁を作り上げ魔法攻撃の到達を遅れさせ、ついにサリーは戦力が偏り包囲の弱まっていた部分から脱出する。

「もう、ここからは取れないねっと。よし……きた……！」

　目の前でオーブを奪われて防衛の面々が黙っているはずがない。

　彼らは攻撃にかなりメンバーを割いていたものの、それでも四十人はいる。

　もう守るオーブはないのだ。全員でサリーを追いかけてくる。

　サリーは逃げる。

　もう一つの中規模ギルドの方向へ。

　追いつかれないようにしかし離し過ぎないように、サリーは走り続けて、ついに中規模ギルドが見えてくる。青色の装備で統一されているのが特徴的で、これなら姿を少し見られても紛れ込めるとサリーは考えたのだ。

　サリーを先頭とした軍団を見て防衛陣が敵襲だと身構える。

　サリーを追う者はそこがサリーのギルドだと考え、攻撃に向かう。

　両者は食い違いつつも、戦い合う結論に至った。

　サリーが狙うは乱戦のどさくさに紛れてのオーブ奪取。そのための戦力を引き連れてきたのだ。

「朧、【瞬影】」

　戦いが始まり、サリーから皆の意識が外れた一瞬。

　朧のスキルの効果で、サリーは一秒だけ完全に姿を消した。

　そして、そのまま茂みに隠れて様子を窺うかがう。

　両者の戦力はどうやらほぼ互角の様だった。サリーが引き連れて来た軍団がオーブを取り返すべく全力を出しているため、少し押していた。

　乱戦の中、サリーが何処へ消えたか確認している者などいない。

　サリーの追手が一方向から攻めていたため、オーブを守る方向も偏っていた。ぐるっと裏へ回れば防衛は少ない。

　サリーは廃墟の中をそろりそろりと進むと狙いを定めた。

「……【跳躍】！　【ダブルスラッシュ】！」

　サリーは守りが五人しかいない方向から飛び出して奇襲をかけ、対応出来ないうちに斬り伏せる。

【剣ノ舞】によって高められた攻撃力は、ここでも大いに役に立った。

「よしっ！」

　オーブをその手に収めると自慢の回避とカウンターで生き残りを屠ほふり、完璧な安全地帯である【楓かえでの木】へと急ぐ。

「帰れば、メイプルがいる！　持ち帰れば……終わり！」

　乱戦が終わるにはまだ時間がかかる。

　サリーがオーブを持って遠くに逃げたことに気づき、大人数で追いかけてくるまでには時間がかかる。

　サリーにとって逃げ切ることは容易だった。




　サリーは逃げている時に、ギルドメンバーに一斉送信でメッセージを送った。

　内容はオーブを掠め取ったので、入り口で受け取って欲しいというものである。

　オーブを手早くメイプルの手元に置いて安全を確保するとともに、素早く次のオーブを狙いに行くためである。

　最大のチャンスは一日目なのだ。

　勝利のためには時間を無駄にする訳にはいかない。

「よし、見えた！」

　追手がないことを確認しつつ慎重に自軍に向かったサリーの目に、奇襲を警戒しながら物陰からサリーを確認するクロムの姿が見えた。

　サリーはクロムに近づくとオーブ二つを手渡す。

「すごいな……この短時間で……」

「……私が一日目のうちに稼ぐので、防衛はお願いします」

「おう、任せろ！」

【楓の木】によりオーブを失ったギルドは三つ。彼らのオーブはそれぞれが持つマップに表示されている。

　そしてその場所は全て同じ位置。

　即興で協力し合うか、はたまたオーブの奪還は諦めて、必要なくなった防衛戦力と共に他のギルドを攻めるか。どう転んでもオーブを早期に奪われ計画が壊れたギルドにとって、一日目から大荒れになることは避けられそうになかった。

「さて、行こう！」

　サリーは休憩も入れずに再び戦場に舞い戻った。そうしなければ大規模ギルドに離されていくからだ。

　まだ見つけたギルドが残っているため、次はそれらのオーブを掠め取りに向かったのである。





◆□◆□◆□◆□◆






　クロムはサリーから受け取ったオーブを持ってメイプル達の元へ戻り、それらを自軍に置いた。

「やっぱりサリーすごいね！」

「ああ、掠め取ったと簡単に言ってるが……誰にでも出来ることじゃない」

　サリーについて話しつつ防衛するメンバーを決める。

　そしてメンバーはカナデ、マイ、ユイ、メイプルに決まった。

「俺達はとりあえず奥にいるぞ」

「危なくなったら……ならないわね」

「ああ、凌しのいだら私達三人は偵察しつつ敵を削りに出るとしよう」

　戦闘が可能になったイズも含めた三人で偵察部隊を屠る予定である。

「じゃあ、私は【水晶壁】を使えるように大盾を変えておこっと」

　メイプルは攻撃をしない予定なため、【水晶壁】での妨害に徹することに決まった。この大盾を装備していれば、水晶でできた壁を生み出すことができるため、相手の侵攻を妨害できるのだ。

「私達は大おお槌つちは一本にしておきますね」

　切り札は隠しておくものである。




　そうしてメイプル達が待ち構えること十五分。

　次から次へと殺気立ったプレイヤーが飛び込んできた。青色の装備を身にまとった中規模ギルドの面々が鬼の形相で雪崩れ込んだ先には、四人の防衛戦力。

　距離を詰められる前に魔法部隊による面攻撃で倒そうと考えた彼らは、予定通り面攻撃に成功した。

　しかし、爆炎が消えた後に現れたのは無傷のまま歩いてくる四人と、一人のプレイヤーの光り輝く天使の翼だった。

　彼らはそれが何かは分からないものの、大盾を持ち大技を使っているそのプレイヤーが防いだと考えて倒しに向かう。優先順位的に大槌を装備している二人を後回しにすることはおかしなことではなかった。

「【水晶壁】！」

　二人の間を走り抜けようとしたプレイヤー達が、突然現れた水晶の壁に衝突してよろめく。

　そして、それは致命的な隙となる。

「「【ダブルスタンプ】！」」

　鎧よろいを打つ轟ごう音おんが響き渡り、一撃ごとにプレイヤーが葬られる。

　鮮血のように飛び散るダメージエフェクト、そのまま一撃で倒されていく仲間達を見て、彼らは認識を改めた。

　小柄な体に、ローブから時折のぞく可愛かわいらしい服。それに似合わない巨大な大槌と攻撃力は、彼らの思考を停止させる。

【ダブルスタンプ】は二連撃するだけの一般的なスキルであり、普通ならば耐えられるダメージなのだ。

　魔法攻撃がさらに撃ち込まれたが、相変わらずダメージは与えられていない。

　その間にも避けきれなかったプレイヤーが儚はかなく散っていく。

　それでも圧倒的な人数の有利に変わりはなかった。

　故にまだ退かない。

　大槌の動きが遅いこと、翼のスキルの範囲らしき光る地面から二人が出ないこと、さらに部へ屋やの広さを考慮すれば回りこむことが出来ると判断したのだ。

「全員！　回りこめ！　まずはあの翼持ちを倒す！」

　その指令に重ねるようにして、もう一つ別の声の指令が四人の方向から飛ぶ。

「二人共！　アレで！」

「「はい！」」

　彼らにはアレというのが何か分からなかった。

　そんな中、大槌を持つ二人が真っ直ぐ等間隔に並び走り出した。

「【カバームーブ】！　……【カバームーブ】！」

　メイプルがぐんと加速して二人に追いついていく。

　と、同時に効果範囲を示すフィールドが一瞬にして位置を変える。

「馬鹿げてる……！　翼持ちをやれ！　被ダメージが増加してる！」

　敵ギルドの大盾使いがカバームーブはそんな使い方をするものではないと声を上げる。

　しかしこの使い方がメイプルにとっては最良だった。この移動のおかげで後衛のいる場所まで光る地面が到達することとなったからである。

　それはつまり、あの二人がやってくるということだ。

「これっ……は！　ひ、退け！」

　そう言って危険な二人との距離を確認しようとした彼は、我関せずとばかりに最奥にひっそりと佇たたずんでいたプレイヤーの周りに、本棚が浮かんでいるのを見つけた。

「【影縫い】」

　静かに呟つぶやかれたその言葉は、敵である者達全てを三秒間その場に縫い付ける力を持っていた。

「な、っ……!?　う、動けぇぇえっ！」

　必死に足を動かす彼らの元に、ついに二つの絶望が飛び込んだ。

　振るわれる大槌は【魔力障壁】を突き破ってなお止まらずにプレイヤーを粉砕していく。

　永遠にも思われる三秒が終わった時には後衛は壊滅、指揮官は倒され、先行していた前衛は退路を塞ふさがれてしまった。

　僅わずか数分のうちにたった四名に壊滅させられたことで、彼らは理解した。

　オーブは諦あきらめて他のギルドを襲った方が何倍もマシだと。




　こうして【楓の木】は結果的に自分達以外の他者が潰つぶし合うように仕向けることで、自軍の安全を手に入れることと他軍を削ることの二つの目標を、一日目の開始早々にして達成したのだった。
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　そうして戦闘が行われている中、同じように加速した時間の中で観戦を行う町があった。

　この町の内には階層ごとに存在する町と同等の設備が整っており、町のあちこちに配置されたモニターで現状を確認することができる。アイテムショップや、メイプル達のギルドにあるような訓練場などもある程度は存在する。

　戦闘エリアにいるプレイヤーは、外とは一切関わることができないようになっているため、ここから情報が伝わることはない。

　また、このエリアにおける特殊な腕輪型アイテムを使うことで、一度退出しても時間の差異を計算して町に戻ってくることができる仕様だった。もっとも、その間にも戦況はめまぐるしく変わっているため、わざわざ観戦に来ているプレイヤーは途中退室はしたがらなかった。

　また、最終的に戦闘で死亡回数が五回に到達し、リタイアしたプレイヤーもここに送られる。

「おー！　やってるやってる」

「見てるだけで十分楽しめるし、これで正解だったな」

「大規模ギルドが勝つと思うけどなー。小規模に勝ち目はないと見たね」

「そうだな……ここにいるのは俺達みたいにギルドに入ってないやつと、そもそも参加しなかったギルドがほとんどか」

「小規模ギルドじゃ勝てないからな、例外もないだろ」

「大規模なら一位になるのは【集う聖剣】か【炎帝ノ国】か？」

「ヤバイ上位陣も固まってるし、運がよければどっちが強いか見られるかもな！」

　全体の意見としてもっとも多かったのは、その二つのギルドのどちらかが勝つというものだった。

「あ、そうだ。小規模ギルドと言えば……あれはどうだ？【楓の木】」

「あれは……んー、まあ、何と言ったらいいか、未知数っていうか。わ、分かるだろ？」

　男が歯切れ悪くそう言うと、もう一人の男も深く頷うなずく。

「まあ、大規模ギルドには勝てないだろ」

「……そうだな。対策もされてるだろうしな。いや、勝てない勝てない！」

　そうして話しているうちに【楓の木】の映像が時折流れてくる。自分達よりも多い人数を容易たやすく蹂じゆう躙りんしていくのである。それを見ていたプレイヤー達がぴたっと固まった。

「……まさかな」

「いやー、無理だろ、なあ？」

「でもやべー大槌使いも増えてるしよ！　何だよあれ……」

　そうして何か異質な映像が流れたことで、ざわつく広場のことなど知らないように、映像は切り替わったのだった。
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　そしてその状況を作るためにオーブを手に入れてきた張本人であるサリーは、崖がけ下したに見える小規模ギルドを眺めているところだった。

「さて……ここは人数少なそうだね」

　サリーが岩陰から見下ろすギルドは現状五人しかプレイヤーがいなかった。

　メイプルのようなプレイヤーでない限り、一人で防衛をこなせるような者などいない。

　となると、普通なら防衛には多めに戦力を割くことになるが、そうしていないところを見ると、このギルドは【楓かえでの木】と大して変わらない小規模ギルドであることが予想出来た。

「よし……倒そう」

　サリーは岩陰からスルリと抜け出て、足場から足場へ隠れつつ移動する。

　大人数でやってくればすぐにバレてしまう場所だが、一人なら注意深く移動すればそうそうバレない。

「朧おぼろ、【瞬影】」

　隠れ場所がなくなったところでサリーは姿を消し、その一瞬で拠点周りの茂みに隠れた。

　そっと聞き耳を立てると、プレイヤー達は気付いていないようだった。

　上から観察していたサリーは、五人全員が常に上を監視している訳ではなく、見ているのは一人だけで、残りは歩いての侵入が可能となる細道を見張っていることを知っていた。

「さて……やろう」

　サリーは茂みから静かに姿を現し、一気に崖上を見張るプレイヤーに近づく。

　声を上げる間も与えず倒すことも出来たが、サリーはあえて少しだけ攻撃を遅れさせた。

「て、敵襲!!」

　プレイヤーはそう叫んだ直後にサリーに倒されてしまった。

　そして、上を見張るプレイヤーが敵襲と叫んだため、残りの四人が急いで近づいてきて上を見上げる。

　サリーが隠れ直した茂みのそばで。

　四人の注意は上方向に集中してしまい、サリーが地面すれすれを走ってきて斬りつけてきていることに気づくのが遅れた。

　四人のレベルや装備はサリーよりも劣っていたようで、最後の一人が一度反撃の剣を繰り出した以外に出来ることはなかった。

「スキルも見せてないしいい感じ……このギルドに追われても大丈夫そうだし、もう一つ行こう」

　サリーはオーブを奪うと細道の方から上へと戻っていった。

　サリーは移動しながらマップを確認すると、周りを警戒しつつ素早く思考を巡らす。

　奪ったオーブを持っているため先程のギルドに常に位置がバレているので長考は危険なのである。

「次も小規模……いや、あそこはちょっときついか。うーん……もっと遠くまで探索した方がいいかな？　大規模ギルドの位置も摑つかんでおきたいし」

　サリーは方針を決めるとまだ探索していない方向に向かって走り出した。




　防衛を任されたメイプル達は見事にその役目を果たしていた。

　メイプルが見せた重要なスキルは【身捧ささぐ慈愛】だけであり、またそのスキルが防御貫通攻撃に弱いことを悟らせることもなかった。

　全てのプレイヤーを粉砕したマイとユイは、メイプルのそばで座り込んだ。

「はぁ……はぁ……疲れたぁ……」

「うん……ふぅ……そう、だね」

　マイとユイが攻撃を一手に受け持って動き回っていたため、その疲労はかなりのものである。

「まあ、もう当分来ないと思うけどね。流石に僕達にあれだけやられてもう一回挑戦はないよ」

　カナデの言う通り、やられた者達は既に奪還を完全に諦めていた。

　一日目が始まったばかりで死亡回数が二回になるのは論外である。

「三人は偵察部隊を倒しに行ってるし、サリーは……かなり遠くにいるなぁ」

　メイプルがマップを確認しながら呟く。

　サリーのアイコンはギルドから離れるようにして移動し続けていた。

　メイプルはマップを閉じるとふぅと一息ついた。

「うん、休憩しておこう。簡単に奇襲も出来ないしね。四人に攻撃は頑張ってもらっておこうっと」




　メイプルからの期待を受ける四人のうち、【楓の木】のブレーキ兼保護者担当の三人は予定通り偵察部隊を屠ほふっていた。

「イズのこれ、便利だな」

「でしょう？　【ドーピングシード】は本当強いわ」

【ドーピングシード】とは、イズの装備が持つ【新境地】というスキルにより作ることが出来るアイテムである。効果は一つのステータスを10％上昇させるかわりに一つのステータスが10％減少するというものだ。

　一度に五個まで使用出来て、効果時間は十分と長い。

　ただしどのステータスに影響するかは製造後にしか分からないため、欲しいものを作るためには大量の素材を使わなければならない。

　イズはスキル【天邪鬼な錬金術】でゴールドを素材に変換することができる。そうして、【ドーピングシード】の素材をゴールドと引き換えに大量生産し、ギルドメンバーに必要なシードを準備していた。

　イズはサリーには【ＶＩＴ】が減少し【ＡＧＩ】が上昇するドーピングシードを十個渡してある。

　クロムは【ＶＩＴ】上昇と【ＳＴＲ】上昇で、減少は【ＤＥＸ】だ。

　カスミは【ＳＴＲ】上昇で【ＩＮＴ】減少のシードを持っている。

　カナデは【ＩＮＴ】上昇で【ＳＴＲ】減少である。

　メイプル、マイ、ユイのシードは減少が何でもいいため余り物で問題ないのでイズにとってありがたかった。

　これらを全員分生産するためにイズが溶かしたゴールドはギルド二つくらい簡単に作れるレベルである。

「ふふっ……ゴールドの分、しっかり働いて欲しいわ」

「勿もち論ろん。任せておけ」

　カスミが【遠見】でプレイヤーを探し当てると、三人は先回りして集団を倒しに向かった。











二章　防御特化と敵二人。









　カスミ達が偵察部隊をさくさく屠っている頃、【楓の木】から遥はるか遠くにある【集う聖剣】の拠点ではフレデリカとドラグが防衛担当となっていた。第一回イベント一位のペインと、二位のドレッドが立ち上げたギルドで、拠点にいるプレイヤーのレベルも数も【楓の木】とは比べ物にならない。

「あー！　私も攻めたーいなー！」

「仕方ねーだろ。俺達は足おせぇからな」

　ドラグの言うように、二人は【ＡＧＩ】にはあまり振っていない。およそ一九〇センチの身長に合った巨大な斧おのを持ったドラグは、早く戦闘がしたいという風に斧を抜いていた。

【ＡＧＩ】特化の偵察兼攻撃部隊に割り当てられなかったのはフレデリカも同じである。金髪のサイドテールを揺らしながらドラグの方を見上げる。

「防衛なら退屈なくらいがいいと思うけどー」

「そうかぁ？」

　フレデリカはそうは言いつつも、大きめの石に座って退屈そうに足をぶらぶらさせていた。

【集う聖剣】は大規模のギルドなため、防衛には適さない地形にオーブがある。

　場所は平地に囲まれた岩場で、岩場まで来ると見通しが良くない上に侵入経路が多い。

　オーブのある場所に天井はなく、岩から飛び降りての奇襲も考えられる。

　ただ洞どう窟くつが幾つも近くにあり、オーブは隠せないものの休める場所ではあった。




　そうして暇を持て余していた二人の元にギルドメンバーから敵襲の知らせが届いた。

　それを聞いた途端に二人の雰囲気が変わり、ビリビリと威圧感が出始める。

「数はー？」

「およそ六十です！　こちらの防衛を超える人数です！」

「ほー、思い切ってきたな！　それなら俺らが行った方がいいな。犠牲は減らせってペインに口うるさく言われたしなあ」

「だねー……さっさと潰つぶそうー」

「行くか。ああ、そうだ……全員下がっとけ。俺らでやる」

「ふ、二人でですか？」

「ああ、問題ない」

　強つわ者もの故の慢心ではないかと報告した者は思ったが、二人の威圧感に負けて素直に下がった。

　二人が最前線へと向かうと、報告の通り六十人程が平地を真まっ直すぐ向かって来ているところだった。

「うちの監視部隊は優秀だねー」

「だな」

　ドラグは大斧を担ぎつつ六十人のプレイヤーを見据え、自分の攻撃範囲へと入ってきた瞬間に大斧を振り下ろした。

　ただ、ドラグの範囲は普通の大斧使いとは大きく違っている。

「【地割れ】！」

　その範囲は前方二十メートル。

　地面に五十センチ程の深さの裂け目を無数に生み出し、敵の動きを止めるのである。

　真っ直ぐ進もうとしていたところに亀裂が入れば、足をとられてバランスを崩してしまう。

　そして、ドラグがフレデリカと共に戦う際にこの支援は最大限の効果を発揮する。

「【多重炎弾】！」

　フレデリカの周りに展開された魔法陣から次々と炎弾が撃ち出される。

　それらは足を取られたプレイヤー達を次々に撃ち抜いていく。

　フレデリカが持っている特殊な能力は【多重詠唱】である。

　使用する魔法三発分のＭＰでそれよりも遥かに多い数の魔法を発動するという反則じみたスキルで、サリーと戦った時に見せた【多重障壁】によって防御能力も高水準である。

「【重突進】！」

　フレデリカが魔法を放つ中をドラグが突進していく。

　そして振り抜かれた凶悪な斧が、裂け目から脱出したところのプレイヤーを地面に叩たたきつけるようにして斬り裂いた。

「オラァ!!　【バーンアックス】！」

　燃え盛る斧を振り回し防御を捨てたドラグは隙だらけだが、同時に高火力である。

　近づいてくる者を倒し続ければ当然攻撃は受けにくくなる。

　攻撃は最大の防御という訳だ。

　ただ、今回の相手は六十人。

　流石に囲まれて全方向から攻撃される。

　それでも、相変わらずドラグが防御に意識を向けることはない。

　そうなると当然スキル込みの攻撃がガンガン飛んでくることになる。

「【多重障壁】！　【多重水壁】！」

　しかしそれらはフレデリカが次々に繰り出す防御壁により威力を失っていき、ドラグのＨＰを削り切らせない。

　フレデリカが守ってくれることを知っているドラグは防御に意識を向ける必要がないのだ。

「【グランドランス】！」

　ドラグが地面に斧を叩きつけると、ドラグを中心にして六本の岩の槍やりが地面から突き出る。

　真下から貫かれたプレイヤーは脱出しようともがいた後にフレデリカの魔法のダメージも重なって次々と倒れていった。

「こんなもんか!?　ハッ！」

「【カバー】！」

　ドラグの斧を大盾使いが受け止めるものの、そのまま振り抜かれ、庇かばった味方ごと吹き飛び地面に倒れる。

　これがドラグのもう一つのスキル。

【ノックバック付与】である。

　ドラグの攻撃を防御すれば吹き飛び、その身に受ければ大ダメージだ。

「【重突進】！」

　追撃の斧が容赦なくＨＰを削り取る。

　一度倒れてしまったならばドラグの追撃を受けて、さらなる衝撃に立ち上がれずに終わってしまう。

　どんな時も攻撃力は正義だ。

　しかし、それを振るえる環境がなければ意味がない。

　その点において支援と攻撃を続けるフレデリカは超一流の後衛だろう。

「【多重光砲】」

　フレデリカの周りに現れた四つの魔法陣。数秒後、そこから放たれたレーザーがプレイヤーを包む。

　彼らもスキルで応戦するものの、フレデリカに接近出来ないため有効打にならない。

　彼らはドラグに背中を向けてフレデリカに向かうことが出来ないのだ。

　それは死を意味するからだ。

　高い攻撃力というものは分かりやすく、そして隙のないシンプルな強さである。

「「「【ウォーターウォール】！」」」

　彼らは脱出しようとして逃げ腰になったせいでさらに人数を減らし、残り十人程度になった所でようやく隙を見つけ全速力で逃げ出した。

　ドラグは追いかけようとしたものの、自分より足が速いことを理解しフレデリカの元へ戻った。

「ふー……暴れた暴れた」

「相変わらず人使い荒いよねー！　荒いよねー!?　いつも前のめりなんだから！」

「悪りぃ悪りぃ。でも役に立ったろ？」

「まーね。ドラグは動きが分かりやすいから支援しやすいしー」

　二人で撃退すると言い切った彼らの中には、確かに強さ故の慢心もあっただろう。

　だが、本物の強者は次元が違う。

　彼らはその上で勝ち切ることができる。

「フレデリカもアレだな。どうしてＭＰが切れない？　なぁ？」

「ふふーん！　秘密でー」

　フレデリカはそう言うとオーブの元へと歩いていく。

　ドラグもその後をついていく。

「あの人達も無謀だよねー。せめて私達の所以外にすればいいのに」

「俺達は少し前は洞窟にいた。だから見られなかったんだろ」

「あー……そうか。あの人達も運が悪いね」

「だな、あー俺もどこか攻撃してえなあ」

　ドラグはまたどこかで戦闘がしたいとこぼす。すると、フレデリカものってきた。

「あ、私も【楓かえでの木】だっけ？　今度こそは魔法を当ててあげたいんだよねー」

　決闘の時は上う手まくやり過ごされたからと、サリーの動きを思い出す。

「【多重炎弾】を避け切ったんだったか？　相当だな、噂通りか」

「ドラグももうちょっと避けてくれれば楽なんだけどなー」

「それは俺には向いてねえわ」

　そんなことを言いながら、二人は拠点に戻り、見事に防衛しきったことにギルドメンバー達から尊敬と少しの嫉しつ妬とを抱かれて、そして再びオーブの周りで話し始めたのだった。





◆□◆□◆□◆□◆






【集う聖剣】のオーブを防衛しているのがフレデリカとドラグということは、ドレッドとペインは他軍オーブを奪いに行っている訳である。効率を上げるためドレッドとペインはそれぞれ別々にギルドを攻撃していた。

　ドレッドは三十人の仲間を引き連れてオーブを二つ手に入れることに成功した。ドレッドは装備した二本の短剣のうち、一本を器用に弄もてあそびながらマップを確認する。

　ドレッドが範囲攻撃を得意としないため犠牲も数人出たものの、間違いなく順調と言えるだろう。

　ドレッドは軽装備で、回避に重きを置いて戦うタイプであるため自己完結しており、今回のイベントでは周りのギルドメンバーはドレッドのサポートをして立ち回るのが基本だった。

「もう一ついくか……怠いけど」

　そう言って次の標的目指して歩き出そうと向かうべき方向を見た時。

　静かに佇たたずむ一人のプレイヤーを発見する。

　その姿を捉とらえたドレッドは本能的に警戒した。

「…………お前ら、予定変更だ。オーブ持って全員帰れ。急げ」

　急にそう言われたプレイヤー達は戸惑っていたものの、ドレッドの普段とは違う雰囲気を察して言われた通りに帰っていった。

　そうして全員を帰すとローブの人物は近づいてきた。

　ドレッドは二本の短剣を抜きつつ声をかける。

「さて、お前強いな？」

「そうかな？」

「……俺は俺の直感を信じる。そうして勝ってきた。だからよ……」

　ドレッドは息を吐き、集中力を高めて静かに呟つぶやく。

「面倒くさいが……ここで潰しておかないとな」

「私もここであなたに会うとは思わなかったけど」

　そう言ってローブの人物、サリーが青い二本のダガーを抜く。

　それを見たドレッドが目を細める。

「……チッ、フレデリカの報告よりヤバそうだ」

　そう小さく悪態をついたのをサリーは聞き逃さなかった。

　そこでサリーは方針を固め、ドレッドへと向かっていった。




　偶然出会ってしまった二人の化物の戦闘が始まる。




　ドレッドもサリーも攻撃系のスキルは使わない。

　軌道が決まっているスキルの発動は隙に繫つながるためである。

　そもそも、短剣を二本持つ者は、回避がある程度出来なければ話にならないのだ。

　サリーの攻撃はドレッドに弾かれ、ドレッドの攻撃はサリーが余裕を持って躱かわしていた。

　ドレッドの方が動きは素早かったため、攻撃回数を稼ぐことができ、サリーに反撃を許さなかった。

「【超加速】！」

　その上で先に仕掛けたのはドレッドだった。

　加速した状態での攻撃に、サリーの回避が一瞬遅れたその瞬間にドレッドが踏み込もうとする。

「……ッ!?」

　しかし、ドレッドは短剣を突き出そうとした所で急に動きを変えて飛び退いた。

「…………勘、かな？」

「これを疑ったら俺は終わりさ」

　ドレッドが踏み込むのを止めた理由は勘でしかない。

　サリーは自分とはまた違った回避の技術を見た。

　ドレッドはサリーと距離をとったままサリーを見据える。
















「やっぱここで倒さないとと思ったからよ……【神速】！」

　ドレッドの二つ名にもなっているそのスキルは文字通り神の速度に至る力。

　神の速度が人に認識出来るはずがないという風にして設定された力は、十秒間姿を消すというものだった。

「……へぇ」

　サリーは情報収集によりそのスキルを知っていた。

　ドレッドがスキルを隠さなかった理由は一つ。

　知っているからといって対応出来るものではないからである。

　一握りのプレイヤーを除いて、対応出来るプレイヤーはいない。

　ただ、サリーはその一握りだ。

「【流水】！」

　サリーは見えないドレッドを音と風の流れで探り、そしてわざと致命的な隙となっている部分を作ることでそこに攻撃を誘導した。

　そしてフレデリカに見せた、本当は存在しないあのスキルを叫んで綺き麗れいに短剣を弾き返す。

「【跳躍】！」

　後ろに飛ぶことで距離を稼ぎ、もう一度接近する方向を探る時間を得たサリーだったが、ドレッドはいつになっても現れなかった。

「……帰ったか。まあ、【流水】を見せられたし良かったかな」

　フレデリカとドレッドが同じギルドだと確信したサリーは、より情報の信しん憑ぴよう性せいを増幅させることが出来ただけで良かったと思ったのだ。

「……ドレッドに攻撃を当てるのは苦労しそうだなぁ。勘……んー私がやるなら恐怖心かな？　直感的に危険を察知かあ」

　サリーは勘をセンサーにして攻撃を避けるドレッドの技術を練習してみようと思い、次のギルドを探しに向かった。




　ドレッドは先に帰らせた集団を追いかけつつ考えていた。

「【流水】……それを抜きにしても回避能力は高い。それにあの感覚は……」

　ドレッドがこのゲーム内でその姿を見てゾッとしたプレイヤーは二人。

　一人はペイン。もう一人はメイプル。

「あいつらと同格だと考えるなら……俺は、何な故ぜ生き残った？」

　サリーにはまだ隠された力があり、先程の勝負では手加減している。

　でなければ、ゾッとする程の強さたりえない。

　と、そこまで考えたところでドレッドは考えるのが面倒になった。

「帰ったらペインにでも話すか。頭脳担当は俺じゃねーな」

　そうして一度思考を放り投げてから、ドレッドは頭をかいて、すっと目を細める。

「ペインにこっちのペースで倒しにいこうと提案してみるか」

　それは明確に、敵を倒そうとする者の目つきだった。




　偶然に出会った二人はそれぞれに大事なものを手に入れた。

　ドレッドはフレデリカから聞かされたサリーと、会ってみたサリーとの間にある違和感を。

　サリーは【流水】が存在するとより強く思わせることに成功し、そして何より。

　さらなる回避技術向上の糸口を手に入れたのである。





◆□◆□◆□◆□◆






　さらなる成長に繫がる体験をしたサリーはその後、名もなき小規模ギルドを一つ潰つぶした。

　崖がけ下したのギルドを潰した後しばらくしてドレッドに会ったサリーだが、その間にもう一つのギルドからオーブを掠かすめていた。

　つまりサリーは今オーブを三つ持っている。

　三つというと、そろそろ一度【楓の木】に戻る頃合いとなる。

「そろそろ最初に奪ったオーブの得点が入る頃かな」

　このイベントが始まってから過ぎた数時間の内にいくつもの戦闘が起こった。

　当然大規模ギルドが最も戦果を上げているが、中規模ギルドも戦略を駆使することで対抗していた。

　流石に小規模ギルドは一つを除いて劣勢だった。

　時間加速するフィールド内の開始時間設定は正午。

　もうしばらくすれば日も落ち始める。

　夜は今ほど見通しが良くないため、各ギルドの攻撃は激しさを増すだろう。

　当然、サリーの襲撃も闇に紛れることでより大胆になる。

「ささっと帰ろう」




　サリーが急いで帰る中。

　メイプル達は【楓の木】に足を踏み入れてしまったプレイヤーを倒していた。

　入ってきたプレイヤーが三人だったためマイとユイが鉄球投とう擲てきで倒すこととなった。

「「メイプルさん！　新スキルが手に入りました！」」

「えっ！　それはすごいね！」

　マイとユイは自分達のスキルをメイプルに隠すつもりがないようで、スキル名と取得条件、効果を教える。






【飛撃】




離れた敵に衝撃波で攻撃する。




取得条件




【投擲】で一定回数とどめを刺すこと。








　効果は名前のままで、つまり剣を振れば斬撃が、ハンマーを振れば円形の衝撃が真まっ直すぐに飛んでいくのだ。

　本来の攻撃より威力は落ちるものの、マイとユイなら落ちてもなお即死圏内だ。

「次の戦闘で使ってみる？」

「止めておきます。切り札は隠しておく方がいいってサリーさんも言ってましたし。ちょっと奥で試して終わりにしておきます」

「じゃあ、行ってきて大丈夫だよ」

　マイとユイはオーブの防衛から離れて新たなスキルの使い心地を確かめると、すぐに戻ってきた。

　役に立ちたいという意志がはっきりと感じられる、やる気に満みち溢あふれた目だ。

「三人共、サリーとクロムがこっちに向かってるみたい」

　カナデがマップを確認しつつ話す。

　カナデは魔導書の消費を【影縫い】のみに抑えており、メイプルは【身捧ささぐ慈愛】でのサポートをメインにして夜に備えることが出来ている。

　それもこれもマイとユイが頑張っているお陰だ。

　ただ、二人もそろそろ疲れてきている頃だった。

　プレイヤーを倒しきる度に座り込んで休んでいる様子を見ると限界だろう。

「サリーも戻ってくるし、クロムさんも帰ってくるし、二人は一回休んでおいて。疲れてるでしょ？」

　メイプルがそう言うと二人は素直に従ってまた奥へと向かった。

　やる気だけでは体は動かない。

　時には休む必要がある。

「カナデは休まなくていいの？」

「僕はほとんど動いてないしね」

　そうしてメイプルがしばらくカナデと話しているとクロムが帰ってきた。

「カスミとイズは小規模ギルドを攻略中だ」

「二人で大丈夫かな……」

「ああ、イズが延々と爆弾を作ってはカスミが洞どう窟くつ内に転がしてる。しばらくすれば終わるだろ」

　そんな戦略を取れるのはイズだけである。仮に他に出来るプレイヤーがいたとして、同じように洞窟に拠点があるメイプルが爆撃を受けたとしても爆音がうるさいだけで無傷だろう。

「んで、防衛に戻ってきた訳だ」

「マイとユイがかなり疲れてきているので……助かります！」

　ゲーム内でそれぞれ一位と二位の強さを持つ大盾が防衛するのだ。

　たった二人でもその死ににくさは圧倒的である。




　防衛を安心して任せられるからこそ、攻撃に専念出来るというものだ。

　だからカスミとイズは時間をかけて確実にギルドを落とすという選択が出来る。

「はい、どんどん転がして」

「ああ。任せろ」

　大型爆弾。

　工房でのみ生産出来るそれを、イズならばどこでも作ることが出来る。

　素材は金で生み出せるのだ。資金は集められるだけ集めたため、大型爆弾を大量に作ったとしてもまだまだ余裕がある。

　カスミは次々手渡される爆弾を坂になっている入り口に放り込む。

　それは坂をころころと転がっていき、しばらくして爆音を発生させる。

　そして、最初のうちは聞こえていた悲鳴も次第に小さくなっていった。

「……終わったかしら？」

「私が先頭で入ろう」

　カスミはイズを守るようにして刀を構えて坂を下っていく。

　その先にあるオーブの部へ屋やは爆発によって焦げた跡が地面に点々と残っていた。

　辛うじて生き残っていた一人のプレイヤーがふらふらと立ち上がり剣を構えたものの。

「【一ノ太た刀ち・陽かげ炎ろう】」

　走って近づき、さらにスキルで瞬間移動し目の前に現れたカスミによって斬り伏せられた。

「ふぅ……やはりサリーが異常なだけか」

　サリーはこれをしゃがんで躱かわしてきたが、何度試してもこの攻撃を躱してカウンターに繫つなげてきたのはサリーだけだった。

　堅実に倒すことがクロムとカスミの持ち味だ。

【楓かえでの木】の中では最も普通よりなカスミは、奇策を用いないからこそひたすらに安定している。

　勝てるものには必ず勝つ。弱点を突つかれるといったことが基本的にないためである。

　イズやクロムの心臓に優しいプレイヤーである。

　もっとも、敵から見れば全く優しくなく理不尽なまでに強いのだが。

「さて、オーブを奪って戻ろうか。復活されても面倒だ」

「そうね。そうしましょう」

　カスミはオーブをしまうとギルドへと戻ることにした。

　きっちり一つ一つ成果を持ち帰ることでアクシデントがないように努めたのである。





◆□◆□◆□◆□◆






　現在は大規模ギルドと特別な小規模ギルド一つがトップ争いをしており、大規模ギルドの中では勢力が大きい【集う聖剣】と【炎帝ノ国】が一歩抜け出ていた。それを追いかける形で【楓の木】が続いている。

【炎帝ノ国】は木がそこそこ生えた草原地帯でオーブを守っていた。

　そこにいるのは第一回イベント八位の【トラッパー】ことマルクスと、十位の【聖女】ことミザリーである。

　ミザリーは範囲回復のスペシャリストだが、範囲攻撃も得意とする。

　治すも壊すも自由自在という訳だ。

　マルクスは第一回イベントでは罠わなを使ったことを上う手まく隠していたが、後にギルドメンバーが話していた内容から偶然フレデリカに流出してしまった。

　ギルドメンバーが増えることでこういったデメリットもある。

　人の口には戸が立てられないのだ。

【トラッパー】という二つ名を付けられたマルクスの特技は、罠のように設置出来る魔法を使うことである。

　その種類は煙幕を発生させるものや、火柱を上げるものなど様々だ。

　それらは味方に属する者以外、つまりギルドメンバーやパーティーメンバー以外が範囲に入った際に発動する。

　事前に設置する必要があるため、攻めるのには不向きで、防衛に回ることとなったのである。

　四位の【炎帝】ミィと七位の【崩剣】シンはそれぞれ攻撃に向かっている。

「大丈夫かなぁ……罠を突破されたりしないかなぁ？」

「大丈夫ですよ。それにほら突破されても頼もしいメンバーの皆さんがいます」

　その場にいるギルドメンバーはそれを聞いて、お前達の方が頼もしいという目線を送っていた。

「心配だなぁ……オーブを取られたら怒られるよなぁ……」

　こう言ってふらふらとオーブの周りを歩き回るマルクスだったが、その心配をよそに彼の置いた罠は猛威を振るっていた。

　罠は発動するまで見えず、発動した頃にはもうほぼ避けられない。

　そして設置された量が多いのと設置位置が上手いため、プレイヤー達は見事にやられていた。

　火柱が上がったり、爆音がしたりするとその方向からプレイヤーが来ていることが分かるため防衛も簡単になるのだ。

「ほら、もう今回の襲撃者もボロボロですよ。罠が効いています」

「そっかぁ……なら安心だなぁ」

　ボロボロになったプレイヤー達は、ミザリーの回復によるサポートを受けたギルドメンバーに倒される。

　それが終わるとマルクスは護衛を連れて罠を再設置しに行くのである。




「えっと……ここかなぁ。んー……後はここ……？」

　ぶつぶつと呟つぶやきながら恐る恐る罠を設置していくその姿を見て、ギルドメンバーは何故これで上手くプレイヤーを倒せるのかが不思議だった。

　適当に置いているように見えるが、面白いようにプレイヤーが罠を踏んでいくのだ。

　一言で片付けるなら才能なのだろう。

　サリーが回避に優れるように、メイプルが何かしらを見つけてくるように、ドレッドが勘をセンサーにするように。

　上位陣のほとんどは不可解に思えるような何かを持っている。

　マルクスの罠設置能力もそういったものの一つで、一種の勘。

　そう、感性に支えられている。

　マルクスは罠を設置し直してオーブの近くまで戻ってきた。

　挑んでくるプレイヤーも徐々に減っており、マルクスはようやく安心出来るようになると一息ついた。




「何者かが来てます！」

　ミザリーの声に飛び上がったマルクスがミザリーの指差す方向を見ると、連続して火柱と爆炎が発生していた。

「私が見てきます！」

　どうしようどうしようと慌てるマルクスをおいて、ミザリーが五人のギルドメンバーと急いで現場に向かう。




　すると、そこにはローブを纏まとった人物が一人いるだけだった。

　ミザリーはそこで起こっている光景に目を疑った。

　その人物は罠を踏んだ後、まるでそこに罠があると分かっていたかのように俊敏に回避するのだ。

「んー……恐怖センサー、もっと正確にしたいけど……これは私には難しいかな」

　それだけ呟くと、ローブを纏った人物はその場を去っていった。

「…………助かりましたね」

「な、何がでしょう？」

「全く……どこの化物ですか。スキル？　それとも素でしょうか……」

　去ってくれたのはありがたいとこぼし、マルクスの元に戻ったミザリーはその後不安になったマルクスが罠を設置し直すのに付き合うこととなった。

「この辺どうかなぁ……いや、また突破されるかも……ううぅ」

「大丈夫です。あのプレイヤーが常軌を逸しているだけですよ」

「そうかなぁ……」

　そう言っている間に逆側で火柱が上がりプレイヤーが倒されていると伝えられたマルクスは少し落ち着いた様子で設置作業を進めていった。





◆□◆□◆□◆□◆






【炎帝】の名を持つ女性。

　ミィは集団の先頭に立って、剣を構える敵へと近づいていく。

「どけ。そうすれば死なずに済むぞ」

　ピリピリとした空気が張り詰める中、ミィの透き通った声が響く。

　ただ、それはオーブを守る者達にとっては受け入れられる提案ではない。

「かかれっ！」

　前衛がミィに向かって走り出す。

　ミィの武器は杖つえ。

　服装は赤いマントが印象的ではあるが、後衛故の防御の低さがある。

「【炎帝】」

　静かに呟かれたその言葉に応じてミィの周りから直径一メートルの炎球が二つ現れる。

　両手の動きに連動する炎球はその威力によって敵をねじ伏せる。

　後衛であるミィが先頭の理由はそれが最も攻撃力を発揮出来るからである。

　文字通り超火力で敵を焼き尽くすのだ。

「愚か。実に愚かだ」

　余裕を持って敵を滅ぼすその姿にはカリスマ性が見て取れた。

「【噴火】」

　地面が爆発し、火柱が噴き上がる。

　炎を自在に操るミィは、その性質上派手な一撃が多い。

　それはミィの力を印象付け、敵の萎い縮しゆくを促進する。

「【爆炎】」

　さらに、攻撃を乗り越えて近づいてきた者には、低ダメージ高ノックバックの爆風が襲いかかる。

　圧倒的な力の差がそこにあった。

　ただし、燃費は非常に悪い。

　派手な魔法は消費も大きいのが当然だ。

　そのため後ろの二十人はインベントリに詰め込めるだけのＭＰポーションを詰め込んだ、いわば補給部隊である。

「ハッ……この程度か。終わりだ」

　最後の一人を焼き尽くしたところで炎球も消えた。




「ＭＰポーションです」

「ああ」

　ミィはＭＰポーションを受け取るとＭＰを回復させてふぅと一息ついた。

「オーブを回収しておけ」

「はい」

　ミィはすっと目を閉じ達成感に浸る。それが致命的なミスだった。




　ミィがギルドメンバー二十人を引き連れて発見したギルドを滅ぼそうとしているところを、帰る帰ると言いながら寄り道をしていたサリーが隠れて見ていたのである。




「ぐあああっっ!?」

　ミィが何事かと目を開けた時には既にオーブを回収していたプレイヤーが光となって消えており、ローブを着たプレイヤーがそのオーブを奪い取って走り出すところだった。

「っ！　……奴やつは強い。私には……分かる。オーブを持って先に戻れ、全滅もあり得るぞ！」

　カリスマ性を発揮しての号令はギルドメンバー達に響いたようで、彼らは既に手に入れていたオーブを持って帰っていく。それを確認して、ミィはすぐローブの人物を追い始めた。

「【フレアアクセル】！」

　ミィは足裏から爆炎を上げながら加速してローブの人物を追いかけていたものの、しばらく進んだところで完全にその姿を見失ってしまった。

　というのもローブの人物、すなわちサリーが曲がり角で【瞬影】を使ったためである。

　追跡対象が急に消えてしまってミィが周りを確認する内に、サリーはその場を離れたのだ。

　そんなことを知らないミィは、ひたすらに周りを探し続けた後にぺたんとその場に座り込んでしまった。

「ああ……失敗したぁ……皆ごめんなさいぃ……」

　そこにいたのは先程までとは全く違う雰囲気のミィだった。

　カリスマ性は何処へやら、弱々しく自分のミスを反省する姿があるのみである。

「キャラなんて作らなければよかった……」

　そう、先程までのミィはキャラを演じているだけだったのだ。

　強力なスキルを手に入れてあれよあれよと言ううちに注目されるようになってしまい、素の状態を見せるのが恥ずかしくなってキャラを演じてしまったことをミィは今でも後悔している。

　ミィが感じていた達成感とはつまり、今回も誰にも素の自分のことがバレなかったことへの達成感である。

「ううっ……最悪だー……くそぉ、何処かのギルド一つ潰つぶして帰ろうかな」

　ほとんど八つ当たりである。

　ただ、これを実行出来るだけの力がミィにはある。

　そしてサリーを探し回っている時に見つけた中規模ギルドがお手頃な人数だということも知っている。

「一つは持ち帰らないとなぁ……本当あのローブの人、次会ったら絶対焼く」

　こうして爆炎とともに中規模ギルドに突っ込んでいったミィは地面から火柱、空中から炎球、おまけにマルクスから貰もらった【特製痺しびれ罠わな】も一つ使ってたった一人で中規模ギルドを潰した。

　これが出来るのはミィが火力面に優れているためであり、向き不向きがあるため第一回イベントの十位以内のプレイヤーなら全員出来るという訳ではない。

　安定して出来るのはミィの他にはペインとメイプルくらいだろう。

　ミィはオーブをしまうと爆炎と共に【炎帝ノ国】へと帰っていった。



















「おかえり、ミィ」

　オーブの周りをふらふらと歩いていたマルクスが帰ってきたミィに反応する。

　オーブを取り返しに向かっていたことを先に戻ったプレイヤーから聞いているようで、それについて触れてきた。

「新たにオーブを一つ奪った。奪われたオーブは取り返せなかった。悪いな」

　一人でギルド一つを潰したという事実は何度聞いても凄すさまじいことで、どよめきが起こる。

「またしばらくすれば出る。準備しておけ」

「「「はい!!」」」

　元気のいいその返事に、本当は行きたくないと内心思うミィだった。





◆□◆□◆□◆□◆






　サリーは今度こそ【楓かえでの木】に帰ることにした。

　持っているオーブを奪われれば一気にそのギルドの得点を上げてしまうため、流石に危険だと判断したのだ。

「最後の一つはラッキーだったね」

　ちょうどミィが目を離してくれたお陰で油断した隙を突つくことが出来たのだ。

「一日目の間に動けるだけ動いておかないと……」

　メイプルと共に勝つために、サリーは限界まで活動するつもりだった。





◆□◆□◆□◆□◆






　この頃になると、ギルドに入っていないプレイヤーのために臨時で作られたギルドで、思うままに楽しみ、五回死亡したプレイヤーなども観戦エリアに混じっている。

　彼ら彼女らは、どうやって倒されたかなどを話していたりするのだった。




「いや、流石に早くないか!?」

「元々臨時ギルドが勝つなんて難しいしよ！　強つわ者ものをこの目で見てきたよ……」

「目的おかしくないか……で？　誰か一人くらい倒したのか？」

　そう言われると、男はすっと目線を斜め下に逸そらす。

「ちょっと……一般人には難しいことだったかな」

　そう言うと、少し大金星を期待していた者達が残念そうに溜ため息いきを吐いた。

「君は英雄にはなれなかった」

　一人がわざとらしく悲しそうな表情をして、ぽんと肩を叩たたく。

「いやー、無理だろうなーとは分かってたけど！　分かってたけど！　あれは仕方ねえよ！　ペインに斬りかかったら、完かん璧ぺきに受け流されたね。本当、隙がない、背後に目が付いてるんじゃないかってくらい隙がない」

　せめて一撃入れられたら面白かったんだけどと、そんなことを言いながら話を続けていく。

「背後に目があるっていうなら、サリー？　だっけ？　あの【楓の木】の。俺はあれに一回やられた」

「ああ、徘はい徊かいボス？」

　それを聞いていたプレイヤーは、第二回イベントのことを思い出しながらそんなことを言う。

「今回は徘徊してないぞ。俺が森を歩いてたら、木の上からすって降りてきて首を切られた」

「……忍者の末まつ裔えいか何かなのか？」

「ああいうのを見るとなー、もっと色んな動きを試してみようと思うわ。もういっそ清々しい気持ちで死んだわ」

　男は思い出してみても鮮やかだったとそんなことを言う。

　話題になっていることもあって、ランキングが何位かも注目されていた。

「【楓の木】は……まあまあ、小規模ギルドだとトップだが」

「上位はキツそうだよな。まあ、人数も少ないからな」

　そんなふうに、今度は誰々にやられただとか、あの大規模ギルドの戦略はどうだったなどといったことがリタイア組から伝えられていくのだった。





◆□◆□◆□◆□◆






　サリーは無事に【楓の木】へと帰ってきた。

「ただいまー」

　サリーが戻ってきた時はちょうどマイとユイが迎撃の際に使った鉄球を拾っているところだった。

　メイプルも手伝おうとしていたものの全く戦力にならないことを思い出して諦あきらめた。

　カスミでやっと持ち上げられるかどうかといったくらいの重さなのだから、メイプルに持ち上げられるはずがない。

「あっ！　おかえりサリー！」

「オーブがはい、四つ！」

「「「おおー!!」」」

　極振り組三人から歓声が上がる。

　これを守りきればポイントがまた一気に増加する。

　三人の歓声が聞こえたのか、奥からクロムとカナデが出てくる。

　それに少し遅れて再度偵察に向かっていたカスミとイズが帰ってきた。




　奪ったオーブは計八個。

　その内三個は三時間の防衛に成功し、そのオーブが奪われたギルドの台座に戻っている。

　最初にサリー、カスミ、クロムの三人で手に入れたオーブとサリーの奇策で中規模ギルドから奪った二個のオーブである。

　カスミとイズが持ち帰ったオーブとサリーの持ち帰ったオーブ。

　計五つと自軍のオーブを防衛する必要があるため、気の抜けない状況に変わりはない。

　ただ、守るのはゲーム内最強の盾だ。

　破れるプレイヤーがいたとして片手の指で足りるだろう。




「あっ、そうだ！　私はオーブだけ盗んできたようなものだから多分その内奪い返しにくるよ。小規模ばかりだけど」

「本当、何回聞いても信じがたいことをしてるよね……」

　カナデが呟つぶやく。

「おっと、噂うわさをすればってやつだ」

　クロムが武器を引き抜き、入り口を見据える。そこから次々と突入してきているプレイヤーは明らかに小規模ギルド一つの人数ではなかった。

　小規模ギルドが劣勢の中、即席の同盟が出来たのである。

　ギリギリまで裏切るメリットが存在しないこの状況だからこそ、オーブを奪えるかどうかというところまでは互いに利用し合うのである。

　飛び込んできた者達の目に映ったのは六個のオーブ。

　そして八人だけのプレイヤー。

　即席の連合軍で連携はそこまで取れていないものの、総勢五十名のプレイヤーがいる。圧倒的物量差。

　また、宝の山を目の前にして士気も高まる。敵を倒した後に味方だった者達を倒す時のことを冷静に考える者も出始める。




　ああ、彼らの何と幸運なことか。

　たった八人を倒せばオーブ六個の総取りすらあり得るのだ。

　このようなチャンスは二度と訪れないかもしれない。




　全員が雄お叫たけびを上げて突撃する。

　魔法が飛び交い、土つち埃ぼこりが舞う。

　目を血走らせて駆ける彼らと対照的に八人はのんびりと構えた。

「八人で戦うのって初めてだっけ？」

「八人全員が戦闘に関わるのは初めてかな？　イズさんとか」

「メイプル、いつもの頼む」

　クロムがそう言うだけで全員がああアレのことかと理解する。

　そもそもこのイベントでのメイプルの役割は、今の所一つだけだ。

「りょうかーい！　【身捧ささぐ慈愛】！」

「はい、【ヒール】」

　減ったメイプルのＨＰはカナデが即座に回復させる。隙はない。

　メイプルの前進に合わせて七人が歩を進める。

　正面衝突した両軍が斬り合う。

　マイとユイがあちこちから来る攻撃を次々と受けてしまうが、二人が倒れることはない。

「「【ダブルスタンプ】！」」

　轟ごう音おんと共に弾け飛ぶプレイヤーを見て、マイとユイから離れたプレイヤーに襲いかかるのは鉈なたと刀だ。

「おらぁっ！」

「ふっ！」

　二人の攻撃を耐え、躱かわしてオーブを先に狙おうとする者達は利口だった。

　輝く地面の範囲から逃れ、オーブへと向かう者達に降り注いだのは、だが爆弾の雨。

「あら、悪い子ね？　オーブだけ狙うだなんて」

　イズもメイプルがそばにいれば最早戦闘員と変わらない。

　十分過ぎる程に脅威となる。

　それを無理やり潜り抜けた者はめでたくカナデの図書館にご招待だ。

「【パラライズレーザー】」

　カナデが放った低威力、高確率麻ま痺ひのレーザーが空間を水平に薙なぐ。

　追加効果が強力なために、届く範囲が狭いことを除けば文句なしだ。

　ただ、カナデが倒さなくとも後始末をしてくれるプレイヤーがいる。

「ぐっ……がっ！」

「く、くそっ！」

　レーザーを受けたプレイヤーが呻うめきながら逃げようとするものの、動きは緩慢だ。

「はーいさよなら」

　彼らからオーブを奪った張本人。

　サリーによって、カナデが動きを止めたプレイヤーはギルドに送還されていく。

　こうしている間にも、サリーにカスミ、マイとユイの前衛アタッカーにより倒れる者が次々に出る。

　気づけば連合軍は崩壊、心の折れた者から順に敗走に入っていた。




　ただ、そんな中で一矢報いようとする者も確かにいた。

「【跳躍】！」

　クロムとカスミの間をすり抜けて飛び込んだプレイヤーはもう生き残る気などさらさらなかった。

　そして天使の羽を持ち、前線を支えたプレイヤーに一撃加えてやろうと剣を振るった。

「【ディフェンスブレイク】！」

「【ピアースガード】っ！」

　防御貫通スキルから貫通効果をなくす。それはあまりに大きなことだった。

　剣と言葉を叩きつけるようにして振るった渾こん身しんの一撃はあまりにも無慈悲な宣言にその効力を失い弾かれる。

　迫り来る二つの大おお槌つちの気配を背中に感じつつ、最期にそのプレイヤーが見たのはフードを目深に被っていてはっきり見えていなかったプレイヤーの顔だった。

「メイプルかよ……ミスったな」

　彼は諦めと共に小さく呟き、大槌にその身を打ち据えられたのだった。

　残っていたプレイヤー達は皆、オーブに触れることは出来なかった。

　完全敗北と言える。




　しかし彼らはなんとも幸運だった。彼らは史上初めてメイプル達の八人での戦闘を目撃し、体験したのだ。イベントが終わった時にはいっそ自慢気に語ることもあるかもしれない。

　ゲーム内で最も恐ろしいパーティーとの戦闘を体験したのだと。




　そうしている内に空は次第に闇に包まれていき、遂に夜襲と暗殺の蔓延はびこる初めての夜が訪れた。











三章　防御特化と夜。









　ズブリと突き刺さったダガーにより、また一人のプレイヤーが光となった。




　日が沈んでから三時間。

　メイプル達は危なげなくオーブを守りきり、ポイントをさらに増加させた。

　早めに防衛から抜けたサリーが再びフィールドを駆け回っているのだ。

　三時間の内に奪ったオーブは二つ。

　倒したプレイヤーは数え切れない。

　今も一人のプレイヤーを倒したところである。

「ふぅ、もう九時か……明日の朝までに後いくつオーブを奪えるか……」

　サリーがマップを確認する。

　そこには夥おびただしい量の情報が書き込まれていた。

　内容は武器修理アイテムの場所、地形、ギルドの規模や防衛の基本人数、偵察部隊がよく通る道に、待ち伏せの可能性の高い場所など多岐にわたる。




　イベント開始から九時間。

　走り回って続けた偵察によって手に入れた情報を元に、ギルドの隙を突ついているのである。

　サリーがここまでして一日目から全力を尽くしている理由は、倒しやすいギルドが残っている内にオーブを奪いたいからだ。

　後半になればなるほどオーブを巡る争いは激化する。

　最終日までに小規模ギルドの全滅というのもあり得るのだ。

　そうなってはオーブを奪えない。

「先行逃げ切りが唯一の勝ち筋……」

　だからこそサリーは走り続ける。

　無理と危険を覚悟して。

「次は……よし、ここにしよう」

　サリーは再び走り出す。

　その頃、あちこちで出来つつある同盟が、サリーに倒された偵察部隊からサリーの存在を知りつつあった。




　所変わって【楓かえでの木】の拠点ではマイとユイが話していた。

「ねえねえ、マイ。私達、やっぱり普通の攻撃は避けられないね」

「そうだね……でも短剣ならまだ見慣れているから、もしかすると一回くらいは避けられるかも？」

　サリーの武器である短剣の攻撃動作は、訓練の中で最も目にした回数が多い動作だった。

　そのため、他の武器と比べれば通常の攻撃の動きも読みやすいのだ。

　と言ってもあくまで比較的読みやすいだけであり、安定して躱せる訳ではない。

「それでね、私思ったの。私達の長所を目一杯使える戦法ってあるかなって」

　ユイはフルメンバーでの戦いで全員が個性を発揮しているのを見たことで、自分達も何か出来ることがないか試してみたくなったのだ。

　もっとも周りから見れば二人も個性の塊なのだが、とにかく自分というものを発揮して、役に立ちたいと思うお年頃な訳だ。

「うん、なるほど」

「それでね、一つ思いついたんだけど……」

　ユイがマイの耳元で小声で話す。

　それは思わず目を見開いてしまうような突飛さで、そして二人だからこそ可能になる戦法のように思えて、二人は顔を見合わせてどちらからともなく笑い合った。

「すごい！　いいと思う！」

「でしょ！　ここぞっていう時に上う手まく出来たらいいなって」

「そうだね！」

　二人は作戦の細かい部分を話し合い始めた。

　それを少し遠くから眺めつつ話しているのがカナデ、メイプル、クロムの三人だ。

「僕、ちょっと偵察に出てくるよ。二時間くらいになるかな」

「そう？　分かった」

　メイプルはカナデの外出を許可した。

　防衛戦力も十分。二時間で帰ってくるのなら就寝時間での交代にも間に合う。

　止める理由はなかった。
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　カナデはこのイベントで初めて拠点から出るとマップを確認して歩き出した。

「サリーに貰もらった情報通りならこっちかな」

　カナデは偵察半分、オーブ奪取半分くらいの気持ちで外に出てきた。

　サリーの作り上げた情報で溢あふれたマップは、八人での戦闘の後に見せてもらっているため完全に記憶している。

「ちょっと無理し過ぎだし、助けてあげないとダメだね」

　サリーも無制限に動ける訳ではない。

　休む時間を与えるためにカナデもオーブを奪いに向かう必要があると考えたのだ。

　カナデは目的の方向へと歩き、そして隠れている森の木々の隙間から夜闇に輝くオーブを発見した。

「中規模ギルドのは……あれだね」

　カナデはスキル【魔導書庫】で本棚を具現化させるとどれを使うかを吟味し、最終的に二つの魔導書を使うことに決めた。

「思ったより早く帰れそうかな……さて【巨人の腕】」

　カナデの声に応じて一冊の魔導書が飛び出てくる。

　効果は右腕の変質。

　ほんの少しの時間だけ腕を長く太くする魔法。

　操作性が悪く、効果時間も短いため細かい作業は出来ない。

　しかし。




　七メートル先のオーブを握り込むことくらいはできる。

「【フレアアクセル】」

　カナデは爆炎と共に加速し、オーブ一つを手にして自軍ギルドへと駆けていく。

「お、追えっ!!　今すぐだっ！」

　カナデの背後から聞こえる声はすぐに遠のいていく。カナデはそのまま木々の隙間や岩場を駆け抜けて、上手く距離を広げる。

　不意打ち過ぎる一撃に反応が遅れてしまった彼らは魔境にお宝を持ち帰らせることを許してしまった。

「これで、少しでも助けになればいいんだけど」

　今も走り続けているであろうサリーのことを思い浮かべながら、カナデは【楓の木】の中へ駆け込んだ。
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　カナデがオーブを奪う中、サリーも変わらず闇夜に紛れてギルドを襲っていた。

「朧おぼろ、行くよ」

　サリーは首元の朧に声をかけて静かに小規模ギルドへと忍び寄る。

　屋外にあるギルドは、松たい明まつなどのアイテムによって明るさを保っていることが多いため、遠くから見ても場所が分かる。

　襲われやすくなってしまうとしても、明るくしておく必要があるのは、サリーのようなプレイヤーがいるせいである。

　サリーも夜になってから、見張りのために歩き回るプレイヤーが増えたことを感じていた。

「人数は……十五人か」

　全員を倒すことも可能ではあったが、サリーは戦闘は避けたかった。

　目立たないためにそうしようと決めたサリーだったが、心のどこかで、疲労が溜たまっているから戦闘をしたくないとも思っていたのだ。

　サリーは歩き回る見張りが背を向けたその一瞬で駆け出す。

「【超加速】！」

　疲れは確かにあるものの、それを集中力で上書きして、オーブへと一直線に進む。

　邪魔するものは切り捨て、魔法で妨害する。

　一日の内に何度も繰り返した奇襲の動きは、数を重ねるごとに洗練されて無駄のないものになっている。元々のサリーの能力も相まって、少し強い程度のプレイヤーではもう打ち破れなくなった。

「【跳躍】！」

　地面を蹴けってオーブに手を伸ばす。

　インベントリにオーブが吸い込まれたのを確認して、そのまま台座を飛び越えて疾走する。

　サリーは立ち止まることは出来ない。

　現在、インベントリには今のを含めて三つのオーブが入っているためだ。

　常に追手が襲いかかってくる危険があるのである。

「はあっ……！　次っ！」

　一つでも多くのオーブを得るために。

　サリーは止まらないし、誰もそれを止められない。

「朧、【狐火】！」

　サリーは朧の炎で先ほどのギルドの追手の足を止めて、さらに距離を離す。

　ギルドを防衛するのは基本的に足の遅いプレイヤーだ。

【楓の木】がメイプルを防衛に置いているのもその為ためである。

　となると、一度奪ってしまえばサリーのようなプレイヤーにとって逃げるのは容易たやすい。

　追手の足を止めて、暗闇に紛れて見失わせて、後は奪われたオーブの位置をマップを見て確認している内に攻撃の届かない場所まで行ける。

　それでも追ってくるようであれば、前のようにどこかのギルドに突っ込めばいい。




「次、次は……ん？」

　サリーの視界の端に映ったのは、松明に照らされて煌こう々こうと輝くエリア。

　防衛のメンバーが一人も見えないというこの上なく手薄なギルドだった。

「いける……！」

　サリーは進行方向を変えてそのオーブを取りに向かった。

　罠わなかもしれないと警戒しつつ、それでいて迅速に近づいたが、結局一人のプレイヤーも出てこなかった。

「……奪われたオーブが再生したところだったかな？　地形から見るに中規模ギルドだね」

　このギルドのプレイヤーが戻ってきてしまうと面倒なことになるため、サリーは足早にその場を去った。
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　その頃メイプルはカナデが持ち帰ったオーブの防衛をしていた。

「【水晶壁】！」

　体で受けてもダメージがないメイプルにとって、今まで使いどころが少なかった【水晶壁】は今回のイベントで素晴らしい活躍を見せている。

　目の前にいきなり障害物が現れ立ち止まった所を撃破、このパターンで数を減らし、次にメイプルの【身捧ささぐ慈愛】によって死ななくなった前衛をぐいぐいと押し付けていく。

　メイプルのサポートがこの上なく強力なのだ。マイとユイは何度も何度も攻撃を受けているし、クロムも囲まれている。

　なのに、崩壊するはずの前線はいつまでも残り、襲撃者は回避を捨てた攻撃により命を失ってしまう。

【楓の木】側には回避という行動がほぼない。それに対し、攻撃側はメイプル達の攻撃を避けなければならない。

　ここに殲せん滅めつ力の差が生まれる。攻撃に使える時間が圧倒的に違うのだ。

　メイプルを倒せなかった彼らは当然のように敗北した。




「ふぅ……終わったね」

「そう……ですね……」

「疲れました……」

「そろそろ一日目が終わるしな。交代で眠るか？」

　ステータスを表示する青いパネルに備えつけられた時と計けいは夜中零時を回ろうとしていた。

　クロムの提案に全員が賛成する。

　サリー、イズ、カスミは現在外出中なためローテーションに組み込めないので、人数を考えると二人ずつ短い時間休むのがベストということになった。

「マイとユイからにする？　私は基本はいた方がいいかな？」

「んー……メイプルがいない間は僕が防衛に入るよ。範囲支援も出来るしね。僕も二人からでいいと思うよ」

　対人戦の経験も少ない中、攻撃の要として戦い続けていたため、マイとユイの疲労はピークである。

　そろそろ休む必要があった。

「じゃあ、早速休んできて！　大丈夫。私、守るのは得意だし！」

　眠る時間を決めてから、メイプルは二人を送り出す。

「イズとカスミはそのうち帰ってくるだろうしな」

　二人が帰ってくれば防衛がより楽になるため、マイとユイを休ませるには今がちょうどいいタイミングだった。

「ここからが大変なんだよね」

　防衛人数が嫌でも減る時間帯に差し掛かっている。

　ここで隙を狙って攻撃に転じるか、堅実に防衛に徹するかはギルドの人数と現在のポイントによって変わるだろう。

【楓かえでの木】はポイントを稼ぎつつも、防衛は絶対に成功させるという面倒なことをしなければならない。

　それも八人でだ。

「頑張ろう。五日目まで生き残るために皆を守る。うん、そう」

　メイプルは決意を新たに深夜を迎えた。
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　深夜一時。

　サリーは拠点で八人で戦った後、一度も帰ることなくオーブ奪取に専念していた。

　それによって得られたものは多い。サリーのインベントリには十個のオーブが入っていた。

　それだけでも驚異的だが、サリーの目的はオーブを奪うことだけではなかったため、帰るわけにはいかなかったのだ。

　しかし、その目的もようやく達成しようとしていた。サリーが疲れたように木にもたれかかると、足元にいた朧が心配するように見つめてくる。サリーは少し笑ってみせると、しゃがみこんで朧の頭を撫なでた。

「ふぅ……そろそろ帰ろう」

　ぐったりとするサリーはそれでも再び走り続ける。

　止まれば追手がやってくるのはもう随分前から変わらない。

「……ん？」

　サリーが立ち止まり岩陰に身を隠す。

　もう一度集中し直すとはっきりと分かるプレイヤーの気配。

　それも十、二十ではない。

　もっと多く。そう、百よりも多い。

「囲まれてる……！」

　疲れのせいで気づかないうちに索敵能力がいつもより下がっていたのだ。

　広い範囲で物陰に隠れているプレイヤー達の動きから居場所がバレていることは明白だった。

「……このオーブのどれかが、大規模ギルドと繫つながってた……！」

　サリーはその答えに辿たどり着つく。

　しかし、どれかは確定させられないためオーブを捨てて逃げるわけにもいかなかった。

「逃してはくれない、よね」

　サリーは手早くパネルを操作するとマップを確認し【楓の木】のメンバーの位置を確認し、メッセージを一つ送るとドーピングシードを五つ取り出した。

「よし……何としてでも帰ろう」

　そう覚悟を決めたサリーのいるエリアが昼間のように明るくなる。

　誰かの魔法か、空に小さな太陽が浮かんでおり、これにより暗闇に紛れて逃げることも出来なくなった。

　包囲したプレイヤーを確実に倒そうと準備をしていたのは明白だった。

「……相手としては、運良く大物がかかったってわけか」

　サリーはドーピングシードを全て飲み込むと岩陰から出た。

　プレイヤー達も次々に潜伏を止めてサリーを取り囲む。

　攻撃がしやすいようにある程度プレイヤー達の間に隙間はあるが、到底抜けられそうにはない。

「よし、追い詰めた！　いくぞ！」

　声を上げて突撃しようとしたプレイヤー達はしかしその足を止める。

「追い詰めた？　誰を？」

　それはサリーの雰囲気が変わったためだ。

　集中しているなどという生易しいものではない。

　サリーから発せられるのは最早明確な殺気だった。

　一歩動けば死ぬ。そう思わせるギラついた目と裂けるような笑みがサリーの顔に浮かんでいたのである。

　自分達が不利なのではと錯覚させる程の存在感がサリーにはあった。

　サリー自身、疲れが吹き飛んだように感じていた。

　一周回って限界を超えたところに普段以上の力の源があったのだ。

　感覚は研ぎ澄まされ、身体からだが軽くなっていく。

「さぁ……生き残ろう」

　サリーは心を奮い立たせてダガーを構えた。




　メイプルが誰も襲ってこないために暇を持て余していたところにメッセージが届く。

「サリーから？　何だろ？」

　そこにはたった一行だけ。




　多分死ぬ。ごめん。




　とだけ、書かれていた。





◆□◆□◆□◆□◆






　サリーはいつも以上に感覚が研ぎ澄まされていることが実感出来た。

　さらに、戦闘に気持ちが入っていくにつれて感覚はどんどんと鋭くなっていく。

　そんなサリーの耳に指揮官らしき人物の声が聞こえてきた。

「フレデリカ……」

　聞き覚えのあるその声は間違いなくフレデリカの声だった。

　つまり、このプレイヤー達は【集う聖剣】のメンバーという訳だ。

　それならばと、サリーが生き残る術を紡ぎ出す。

「【攻撃誘導】！」

　サリーが一度目の魔法攻撃を躱かわす。

　すると前衛のプレイヤーの動きが変わり一気に前進してきた。

　情報は行き届いているようだった。

　サリーが生き残る為には裏で主導権を握りつづけなければならない。

　相手の行動を操作することが出来なければ次の瞬間には死が待っている。

「ありがとうフレデリカ」

　未いまだ姿は見えない彼女に小さく言って、サリーは前進してきたプレイヤーの攻撃を躱す。

「【攻撃誘導】！」

　その言葉を聞いてプレイヤー達の動きに鋭さがなくなる。

　予想外は迷いと焦りを生み、動きを鈍らせる。

　そしてサリーの力が二回で打ち止めではないことに彼らはまだ気づけない。

　ただ、スキルの支援がないということはつまり、サリーは次々と飛んでくる攻撃全てを自力で避けなければならないということである。

「凄すごい……全然違って見えるよ」

　サリーは自身の感覚の変化に驚いていた。

　集中した状態の自分が今まで見ていた世界がまだ高速に感じられる程に、剣は遅く感じられた。

　練習しても身につかなかった恐怖センサーも使えている。

　それも、ドレッドよりも遥はるかに上う手まく。

　近い未来の危険が全て過去に起こったことのように把握できた。

　限界を超えた先の覚かく醒せいは一時的にサリーを遥か高みに押し上げたのだ。

「当たんねぇ!!　クソが！」

「負けない。負けないよ……！」

　サリーの攻撃は必中で、サリーへの攻撃は全て外れた。

　何度も使用される【攻撃誘導】にフレデリカが違和感を感じ始めた頃には既に二十人のプレイヤーがサリーに倒されていた。

　そしてフレデリカは答えに行き着く。

「スキルじゃ……ない？」

　仮にそうだとして、どうすることも出来ないという結論が残るだけ。

　対処法を失うだけだ。

　徐々にスキルではないという恐ろしい現実が全てのプレイヤーに理解され始めていた。

　しかし、だからといってどうにかなるという訳ではない。

「おらぁっ!!」

　気合いを入れて振り下ろされた剣を見たサリーはそれを躱す。

　それも、ただ躱すのではない。

　ギリギリで躱して必殺のカウンターに繫げるのだ。

「今だ！」

　魔法による面攻撃がサリーに襲いかかるが、サリーはそれが来るタイミングが何となく分かっていた。

「【背負い投げ】」

　武器をしまってプレイヤーを引ひっ摑つかみ空中へと放り投げる。

　空から降り注ぐ魔法攻撃は投げられたプレイヤーに遮られてサリーの位置にだけ届かない。

　フレンドリーファイアはないためプレイヤーにダメージはないが、落ちた先のサリーの斬撃は別である。

「化物かよ……っ!?」

　未だ七十人以上残っていると言うべきか、既に三十人ほどやられたと言うべきか。ただ一つ、サリーがたった一人で多くのプレイヤーの心を折っていることは確かだった。

「朧おぼろ、【影分身】」

　サリーに出し惜しみなどしている余裕はない。

　常に相手の思考を止めるような予想外を生み出し続けなければならないのだ。

「生き残る……潰つぶすっ!!」

　駆け回るサリーの分身はサリー本体とは違い直ぐにやられてしまう。それでも一体ごとに一人は道連れに出来た。

　その間にサリーは生き残るために包囲を破ろうとする。




　その時。




「貰もらった!!」

　サリーの背中に一本の剣が突き刺さった。

　遂に与えた一撃に歓声が上がる。

「いいや、まだだよ」

【蜃しん気き楼ろう】により作り出された幻影は空気に溶けて消えていく。

　次々に繰り出される予想外。

　最初は余裕だと指揮に徹していたフレデリカが戦闘に参加する程にサリーは脅威だった。

　もっとも限界突破して覚醒している今のサリーでなければ、もう決着はついていただろう。

　サリーを包囲するためには限界を迎えさせる必要があり、サリーを倒すためには限界を超えさせない必要がある。

「【多重炎弾】！」

　フレデリカは信じがたいものを見るような目でサリーを見る。

　たった一撃すら当たらない。

　ほんの数ミリだけズレれば当たるのだが、その数ミリが果てしなく遠い。

「これは、やばい……！」

　流石にサリーも生き残ることを最優先にしているため、プレイヤーの減る速度は遅いものの、それでも確実にやられていた。

　多くのプレイヤーを潜伏させるためにフレデリカが選んだ障害物の多い地形は、ここにきてサリーが生き残るのに有利に働いていた。




「くっ……別の追手が追いついてきた」

　サリーを追ってきたプレイヤー達が新たにサリーの包囲に加わった。

　サリーはそれを感じつつフレデリカの魔法を走って避ける。

「いいよ。まだいけ……る？」

　それは突然だった。

　足の動きが止まり、膝ひざからガクンと崩れ落ちた。

「【ウォーターウォール】!!」

　襲いかかる炎弾を辛うじて転がって躱すものの、次の瞬間には倒れこんだサリーは警戒されつつも隙間なく包囲された。

　すぐに襲いかかることが出来なかったのはサリーの予想外な行動に皆が警戒心を抱いているからだった。

　それでしてやられているのだから尚なお更さらである。

　サリーは限界を超えて動いていた。

　そんなものが長く続く筈はずがない。

　フレデリカが全員に障壁を張りながら迫ってくるのを見て、サリーは静かに呟つぶやいた。

「次は負けないから」

「【多重炎弾】」

　フレデリカの詠唱と共に爆音が響いた。

　それはフレデリカの魔法ではなかった。

　天空を爆炎が照らし、煙の尾を引いて流星のように何かが高速で降ってくる。




　それはフレデリカとサリーの間に落ち。

　直後炎弾の輝きが全員の視界を塗りつぶした。




　光が収まった時にゆっくりと立ち上がったのは白い翼を持った黒鎧の少女。

「やらせない。絶対に」

　メイプルだった。
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　メイプルはシロップを呼び出すと素早く命じた。

「【城壁】！」

　メイプルとサリーがせり上がった壁で隠される。

　フレデリカ達に、天高く伸びるその壁を乗り越えることは出来ないだろう。

「メイプル……どうやって……？」

　シロップで飛んでくるには遠すぎる距離だった。

　間に合う筈がなかったからサリーはあのメッセージを送ったのである。

「話は後で！　マイとユイだけを残してきちゃったから早く帰らないと！　私に摑まって？」

「う、うん」

　サリーはフラフラと立ち上がるとメイプルに抱きつくようにして摑まった。

　メイプルはサリーを両手で抱き締めると脱出の準備を始めた。

「【砲身展開】」

　メイプルの全身から【城壁】の内部を埋め尽くすように兵器が伸びる。

　それらの砲口は全て下向きだ。

「行くよ！」

「え!?　う、うそ、まさか！」

　サリーの動揺を無視して噴き上がる爆炎と煙。

　それは最早自爆だった。

　ただ、メイプルならば耐えられる。

　メイプルは最高級の武装を惜しげもなく使い捨てて高速で空へと打ち上げられた。

　足の武装がなければ反動で吹き飛ぶ。

　その反動が普通ならどうやっても耐えられないレベルなのだ。

　それを乗り越えられるメイプルはロケットのようにして遥はるか高い空へ飛ぶことが出来た。

　最高点に到達するまでの間にメイプルは次々にスキル名を叫ぶ。

「【全武装展開】！　【攻撃開始】！　【毒竜ヒドラ】！」

　光り輝くレーザーが地面に向かって次々に撃ち出される。

　百を超えるそれらは流星群のように地面を穿うがち、プレイヤーを焼いていく。

　それを追うようにして三つ首の毒竜が地面を毒の海に沈める。

　フレデリカ達の中に【毒無効】を持っている者はほとんどいなかった。今回はメイプルと戦う気でいた訳ではないため、対メイプル用の装備ではなかったのだ。

　そんな装備では【毒竜ヒドラ】は止められない。

　サリーにようやく追いついた者達は、よく分からないうちにギルドに戻っている者ばかりになった。




　サリーは三十人程倒した。

　今回のメイプルの攻撃ではそれを遥かに上回る量が倒れた。

　上空からの面攻撃でなければここまでの犠牲は出なかっただろう。

「サリーの分だよっ！」

　メイプルは再度爆炎とともに空中を移動して【楓かえでの木】の方向へと吹き飛んで帰っていった。

「ううっ……何あれー……」

　全力の防御と【毒無効】によって辛うじて生き残ったフレデリカは毒の海に倒れ込んだ。

「でもただでは終わらないよー……！」

　ボロボロになったフレデリカはしかし、一つ機転を利かせていた。

　それが実れば今回の大惨事も帳消しである。

　逆に言えば、実らなければペインから何を言われようと文句は言えない立場となった。

「お願いドレッド、何とかしてー……」

　フレデリカはここにはいないドレッドに望みを託して祈るしかなかった。




　マイとユイは二人でオーブの前に立っていた。

「メイプルさん、間に合ったのかな？」

「マップで見たらサリーさんと同じ位置にいるし、間に合ったんじゃないかな」

「どうやって行ったんだろ？」

「分からないけど……すぐに帰ってきてくれるよ」

　ただ、本当にすぐに帰ってくるのかどうかは二人には分からない。

「ユイ、一応準備しておいたけど……」

「うん。でも……カナデさんとクロムさんを起こしに行った方がいいかな……？　その方が安全かな？」

　二人は安全策を取ることを選んだ。

　しかし、それは叶かなわなかった。

「っ！　ユイ、敵！」

「えっ!?」

　二人がそれぞれ大おお槌つちを構える。

　入り口からゆっくり歩いてくるのは一人のプレイヤー。

　ドレッドだった。

【楓の木】の場所は特定されていた。

【集う聖剣】が手を出さなかったのは常にいるメイプルが危険だと判断したためだ。

　そのメイプルがおらず、ドレッドが近くにいるのであれば襲うに決まっている。

「はぁ……フレデリカも人使いが荒い。だが、本当にメイプルがいない？　なら……いけるな」

　ぶつぶつと呟くドレッドはフレデリカからメッセージを受け取ってすぐにここにやってきていた。

　メイプルがここに戻ってくるまで数分。

　しかし、マイとユイにとって長過ぎる数分である。

「ユイ、絶対倒すよ！」

「うん！」

　そう言って、二人は【ドーピングシード】を口に放り込み【ＳＴＲ】をさらに上昇させる。

　ここは絶対に負けるわけにはいかないのだ。

「はっ……そりゃ無理だ」

　ドレッドが走って距離を詰める。それに対してユイが大槌を振り下ろす。

　その距離はまだ開いているものの、関係がなかった。

「【飛撃】！」

　スキルにより光るユイの大槌から衝撃波が飛ぶ。それは必殺の一撃だ。

「ふっ!!」

　しかしドレッドはそれを躱かわす。

　躱しながらぐんぐん距離を詰めてくる。

「【ダブルスタンプ】！」

　ユイの攻撃を躱して、ドレッドはマイに狙いを定めて斬りかかった。

「マイ！」

「だ、大丈夫！」

　マイがドレッドの一撃を躱すことが出来たのは偶然だった。

　サリーと同じ短剣使いだったためその動作は最も身体からだに染み付いていたのである。二人が考えるよりも早く身体が避けたのだ。

　しかし、次はないだろう。

　ドレッドはこの一日の内に、偵察部隊からマイとユイの攻撃力について知ることが出来た。

　そのため、攻撃を受けないように深入りを避け、結果としてマイが生き残ることが出来た。

「マイ！　距離をとって！」

「うん！」

　マイが壁際に向かって走る。

　しかし、ドレッドの方が遥かに速い。

　すぐに追いつかれてしまう。

「遅いな」

「っ……！　ああっ!!」

　ドレッドの短剣がマイに迫る。

　その瞬間。

　マイは自分の持っている武器を追ってくるドレッドの方向に投げつけた。

「はっ!?」

　ドレッドすら予想外な捨て身の戦法。

　驚いているドレッドに、マイが決まったと笑みを浮かべる。

「当たるかよ！」

　それでもドレッドは身体を捻ひねって避ける。そして丸腰のマイを刻もうと再度短剣を振りかざしたところで、ゾッとする感覚にその場を飛び退いた。

　それに少し遅れて衝撃波がドレッドのいた場所を破壊する。

「もう一人の……！　は？」

　ドレッドが見たのはスキルにより光り輝く【二つの大槌】。

　その一つは紛れもなく先程放り投げられた大槌だった。

「しまっ……がっ!?」

　二つ目の衝撃波をもろに受けたドレッドが壁へと叩たたきつけられる。

　マイは大槌を装備していなかった。

　ユイの装備している大槌をその手に持っていただけ。

　放り投げたのは、ユイの元に返すため。

　ユイの元に返れば、予想の範囲を超えた二回目のスキルが発動する。

　これが二人にしか出来ない、とびきりの隠し玉だった。

「私達、半人前だから」

「二人合わせて」

「「一人前のあなたを倒すよ」」

　まだまだ経験も技術も足りない二人が、初めて自分達の力で一ひと皮かわ剝むけたのだ。

　大きな大きな一歩だった。




　しかし、それでもまだ足りない。




「本当、エグいやつばかりで面倒だ」

「「噓うそっ!?」」

「まず一人！」

　ドレッドの短剣がマイを切り裂く。

　マイがその攻撃を耐えられる筈はずがなかった。

　ドレッドのＨＰはたった１だけ残っていた。

　純粋に耐えたのではなく、スキルによるものであることは明白だった。

　注ぎ込んだ時間の差。

　積み上げたものの差があり過ぎた。

「じゃあな……！」

「メイプルさん……ごめんなさい……」

　とっておきの秘策を乗り越えられたユイもまたドレッドの刃により倒れた。

　ドレッドは短剣をしまうとポーションを取り出しＨＰを回復させる。

「はぁ……面倒くせぇ。このギルドとやるのキツイわ」

　ＨＰが回復しきったところでドレッドはオーブに向かって歩きながら呟つぶやく。

「今回は俺の勝ちだ……っ!?」

　後はオーブを取るだけ、しかしここでタイムアップである。

　爆炎と共に飛び込んできたのは、サリーを連れたメイプルだった。

「……マイとユイにあやまらないと」

「フレデリカ……っ！　恨むぞオイ！」

　ドレッドは試合には勝った。だがしかし、勝負には負けたのだ。

　マイとユイが稼いだ値千金の時間。

　それを無駄にするメイプルではないのだから。











四章　防御特化と解放。









　メイプルは拠点に戻る途中にサリーとあることを話していた。それは今から二日目にかけて能力を一つ解禁するというものである。そこで使い勝手が良く、最も消費が少ないスキルを選んだ。

　メイプルはドレッドと対たい峙じしてすぐにそのスキルを発動した。

「【捕食者】！」

　地面から二匹の醜悪な化物が姿を現す。

　外部に初公開のそれをドレッドに予想出来る訳がなかった。

「はぁっ!?　何だそれ!!」

「シロップ【大自然】！」

　メイプルの声に応じて地面から蔓つるが伸びドレッドとメイプルを閉じ込める。

　蔓は何重もの壁を作り、内部の空間を小さくしていく。

　ドレッドは蔓を切り裂いて脱出を試みたが間に合いそうになかった。

　ドレッドが蔓への攻撃を止めてメイプルの方に振り返る。

「……オーケー、今回は俺の負けだ。次は万全の状態で……な？」

　マイとユイとの戦闘を終えた直後に、絶対に間に合うはずのなかったメイプルからの奇襲。

　結果、メイプルはドレッドを閉じ込めることに成功した。

　今回はメイプルに有利な状況が偶然生まれたが、次もそうとは限らない。

　普通に対峙しても間違いなく逃げられてしまうだろう。

「何度だって返り討ちにします！」

【捕食者】がドレッドに迫る。

「また来るぜ、次は本気でメイプルを狩りにな……！」

　そう言い残して、ドレッドは光となって散っていった。

　散り際に何か策があるかのような獰どう猛もうな笑みを浮かべていたのが、メイプルの目に焼き付いていた。




　メイプルはシロップに【大自然】を解除させるとサリーの元に戻った。

【大自然】によりメイプルとドレッドだけが隔離されていたのだ。

　メイプルはサリーに近づくとすぐ、サリーの頰をグニグニと引っ張った。

「無理しすぎだよ、もう……」

「……ごめん」

「とりあえず、マイとユイが復活したら謝らないと」

「うん……」

　しばらくして、マイとユイが復活した。

　メイプルとサリーはすぐに謝ったが、マイとユイはそもそも気にしていなかったようだ。

　むしろメイプル到着までの間、強敵からオーブを守りきれたことで役に立てたと嬉うれしそうだった。

「とりあえず、オーブは全部設置しておくね」

　サリーのインベントリから十個のオーブがゴロゴロと出てくる。

「サリー、何であんなに無理したの？　別にもうちょっと早く帰ってきても良かったんだよ？」

「ああ……それは……取りあえずカナデを呼んでくれる？」

「ちょうどそろそろ交代ですし、私が呼んで来ますね！」

　マイが奥へと走っていき、カナデを連れて戻ってきた。

「カナデ、早速だけどこれを覚えて」

　そう言ってサリーが見せたのは自分のマップだった。

「これは……すごいね」

　その場にいた全員の目に飛び込んできたのは今回の広大なフィールドほぼ全ての情報が詰まったマップだった。

　十二時間走り続けて作り上げたマップにはギルドの位置や規模などももちろん書かれている。

「私は……ちょっと、限界みたいだから……カナデ、メイプルのマップに書き写してあげて」

「ん、了解。もう覚えた」

　カナデは相変わらずの超人的記憶力で難題を余裕でクリアした。

「ありがとう……メイプル、プランＢで」

　プランＢとは前衛部隊が崩壊した際にする予定だった行動である。

　実際にイベントをやっていると予想とは違う部分も多かったため、早々にこれを発動することとなった。




　プランＢ。

　またの名をメイプル解放策。

　防衛という枷かせを取り払って、外へと放つのである。




　既にほぼ全てのギルドがサリーによってその位置を暴かれている。

　次にやってくるのは本命の化物だ。

「防衛が危なくなったら呼んで、ばーんって飛んで帰ってくるから！」

「回数制限はある？」

　サリーの問いにメイプルは消費量を計算する。

「距離にもよるけど……サリーを助けにいった時の距離なら一日に二往復出来るかどうか……かな？」

　兵器を破壊することで飛んでいるのだから、常に使える訳ではない。

　しかも、移動用に使い切ってしまうと攻撃の分がなくなってしまう。

　慎重に使わなくてはならないのだ。

「遠くから順に回収して飛んで帰ってくるね」

　サリーのマップのお陰でギルドを探す必要がなくなり、メイプルは最短距離を移動出来るようになる。

　大幅な時間短縮だ。

「少し……休むね」

「うん、バトンタッチだね」

　サリーからメイプルへ。

　今ここに準備は整った。

「じゃあ、明日の朝から行ってくるね」

「僕も急いでマップを写すよ」

　カナデは次々とメイプルのマップに情報を書き入れていった。




　翌朝。

　一つの中規模ギルドが無事朝を迎えて伸びをしていた。

「はぁ……やっと朝か」

「夜襲がなくなるだけで倍は楽だな」

「……敵襲！　敵は一人！」

　朝の静かな空気を切り裂いて敵襲の報告が届く。

　一人と聞いて敵のいる方向をゆったりと見た全員は緊張にその身を固まらせた。

　何かに身を隠すこともなく真まっ直すぐに歩いてくる漆黒の装備の少女。

　理不尽の権化。死の象徴。狂気の具現化。

　そう、防衛のことなど気にもとめずメイプルが歩いてくるのだ。




「や、やるぞ！　守るんだ！」

「「「おう!!」」」

　気合いを入れたその瞬間。

　メイプルも臨戦態勢に入る。

「【捕食者】」

　唯一解禁された新しい攻撃手段。

　それはプレイヤーの心を折るのに十分過ぎる力を持っていた。

　向かってくるプレイヤーを食い散らかして一歩ずつ近づいてくる。

　純粋な暴力により、正面から叩たたき潰つぶされていく。

　敵の位置も、攻撃手段も、そのおおよそのステータスも分かっている。

　しかし、それでも止められない。

　メイプルが一歩進むごとに明確な死が這はい寄よってくる。

　希望などほんの少しもない。

　狙われたギルドにとって、死は絶対であった。
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　メイプルが動き出したのは朝になってからだった。それまでは拠点でじっとしていたのである。

　サリーの持ち帰った十個のオーブを守りきるまではギルドを出ることが出来なかったからである。

　サリーは奥で死んだように眠っており、当分目覚めなそうだった。

　サリーのマップはカナデにより全員に書き写された。

　さらに、修理アイテムは探さなくてもイズがいるため問題ない。

　となると、外に出る必要がほぼなくなってしまう。

【楓かえでの木】にメイプルがいないからと襲いにくるのはごく一部であり、【楓の木】の面々はじっと待つ時間が続いていた。

「どうする？　誰か一人くらい外に出て行くか？　プレイヤーを減らしにな」

　そのクロムの提案に反応したのはカスミだった。

「ふむ……私が行こう。攻撃力はイズの爆弾とマイとユイの投とう擲てき、防御はクロムがいれば十分だろうからな」

　そう言ってカスミが拠点の出口に向かって歩いていく。

「無理はするなよ」

「ああ、死なない程度にやるさ」

　クロムに返事をして、カスミの姿は通路の向こうに消えていった。




　カスミは一日目はイズと行動している時間が長かった。

　この二人でオーブを奪うには地形を利用しなければならなかったため基本は競争相手を減らすことに徹していた。

　装備の耐久値はイズがいれば問題ないため、夜の間は手当たり次第に他プレイヤーを切り捨てて回っていたのだ。

　メイプルがいないとしても【楓の木】と戦闘をすれば無事では済まない。

　もしも既に一度死んでいるのであれば【楓の木】を襲うのは避けるだろう。

【楓の木】を襲撃する者が減っているのはカスミとイズが近場のプレイヤーのデス数を次々に増やしていたためでもあったのだ。

　それはまさに、じわりじわりと効果を発揮する行動だった。

　そして二日目の今日もプレイヤーを倒すことに専念するという訳である。




「さて……メイプルのいる方向とは逆方向にいくべきか」

　メイプルが進んだ道に無事なプレイヤーを探しに行くのは不毛である。

「よし、こっちにいくか」

　カスミは身を隠せる場所が多い森の中を進むことにした。

　カスミ自身の姿を隠すのにも役立ち、他のプレイヤーがいることが多いためこのような地形を巡るのである。

「よし……いたな」

　カスミはプレイヤーを見つけると素早く背後から斬りかかった。

「警戒が甘いぞ？」

　斬りかかられたプレイヤーは、カスミにただやられるわけには行かないと剣を振るう。

　しかしカスミは迫る攻撃を受け流し、斬り返す。

　これまでに何度も繰り返した動きでありこのイベント中にも役立っている。

　カスミは森の中で計三人のプレイヤーを倒し、刀の耐久値を確認すると、再び歩き始めた。

「帰ったらイズに刀の耐久値を回復してもらわないとな」

　しばらく歩いて森を抜けた所でカスミは一人の男性プレイヤーとばったり出くわした。

「…………おっと、見覚えのある人が来たなぁ」

「……帰るか」

　カスミは露骨に嫌そうな顔をしてすっと引き返そうとするものの、目の前のプレイヤーは帰らせてくれそうにはなかった。

「俺達のギルドに誘うつもりだったんだけどなぁ」

「悪かったな、メイプルの方が先だった」

　優秀な人材はどこのギルドも必要としている。

　トッププレイヤーであるカスミやクロムを誘う気があったギルドは【楓の木】だけではないのだ。

　カスミと対たい峙じしている男は仕方ないかと呟つぶやいてカスミをじっと見る。

「第一回イベントでは俺負けてるからさぁ……今回は勝たせてもらう」

　そう言って片手剣を抜き、盾を構えるのは【崩剣】の二つ名を持つ、シンである。

　カスミとは第一回イベントで直接対決をしており、その際はカスミが勝利を収めていた。

「はぁ……死に戻ってもらうぞ！」

　カスミも刀を抜いて応じる。

【崩剣】という二つ名を持つシンにはもちろん特徴的な部分がある。

「【崩剣】！」

　シンの声に合わせて片手剣がボロボロと崩れて宙に浮かぶ。

　それらは元の剣を縮めた見た目の十本の剣となった。

　片手に盾を、宙に十の剣を。

　これらを操って戦うのが【崩剣】シンのスタイルである。射程が長く逃げづらいことはカスミにもわかっていた。

「はあっ!!」

　シンの剣が次々とカスミに向かって飛来する。

「ふっ！」

　カスミは短く息を吐くと、出来る限り多く叩き落とし、受け流し、防御に専念する。

　しかし、サリーのような回避能力を持たないカスミはダメージを受けてしまう。

　だが、耐えられる。

　サリーと違う点はＨＰの高さだ。

　体の中心に向かってくる剣を避けることで戦闘は続けられる。

「【一ノ太た刀ち・陽かげ炎ろう】！」

　シンの前に瞬間移動して斬りつける。

　しかしそれは盾によって防がれてしまった。

「相変わらず……凄すごいスキル。盾がないと凌しのげないなぁ」

「はっ……素で躱かわした奴やつもいたがなっ！」

　振り抜いた刀を引き戻して再度斬りつける。

　しかしそれも防がれ、カスミは背中に剣が飛んでくるのを感じ、飛び退いた。

　一度戦い互いの手の内をある程度知っているため、現状両者共に虚を突つかれることがなく、決め手となる一撃を入れられずにいた。

　ただ、第一回イベントからはかなり時間が過ぎている。

　どちらも停滞していた訳ではないため、成長している部分がある。

　それを上う手まく凌げた方が生き残るだろうことは二人共感じていた。




　カスミは一気に攻撃に転じるチャンスを待っていた。

　シンは盾を持っているため、以前のイベントでサリーに放った【終ワリノ太刀・朧おぼろ月づき】では受け止められてしまう可能性がある。

　このスキルは発動後にステータスが大幅に減少し、一部スキルが使えなくなる。

　その代わりに、高威力かつ高速だ。

　一対一の場面でのみ使える奥義という訳である。

　本当に、シンが盾さえ持っていなければ今すぐ発動しているところだ。

「はっ……！　ふっ！」

　カスミは体を捻ねじり、刀を振るい飛び交う剣から逃れる。

　カスミがシンに近づけないでいるのは、何と言ってもこのリーチの差である。

　加えて前回戦った時と比べて剣の操作が上達していたためでもあった。

　このままではじりじりとやられていくことを実感したカスミは自ら打って出た。

「【四ノ太刀・旋風】！」

　高速の四連続攻撃。シンはそれをきっちり盾で受け止める。

　反撃の剣が飛んできてカスミのＨＰを減らすものの、まだ耐えられる。

【崩剣】は一撃の威力と引き換えに手数を手に入れるものだ。

　全ての剣がクリーンヒットしない限りはまだ生き残れる。

「【七ノ太刀・破砕】！」

　ノックバック効果を持った大上段からの斬り下ろし。

　シンはこれを受け止めて後退する。

　このスキルの真価は、両者の装備に大きいダメージを与えられることだ。

　当然、敵の装備に与えるダメージの方が大きいが、自分の武器に返ってくるダメージも馬鹿にならない。

　つまりカスミは、自分のＨＰがなくなる前にシンの盾を破壊することで、一気に勝利することが最善であると考えたのだ。

「思ったより……っ、攻撃力上がってるねぇっ!!」

　シンは押し込まれないようにカスミの背後から手元へと剣を戻して牽けん制せいする。

　そして。

「【崩剣】！」

　二度目のスキル発動。

　カスミの知らないシンの新たな力。

　シンの剣はさらに小さく、二十本に分かれた。

　シンはそれで面攻撃を仕掛けたのだ。

　壁のようにして正面から剣が迫ってきたことが予想外だったのもあり、カスミはその多くを受けてしまった。

　一つ一つのダメージが小さいとはいえ、回復している暇もないのだから、ＨＰは既に限界だった。

「……仕方ない、か」

　そう言って、カスミは全身から力を抜いた。

「今回は勝たせてもらうよ！」

　先程と同様の面攻撃がカスミに迫る。

「【始マリノ太刀・虚うつろ】」

　カスミの髪が白く染まり、瞳ひとみが緋ひ色いろの輝きを放つ。

　シンがその姿を見て強く警戒する。

　前回負けた時は、この姿になったカスミにやられたためだ。

　警戒するシンの前で、カスミの姿は消え去った。

「……っ！　どこだっ!?」

「ここさ」

　シンの真後ろから聞こえた声。

　そして、シンが振り返るよりも早くシンの胸部から二本の腕が生えた。

　正確には、背中側からカスミの両腕が貫いていた。

「……くそっ、また負けか」

　そう言い残してシンは光となって消えていった。

「……今回は引き分け、いや、負けか」

　一人残ったカスミは呟く。

　先程のスキルにも【終ワリノ太刀】と同様に代償がある。

　それはステータス減少などではない。

　そう、それは装備の耐久値を大幅に削るというものだ。

　そして既に消耗していたカスミの装備品は、装飾品を残して全て壊れた。

　当然、刀も失っている。

「まさかここまで壊れるとは……少し消耗し過ぎていたか……」

　この状態で他のプレイヤーと遭遇してしまうと危険である。

　そのため、カスミは予備の武器を急いで装備して【超加速】を使ってギルドへと駆け戻ることにした。

「はぁ……気に入ってたんだがなぁ」

　愛刀を失ったことで、カスミのテンションは下がる一方だった。




　ギルドに戻り、イズに刀を作り直してもらえることとなったカスミのテンションが急上昇するまで後五分である。
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　カスミがシンとの死闘を終えた頃、メイプルは破壊を振りまいて歩いていた。

「次はー……こっちか！」

　歩くのが面倒になったメイプルはシロップの背に乗って飛ぶことにした。
















　当然非常に目立つ。

　ギルドの近くまで行くと地上から叫ぶ声が聞こえる。

「【アシッドレイン】」

　プレイヤーを蝕むしばむ雨が地面に向かって降り注ぐ。

「あーめーよーふーれー！」

　そうしてしばらく雨を降らせていたメイプルはプレイヤーが減ってきたことを確認して地面へと飛び降りた。

「【捕食者】」

　既にダメージを受けてしまっているプレイヤー達は化物が何度か攻撃すると倒れていく。

「むふふ……では、オーブは貰もらっていきます」

　メイプルは次の標的をマップで確認して崩壊したギルドを後にする。

「んー……【暴虐】で走っていきたいけどまだ駄目だし……サリーの素早さだけ借りられたらいいのになぁ」

　そんな都合のいいことは今のメイプルには出来ない。

　精々背負って走ってもらうくらいのものである。

　サリーが寝込んでいる以上、それが出来るようになるのもいつになるかは分からない。

「やっぱりシロップに乗っていくのが一番早いかな」

　メイプルは目立とうがどうしようが関係なくシロップに乗って空を飛んでいく。

「追手が全然来ないなぁ、サリーは追手が大変だったみたいだけど」

　サリーが盗んでいっただけなのに対して、メイプルは正面から叩たたき潰つぶしてオーブを奪った。

　流石にそんなメイプルを追いかけるような馬鹿はいなかったのだ。

　そう、たとえ六つのギルドを潰していてもだ。

「サリーの予定より早くオーブが集まってるから、余裕あるね！」

　メイプルがシロップの甲羅の上で寝転んでいると、下から剣のぶつかり合う音が聞こえてきた。

　メイプルがシロップの端まで行き下を見るといくつかのギルドがオーブを奪い合って戦っていた。

　強つわ者ものと出会ってオーブを失ったギルドがわらわらと集まっている訳である。

「戦ってるのかな……あっ！　あのオーブ、私が次に取る予定のオーブだ！」

　魔法飛び交い剣が弾ける戦場にオーブがあることを知ったならば、放っておいて次に向かうだろう。

　サリーならばそうしたはずだ。

　ただ、メイプルはいち早くオーブに近づこうと、一切の躊ちゆう躇ちよなくその中心に飛び降りた。

　天から舞い降りた厄災が戦場の中心で化物と共に立ち上がる。

「そのオーブ、私のだから！」

　そんなことは断じてない。

　ただ、その言葉が現実となる可能性は非常に高い。

「【毒竜ヒドラ】！」

　真下に放たれた毒の奔流は地面で跳ね返り、降り注ぐ。

　メイプルを中心にして、まるで噴水のように弾ける強力な毒は運悪く近くにいたプレイヤーから順に飲み込んでいく。

　そして、毒の地面はメイプルの周りにプレイヤーを近づけさせないという効果もあった。

　読み切れない行動で相手の思考を一瞬止めることはメイプルの強みだろう。

　誰がメイプルが降ってくることを考えながら戦闘をしているというのか。

　だが、メイプルが台座の方を見るとオーブは既にそこにはなかった。

　切り替えの早かった者がチャンスとばかりにオーブを手にしたのだ。

　しかしそれが誰なのかはメイプルには分からない。

「あれ？　……どうしよう……っ、そうだ！　シロップ【大自然】！」

　メイプルが今現在いるのは木が適度に生えた平地である。

　そこそこの範囲を蔓つるで急いで隔離したメイプルは周りを見回す。

　オーブを手に入れたプレイヤーがまだそこまで遠くには逃げていないだろうと予想したメイプルは、蔓の牢ろう獄ごくを作り出して多くのプレイヤーを捕らえた。

「サリーのメモは……【上手く取れない時は全滅させよう】か。了解！」

　誰がオーブを持っているか分からないのならば全員を倒せばよいのだ。

　簡単に出来ることではないが、全力を出したメイプルならば容易たやすい。

　ただ、今のメイプルはまだ枷かせをつけられており、全力で戦えない。

　そのため、地面を毒に沈めながら歩いて、プレイヤーの動ける範囲をなくし一網打尽にするしかなかった。

　しかし、先程まで争っていたプレイヤー達が急に団結して生存に向けて動き出したため、足の遅いメイプルにはたったの一人も捕まえられない。

「うー……無理だこれ！　シロップ！」

　メイプルはシロップに命じて自分を蔓の中に閉じ込めてもらった。

　すぐに蔓で出来た球体が、牢獄の上空に吊つり下さげられた。

「【砲身展開】」

　メイプルの体から伸びる兵器、サリーを助けた時と同じような攻撃。

　ただ、今回はあの時よりもしつこく念入りに。

「【攻撃開始】」

　地上に向かって次々に落ちてくるレーザーを毒の地面を避けながら限られた範囲で躱かわし続けることが出来るプレイヤーはここにはいなかった。

　一人、また一人と足元か頭上かどちらかの危険に飲み込まれる。

　失敗したはずの毒の海が今になって絶大な効力を発揮していた。

「そろそろ……降りようかな」

　メイプルが地面に降りて生き残ったプレイヤーを探していると、毒に浸つかったオーブを見つけた。

「あっ！　倒せてた。よかったー……」

　メイプルはオーブを拾い上げると牢獄を解除し、シロップに乗って空へと戻っていった。

「【毒竜ヒドラ】はそろそろ控えた方が良さそうかな……でもまだ機械の姿は見せられないし、今みたいにやるとしても……んー」

　まだ二日目も昼前である。

　サリーとはまた違った理由で、メイプルも一日中外で侵略に明け暮れるわけにはいかなかった。

「あと一つか……二つかな？　うん、そうしよう」

　狙うオーブを決めて、それが終わればメイプルは一度帰ることにした。




【楓かえでの木】の拠点を防衛している面々は何一つすることがなかった。

　現在は自軍のオーブしかないため、取り返しに来る者はいない。

　サリーはまだ起きてこないままであり、イズはカスミの刀を作っている。

　カスミは刀が気になるのか、そわそわうろうろとイズの周りを歩き回っていた。

【楓の木】を襲うならば今がチャンスなのだが、一日目のインパクトが強過ぎたためか既に偵察すらやってこなくなっていたのである。





◆□◆□◆□◆□◆






　メイプルが外へと放たれてからは観戦エリアのあちこちでその危険度が話されていた。

「おい、何してんだよあれ!?」

「ああ……ちょっと見ないうちに成長して……」

　いつか相対することがあるかもしれないということを考えると、どうにもならないだろうと笑えてくるくらいだった。

「毒以外も使えるようになったのか……というか何だあれ、ほ、砲撃？　あの羽は何？」

「弓使いのいるゲームでなんでレーザー撃ってんだ!?」

「いや、それよりあれだろあの両サイドの……何？　地獄の底から引っ張ってきたみたいな」

「ああああ！　次会ったときはもう終わりだよ！　もっと緩やかに進化してくれよ、心臓に悪いわ！」

　気づいた時には既にメイプルの危険度は倍増していたのである。

「真ん中のメイプルが天使の翼が生えて可愛かわいい見た目な分、両サイドが醜悪過ぎるだろ。あんなの従えなくていいよ……本当に」

　そうして、メイプルの姿について話していると、暴れ回られて犠牲になり、リタイアした者達がまた現れメイプルについて話しはじめる。情報を得なければ今後メイプルをどうにもできない。

「天使が何なのかは映像だけでは分かりにくいけど……現地で尊い犠牲になった奴やつ曰いわく、攻撃を代わりに受けるとか？　……イメージとしては範囲内にずっと【カバー】してる感じ？　らしい」

「天使じゃなかった……ええ？　メイプルが常にカバー？」

「地獄かよ。見た目は綺き麗れいなのに」

「誰が倒すんだそれ？　逃げようぜ、強い相手には近づかない。これが生き残る術だぞ」

「今回はオーブがあるし、そうもいかないだろ」

「あ、あとメイプルで薄れてるけど……大おお槌つち持ってる小さい子達？　あれは何だ、おかしくないか」

「何か一撃でやられたとかそんなことを言ってる奴もいるぞ」

「あそこには一般人はいないのか？　ランカーと化物しかいないのか？」

「ランキングも五位だぞ。メイプルを崩せないとオーブを奪えないとかいう鬼仕様だからな。もう誰も行かねえよあんなとこ」

「ハイリスクローリターン……？　いやもうノーリターンでもいいな」

「その内【集う聖剣】とか【炎帝ノ国】ともやるかもしれないぞ、ギルドもどんどんやられて減ってるし。順位も上位をキープしてるしまだまだ残るだろ」

　観戦者にはこの二つのギルドがやられてしまうようには思えなかった。

「まあ、映像も全部の場所を見られるわけじゃないしな……メイプルとやり合うのは見られるなら見たい気もするな」

　そんなことを話しているうちにも、リタイア組は続々とやってきては、そこで出会った強いプレイヤーの話をするのだった。











五章　防御特化と出撃準備。









　イベントの二日目も昼を過ぎた頃。

【楓の木】の奥でサリーがゆっくりと起き上がる。

「……メイプルは上う手まくやってるかな」

　サリーがマップを開いてメイプルの位置を確認すると、メイプルはちょうど【楓の木】に向かって戻ってくる動きを見せていた。

「そろそろ、いこう」

　無理をして集中し続けたためまだ本調子ではないものの、ずっと寝ているわけにもいかない。

　サリーは立ち上がるとオーブのある部へ屋やへと向かった。




　サリーが防衛に戻ってくるとそこには変わらず自軍のオーブがあった。

　サリーはホッとした様子で伸びをしつつギルドメンバーの元に近づく。

「おっ、起きたか。どうする？　また外に出て行くか？」

　クロムの問いにサリーはそのつもりはないと答える。

　本調子ではないため、全ての攻撃を回避出来るかどうか不安だったのだ。

　また、二日目になったことでギルドによっては奇襲への対応が上達しているだろうという予想もあった。

　奇襲に失敗すればやられてしまうだけとなるため、サリーは外出するとしても夜にしようと決めていた。

　そしてここでサリーは気になっていたことについて触れる。

「カスミは……」

「ああ……新しい刀が出来てからあんな感じだ」

　そうして二人でカスミの方を見る。

　表情はかつてない程緩んでおり、鞘さやを眺めて刃を眺めてを繰り返している。

「はぁああ……いい……」

　カスミはしばらくはこちらの世界には戻ってこないだろう。

「カスミは【崩剣】を倒したらしいしな……後半に向けてどれくらいトップクラスが死ぬか……」

「最終日は荒れそうですね……恐らく生き残っているでしょうし」

　ドレッドもシンも強者とぶつかり合ったがゆえにやられた訳だ。

　強者と強者が出会わなければ彼らは順当に生き残るだろう。

　そんなことを話しているとメイプルが戻ってきた。

「ただいまー！　オーブ九個手に入れてきたよ！」

「うわぁ……相変わらず本当デタラメだなぁ……」

　サリーは自分の持ち帰ったオーブとほぼ同じ量のオーブを持って帰ってきてもピンピンしているメイプルに対して、改めてそう思った。

「サリーのマップのお陰だけどね。あれがないとギルドがすぐ見つからないから……」

「そっか、役に立ってよかった」

　メイプルはオーブをセットすると取りあえずその場に残ることにした。

　スキルの使用可能回数が減ってきたのもあったが、確率は低いとはいえ全てのギルドがオーブを取り返しにきたとしたら危険なためでもあった。

　流石に自ら死地に赴くようなプレイヤーはそういないだろうが、警戒しておいて損はなかった。

「あとは……空から見た感じだと、結構いろいろなところで戦いが起こってるかなぁ。何回もやられた人もいそうな感じだった」

「結構荒れてるのか。まあ、大規模ギルドにオーブを奪われて取り返すのを諦あきらめたんだろう、それで他を襲う」

「クロムさんと同じ意見かな。いい感じに数が減ってきてるかも」

　サリーのように一日目に暴れたプレイヤー達によって作られた激戦の流れはまだ途切れていない。

　むしろ強まったとさえ言える。

「防衛はマイとユイが強いしな、この地形がかなり味方してくれている」

　現在、マイとユイは鉄球でキャッチボールをしている。

　二人は移動速度も遅く、一対大人数となるとかなり弱いため、今回のイベントではどうやっても外に出て活躍出来ないタイプのプレイヤーだったので防衛に回っていた訳だが、それだと今の状況では暇なのだった。

「今回の防衛が終わったら……マイとユイにも活躍してもらいたいな」

「ん？　だが、サリー。二人はもう活躍してるぞ？」

「ああ、えっと。外で、です」

　だがそれでは機動力が、そうクロムが言うよりも早くサリーがメイプルに話しかける。

「メイプル、もう一回攻撃に回るのはキツイよね？」

　サリーが聞いているのはスキルの消費が厳しいかどうかだ。

　少し前まで眠っていたのにもかかわらず、メイプルの現状を何となく把握出来ているのは、それが分かるくらいに長い間一緒にいたからだった。

「んー……そうだね……あ、そっか！」

「うん、二人を連れていけばメイプルの負担は減る……防衛に人数を割く必要がなくなってきている感じもするし」

　それにメイプルならば高速で戻ってくることも可能だ。

　メイプルは防衛の要であり、攻撃の要だった。

「じゃあとりあえず守り切って、二人を連れてもう一回だね」

「負担かけちゃってごめん……大丈夫？」

　自分が動けなくなったために、サリーはその辺りは無理をして欲しくないと思ったのだ。

「第二回イベントで鍛えられたからね！　それに私は歩かないし」

　サリーのように走って移動する意味がないため、ゆったりと空中を進むメイプルは疲労が溜たまりにくいのだ。

「じゃあ、お願い」

「うん！」




　三時間後、メイプルは最強の矛を二つ携えて再び戦場へと舞い戻る。

　メイプルの弱点である継続的な火力が出せない点は、マイとユイによってカバーされ、マイとユイの弱点である耐久力はメイプルによってカバーされる。

　歪いびつな能力値の三人は、集まればそうあることが自然であるかのように完かん璧ぺきに嚙かみ合って、より凶悪になるのだった。
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　二日目の昼を過ぎる頃にもなると、トップになる可能性のあるギルドは決まってくる。

　その中でも【楓かえでの木】と【炎帝ノ国】と【集う聖剣】が頭一つ抜けている。

　大規模ギルドの中に、ただ一つ食い込む小規模ギルドが放つ異質な雰囲気は、誰もが感じ取っていた。




　もちろん【炎帝ノ国】の面々も【楓の木】を警戒していた。

　特に、メイプルが徘はい徊かいしていることが偵察部隊より知らされてからは、マルクスも罠わなの種類を変えるなどして対策をするようになった。

「でもなぁ……メイプルかぁ……来ないといいなぁ……」

「ですね。それには同意です。シンも死に戻りましたし、あのギルドには大人しくしていて欲しいですね……」

【トラッパー】マルクスと【聖女】ミザリーはメイプルとの相性が良くないのだ。

　二人ともメイプルに対する決め手に欠けるため、個人で倒すことは非常に困難である。

　シンはめげずに再度繰り出したため、ここにはいない。

　ミィも外出中である。

　そんな話をしていると、一人のプレイヤーが慌てた様子で走ってきた。

「マルクスさん！　……亀がこっちの方向に飛んできてます！」

「へっ……？　あぁ……」

「さて……どうします？」

　二人にとって空飛ぶ亀などこの世界で一匹しか聞いたことがない。

　そしてそれはまさに噂うわさをしているところだった最上級の危険人物の接近を意味する。

「ミザリー……ミィ呼んで……」

「はい。そうしましょう」

「僕は頑張って時間を稼げる、はずだから……稼げたらいいなぁ」

「では、行きましょう」

　二人は貫通スキルを持つプレイヤーを連れて亀が向かってくる方へと急いだ。




　迎撃場所に辿たどり着ついた二人は、遥はるか遠くからゆっくりと空を飛んで近づいてくる影を確認する。

　二人が遠くの空を見つめているうちに、少しずつ少しずつその姿は大きくなってくる。

「ミィは……？」

「急いで向かうと」

「分かった……十分は稼ぐ。それよりかかったら……」

　ミィの到着がそれより遅れた場合は、防衛失敗の可能性が激増するという訳だ。

「私も、援護します」

「うん……まずは地面に落とそう。弓と魔法の準備」

　そうして準備をしていた二人だったが、もう少しで射程圏というところで亀はその姿を消した。

　そして、地面へと向かって落ちる三つの人影。

　三人は皆一様に鈍足で、それぞれ異常な点があった。

　一人は綺き麗れいな純白の翼を持ち、両脇にはそれに似つかわしくない異形の化物を従えている。

　二人は本来ありえない大おお槌つちの二本持ち。小さな体に大きな武器が強烈な違和感を与えてくる。

　マルクスにとって空を飛ばれないことは好都合ではあったが、空を飛んでいてくれた方がよっぽど威圧感は少なかったことだろう。

「大丈夫……僕は、時間を稼ぐだけでいいんだ」

　マルクスは勝つ気など全くない。

　ひたすらに耐えること。

　それが今するべきことだと分かっていた。
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　真まっ直すぐに歩いてくるメイプルは、マルクスの設置してあった罠を次々と踏み抜いていく。

　ただ、それらは何の効力も発揮しなかった。

　発動はしているが、全ては圧倒的な防御力により無効化されているのだ。

「やっぱり……効かないのかぁ……」

　何十人分の罠を無駄にさせられたかはマルクスにももう分からなかった。

　しかしマルクスはメイプルが来た時の為ための罠もきっちり用意してあった。

「かかった……！」

　メイプルがその罠を踏むと、踏んだ場所から次々に植物が伸び始めた。

　それはメイプルの腕や足を拘束してその歩みを止めさせる。

　こういった進行を妨げるための罠は、機動力が低いメイプルのようなプレイヤーによく効くのだ。

　破壊するには罠に一定のダメージを与える必要があるが、拘束されているメイプルは、武器による攻撃が行えない。マルクスは自分の持つスキルから考え、メイプルの大技と言えるスキルに何らかの制限があると予想していた。

　そうそうポンポンと大規模なスキルは使えないだろうと考え、もし使わせることができたならばミィが戦いやすくなると考えた。

　マルクスはここで一度死んでもそれはそれで仕方ないと思っているため、メイプルがスキルを使ってきたとしても構わなかったのだ。

「へっ……？」

　ただ、かなり頑丈なはずの植物を一撃で粉砕するマイとユイのことは予想していなかった。

「えぇ……？　本気？」

　次々に罠は発動するものの、ダメージはメイプルが、拘束はマイとユイがそれぞれ受け持って無傷のまま少しずつ進んでくる。

「ミザリー！」

「はい！」

　ミザリーの指揮の下、防御貫通能力を持った魔法が動きの鈍いメイプル達に撃ち込まれる。

　遠距離からの魔法攻撃ではそう簡単に致命傷を与えることは出来ない。

　それでも、回避行動を取らせることは出来る。そしてそれは時間を稼ぐことに繫つながっていく。




　メイプル達は思うように進めずにいた。

　避けた先にはまた違った罠があり、特にメイプルが拘束された際に貫通攻撃が重なった場合のロスは結構大きかった。

　メイプルが自分で拘束を突破することが出来れば侵略は簡単になる。

「サリーのアドバイス……うん」

　メイプルはすぅっと息を吸い込むとマルクス達に聞こえるようにスキル名を叫んだ。そして、その後に聞こえないように小さく言葉を続けた。

「【武器成長】！　…………【刀剣展開】」

　短刀を持っていた方のメイプルの腕が金属に覆われていき、メイプルの身長程もある剣の形になった。

　サリーのアドバイス。

　それはもしどうしてもという時があれば【機械神】をそれっぽく偽装して、メインの銃撃の正体を隠して使うといいというものだった。

　剣となり重くなった片手もスキルの補助によって動かすことができる。メイプルはそのまま巨大化させた短刀をぐっと植物に押しつけ断ち切り、そのまま振り回して残る手足を拘束する植物も切り刻む。

　マルクスからすればどんな対策をも乗り越えてくるのだから厄介極まりないことだろう。

「行くよ！」

「「はい！」」

　一歩踏み出す毎に次々と罠が発動し、壁がせり上がり地面が陥没し空から魔法が降り注ぐ。

　それでも三人の歩みは止められない。

　マイとユイのパワーが障害物を一撃で木っ端微み塵じんにすることで、マルクスがメイプルに最も効くと思っていた種類の罠は悉ことごとく不発に終わってしまったのだ。




「仕方ないかぁ……皆、戻ってて」

　マルクスはミザリーを残して全てのプレイヤーを拠点に帰した。

「死亡覚悟で、ですね」

「うん……」

　罠を突破されてもまだ最大の防衛戦力が残っている。

　それは二人自身。

　今の状況に臨機応変に対応することが出来る、最後の砦とりでである。

　マルクスとミザリーは両方とも魔法による攻撃が主体である。

　そして、メイプルの天使の翼の防御フィールドに気づいているため、その範囲に入らないようにして貫通攻撃を仕掛けることが出来た。

　メイプルのスキルで薄く光る地面がそのままマイとユイの行動範囲となるため、その範囲に入るのは危険極まりない。

　マイとユイにしても罠が溢あふれるこの場所でメイプルの能力の及ばない範囲には出ることが出来ない。

　メイプルはダメージを回復する為に攻撃を二人に任せて【瞑めい想そう】を始めた。

「「【飛撃】！」」

　マイとユイには遠距離攻撃がある。それも必殺の威力を持ったものだ。

　ただ、これも距離が開いているため当たらない。

　このままでは互いに有効打がないまま遠距離攻撃を撃ち合うことになる。

　ただ、この硬直状態はメイプルの【瞑想】が終わるまでのものだ。

　そしてそれは今終わった。

「【毒竜ヒドラ】！」

　唐突に撃ち出された【毒竜ヒドラ】は一瞬にしてマルクスの逃げ場を奪い去った。

　たった一撃で全てを奪い去る力。

　メイプルとマルクス、自分の強みを発揮出来たのはメイプルだった。

　罠が本領のマルクスが罠を突破されてしまっている以上、メイプルが勝つことは当然とも言えた。

「っ！　【リザレクト】！」

　ミザリーから放たれた白い光が散りゆくマルクスを包んでいく。

　それはミザリーが【聖女】たる所以ゆえん。

　スキルがきちんと発動する為には死亡直後に合わせなければならないが、完全な後出しが可能な蘇そ生せいのスキルである。

「【遠隔設置・岩壁】！　【遠隔設置・風刃】！」

　生き返ったマルクスは素早く罠わなをばら撒まいてメイプル達の動きを阻害する。

　しかし、今度はミザリーが標的となっており、追撃を仕掛けてくると読んでの罠の設置は裏目に出た。

「くっ……！」

【リザレクト】は自分には使えない。

　ミザリーが生き残るためには代償が大き過ぎる。

　それならば、ここは一度死んだ方がマシなくらいだった。

　回復魔法は、全ての攻撃が一撃死になるマイとユイの攻撃力とは相性が悪い。

　一応作った魔法の壁を破壊して飛んでくる衝撃波にミザリーは目を伏せる。

「先に死に戻りますか……」

　そうして諦あきらめたミザリーの元へマイとユイが迫る。

　より近づいて確実に攻撃を当てるために。

「何を諦めている？」

　だが、それを遮る者がいた。

　爆炎を散らし炎を纏まとうのはそう、ミィだった。
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　ミィは即座に【炎帝】を使うと、続いて【爆炎】を使い迫るマイとユイに爆風を当てる。

　ただ、ノックバック効果が入るのは、ダメージを肩代わりしているメイプルなため、二人の足を止めることに直接繫がるわけではない。

　ただしメイプルの位置が変われば無敵空間も当然変わる。

　そうなるとマイとユイはマルクスによって地雷原となっているフィールドを進めなくなり、引かざるを得なくなる。

　結果的に、ミィが咄とつ嗟さに取った使い慣れた防衛手段は最高の効果をもたらした。

「【爆炎】！」

「か、【カバームーブ】！」

　ミィがメイプルを弾き飛ばせば、メイプルがすかさず走って戻ってくるマイとユイの方に移動する。

「マイ、ユイ、こっちに！」

　メイプルはシロップを呼び出すと二人を背に乗せて遥か上空へと逃がした。

　強力なノックバック使いがいる中ではマイとユイを守りきれない可能性があるためである。

「【炎槍】【フレアアクセル】！」

　ミィは中距離からの【炎帝】での攻撃、さらにその手に持った炎の槍と加速での近距離攻撃を使い分けて攻撃し始めた。

　メイプルは剣となった左手を振るうがミィの速度についていけていない。

【捕食者】もミィを捉とらえることが出来ないでいた。

「【炎帝】でも駄目か……！」

　ただ、ミィもダメージを与えられないままである。

　ミィは自身の最高火力ならばもしかしたら貫けるとそう考えていたが、そんなことはなかった。

「ミザリー！　マルクス！」

「はい！」

「うん！」

「【爆炎】！」

「うわっ！　っもう！」

　ミィによってノックバックさせられたメイプルをミザリーの貫通攻撃が襲う。

　さらに、マルクスの罠がメイプルの手足を搦め捕る。

「むぅ……」

　メイプルは剣を振るって手足を縛る植物を切り捨て罠から脱出すると、大盾で貫通攻撃を防ぐ。

　大剣サイズの剣と大盾により、メイプルに攻撃を当てるには妨げとなるものがかなり多い。

　それに加えてあからさまに危険そうに見える【捕食者】の攻撃範囲に入らないとなるとメイプルの反応速度でも防御が間に合うのだ。

　ただ、【捕食者】での攻撃が出来ない距離となるとメイプルの攻撃手段もなくなってしまう。

　短刀に付与したスキルは一日に五回だけＭＰを消費せず使うことができる。それが後一回しか使えない状態なため、まだ使うわけにはいかなかった。大技を下手に撃つわけには行かない。

「どうしようかなぁ……んっ！」

　繰り返されるミィのノックバック攻撃がメイプルの体勢を崩す。

　メイプルの体に当てなくとも、【捕食者】に当てればメイプルにノックバック効果が入ってしまう。

　そしてその先にはまた罠となればこれはもう大変である。

「もう！」

　ミィ、マルクス、ミザリーの三人との距離はある程度離れており、三人共メイプルより速い上、地面はメイプルの足止め用の罠で溢れている。

　ランカー三人がメイプルと戦うつもりでしている行動はモンスターのそれとは全く違う。メイプルにとって非常に戦いにくい相手なのだ。ただ愚直に飛びかかって来ることは一切なく、機動力の差で撹かく乱らんしつつじっくりとチャンスを狙ってくる。

　メイプルは戦いにくそうに三人の次の動きを見るしかなかった。




　ミィ達にしても貫通攻撃が一撃当たった程度では意味がないため、攻め手を欠いていた。

「ミザリー、アレを使う！　この後の防衛戦力を調整してくれ」

「っ、はい！」

　ミィはマルクスの罠が再び発動したところで一つのスキルを発動させる。

「【火か炎えん牢ろう】」

「ん？　何……え!?」

　メイプルを中心として天に向かって炎が伸び、メイプルは炎の壁で囲われた。

　上部分は開いているものの、かなりの高さである。

　メイプルが炎の壁を剣で斬って見るものの炎の包囲は崩れない。

「うわっ!?　ダメージ入ってる!?」

　防御力に関係なく、一定時間毎にダメージが入っていることに気付いたメイプルは【捕食者】を戻してとりあえずポーションを飲みつつスキルが終わるのを待つが、これがなかなか終わってくれない。

　ミィが渋々切った一日一回の切り札である。そう簡単に終わりはしないのだ。

「どーしよー……んー」

　メイプルはどうすべきかを考え始めた。




　一方外ではミィがＭＰポーションを次から次へと空けていた。

【火炎牢】の維持時間はＭＰがなくなるまでであり、上限は十分。

　ただ、十分も保たせようとすれば何十本ものＭＰポーションを飲まなくてはならない。

　今回のイベントの性質からそれは避けるべきだったが、メイプルを相手にするとなればそうも言っていられなかった。

「さて……どうなる？」

「私としては、このまま倒れて欲しいですね」

「うん……もうそろそろ罠が厳しい感じだし……」

　そうして話す三人の強つわ者ものの前でミィの炎を散らして天へと黒い塊が飛び上がり、炎の檻おりの外へ落ちた。

　三人は強いがために、押してはいけないメイプルのスイッチを押してしまった。

「【全武装展開】」

　三人の前でメイプルの姿が変わっていく。黒く輝く兵器を全身に纏まとって立つその姿は強烈な威圧感を放っていた。

　メイプルに今のままでは勝てないと判断させたことにより、また一つの枷かせが砕け散って、新たな力が解放された。

「今度は……私が攻撃するよっ！」




　音を立てて、兵器全てがミィ達に向けられる。

「【攻撃開始】！」

「【爆炎】！」

　メイプルから次々に放たれるレーザーや銃弾。

　ミィは咄嗟に防御し、マルクスとミザリーを連れてメイプルの攻撃が届かない場所にある木の後ろまで下がった。

　ただ、メイプルの攻撃が届かないということは、ミィ達の攻撃も届かないということである。

　マルクスの束縛用の罠も、追撃が出来ないようではたいした威力を発揮しない。

「マルクス、どう思う？」

「無理……あれはむーりー……」

「私もそう思います……あれが奥の手だと思うので、見ることが出来ただけ良いといったところですね」

　二人の意見を聞いたミィは少し悔しそうに話し始めた。

「……仕方ない、負けだ。だが、ただでは負けない」

　ミィは青いパネルを出すとギルドメンバーに素早くメッセージを送った。

「行くか」

「そうですね」

　ミィはミザリーとマルクスを連れてその場を離れようとする。

　しかし、ミィのそれとは段違いの爆発音に思わずその動きを止めて音のした方を確認してしまった。




「みーつけたっ！」

　するとどうだろう、壊れた兵器を散らすメイプルが目と鼻の先にいる。

　そして、ミィが【爆炎】を放つよりも早く、剣と化したメイプルの左腕がミザリーを貫いた。

「くっ……！」

「【刀剣展開】」

　メイプルの左腕からさらに追加で武器が展開され次々にミザリーを貫いていく。

　ミザリーに冷静な思考が戻らないうちに、メイプルはミザリーを光に変えた。

「【爆炎】！」

　ミィがメイプルを弾き飛ばし、マルクスの手を摑つかんで【フレアアクセル】で逃げようとする。

　だが走り出したミィの速度を追い抜いて、メイプルが迫る。

　メイプルは自爆による勢いのままにマルクスの背中から剣を突き刺した。

　ミザリー同様追撃の剣が追加で腕や足を貫いていく。

「あ……」

　マルクスは胸元から突き出た大きな剣を見て、諦あきらめたように目を伏せ散っていった。

「ＭＰが……！」

　ミィの燃費はメイプル並に悪い。

【フレアアクセル】を使い続けて駆けつけた上に、大技をいくつか使っていたミィは【アイテムポーチ】の中にポーションが残っていなかった。

　魔法は使えてあと一回というところだ。

「……【自壊】！」

　ミィは逃げる姿勢から一転メイプルに接近すると背中側に回って密着した。

　そんなミィの体を炎が覆っていく。

「えっ……！　道連れ狙い……!?」

　メイプルがそう言ったところでミィの体が天高く火柱を上げてメイプルごと燃え盛った。

　もうこれ以外に有効な可能性のある魔法は残っていなかったのだ。

　そうして散りゆくミィは最後に聞いた。

「自爆系の威力なら……大丈夫！」

　メイプルの慈悲なき宣言を。
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　炎が止やんだ時その場にはメイプルが一人佇たたずむだけだった。

「ＶＩＴ値もスキル込みでそろそろ五桁けただし……やっぱり大丈夫だったね！」

　メイプルは兵器を全てしまうと、マイとユイを乗せたシロップをゆっくりと地面に降ろしてその上に乗った。

「こんなに罠わながあるなら降りなければよかったなぁ」

「オーブを回収してまた次ですね」

「そうだね。使う予定なかったのに……やられたなぁ、もう」

　メイプル達がオーブを回収しに【炎帝ノ国】の拠点にたどり着くと、そこにはオーブもなければプレイヤーの一人すらいなかった。

「あれ？」

「ど、どういうことですか？」

「…………オーブを持って逃げた？」

　メイプル達にオーブを奪われたとして、それをいつまでも拠点に持ち帰ってくれなければ永遠にオーブは帰ってこなくなってしまう。

　ミィの悪わる足あ搔がきはメイプルの行動を出来るだけ無駄にしつつ、最悪の状況を回避するものだった。

「ど、どうしよう!?　元々ここのオーブは取れたら取るってことだったけど……うー……」

「えっと……じゃあ一つ考えがありますけど」

「何？」

　メイプルがユイの言葉に耳を傾ける。

「ちょうどこの周りにはギルドが沢山あるので、倒しながらここのオーブを持った人を探すっていう……」

「……うん、それでいこう！」




　襲ったギルドでメイプル達がしたことは道場破りのごとく正面からオーブまでの道を真まっ直すぐに歩いただけである。

　その道中で食い散らかされたプレイヤーは数知れず、マイとユイの攻撃を受け止めて盾ごと消し飛んだプレイヤーも数え切れない。

　ミィのせいで急きゆう遽きよ襲われることとなったギルドの数は六つ。とんだとばっちりである。




【炎帝ノ国】のメンバーははいち早く避難していたのが幸いし、遂にメイプル達からオーブともども逃げ切った。

「暫しばらく身を隠していれば、メイプルが拠点周りの安全を確保してくれるだろう」

　生き返ったミィはメイプルの行動を考えてギルドメンバーに話す。

　ひしめくプレイヤーの処理をメイプルに押し付けて安全確保をさせる代わりに、自軍オーブのポイントと近くのオーブのポイント分だけ損をした。

「痛いが……一応メリットもある。メイプルが触れてはいけない存在だと分かったのもいい……」

　ミィ達は遠出してメイプルが去っていくまでオーブを奪うことに専念することになり、それは後に強力なギルドが全力で襲ってくるということだ。




　二日目の夜にかけて再び状況は動きつつあった。











六章　防御特化と布陣変更。









　二日目も日が落ちた頃、【楓かえでの木】のメンバーは全員が拠点にいた。




「【炎帝ノ国】はメイプルが罠の殆ほとんどを踏み壊したし、立て直すのには少しは時間がかかると思うけど……やっぱりオーブを持って逃げられたのは痛いね」

「ごめんねサリー。結構探したんだけど見つからなくて」

「【炎帝ノ国】がポイントを稼ぐために周りを襲ってくれてるなら大丈夫なんだけど……どうだろう」

　今回メイプルが【炎帝ノ国】を襲った理由は、【楓の木】より上位に入るギルドを【炎帝ノ国】に減らしてもらうことであった。

【楓の木】が上位に食い込むためには大規模ギルドに暴れてもらう必要があったのだ。

　というのも、小規模ギルドは予想よりも早くその多くが駆逐されてしまい、中規模ギルドと大規模ギルドの戦闘が多くなってきており、中規模ギルドを利用してのフィールド荒らしの効果が薄くなってきているからであった。




【楓の木】の目標は今回のイベントで十位以内に入ることである。

　十位以内ならば報酬は一位でも十位でも変わらないため現在はこれを目標としている。

　そして【楓の木】は現在六位である。

　他は全て大規模ギルドで埋まっているため一位よりも遥はるかに目立っていた。




「やっぱりあれだね。人数に差があるから……攻めるペースは大規模ギルドには勝てないや」

「予想より高い順位だけどね。正直ここまでやれるとは思わなかった」

　ただ、サリーが復帰したとしても現状一位まで駆け上がるのは難しいだろう。

「まだ二日目だから追いつけるチャンスがない訳じゃない。けど……これ以上離されたくはないかな」

【楓の木】内で話し合った結果、イズとカナデを残して全員で夜の戦場へと出て行くことに決まった。

　チームはサリー、マイ、ユイの三人。

　もう片方がメイプル、カスミ、クロムである。

　メイプルを入れておけば負けなど無いに等しい。クロム達の方で安定してポイントを稼ぎつつ、サリーの方ではマイとユイの奇襲攻撃がどこまで通じるかを確認することにしたのである。特訓していた時間が長いのもあって、二人はサリーとの息も合っており、また敵の注意を引きつけるサリーの能力は囮おとりになるのに適任だった。

「じゃあ、行ってきます！」

「行ってらっしゃい。私とカナデはここで待っているわ」

　サリーのマップは全員に写されているので、それを見てそれぞれギルドを襲って帰ってくる予定である。
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　観戦エリアでは、リタイアしたプレイヤーが想像以上に多いことが話題となっていた。夜襲や奇襲によって凄すさまじい勢いでプレイヤーがリタイアしているのである。

「これ、途中でほとんどのギルド全滅するんじゃないのか？」

「ありえる。もう、小規模とかかなりボロボロだぞ。あ、【楓の木】は知らん」

　あれは例外だとそう言って、ランキングを改めて確認する。

「【楓の木】これ本当に上位に入るんじゃないか？」

「【炎帝ノ国】も厳しい状態だし、大規模ギルドにも差が出てるな。【集う聖剣】は安定してるが、【楓の木】はどうかな……」

「いや、一回崩されたら終わりだぞ。キツくないか？」

「メイプルの守りを崩せるのか？」

　そう言うと、キツくないかと言ったプレイヤーは何とも言えない表情になる。

「メイプルは相手に戦闘を強制すると強いからな。逃げられない状況に追い込む」

「オーブは守らないとだし、取り返さないといけないからなあ……これもしかするかもな」

「メイプルだしな」

　男はその言葉を聞くと何ともなく、確かにと思うのだった。

　思考を放棄できる便利な言葉である。

「あとは人数差がどう効いてくるかだな」

「ここまで来たら俺は上位に入って欲しいなあ、大規模ギルドばっかってのも当然だし」

「分からなくもないが、どうなるかな。【楓の木】は資材も尽きると思うんだがなあ」

「あー、そうかそれがあるな。じゃあキツイか」

　結局大半のプレイヤーは、大規模ギルドが上位を占めると予想した。あのギルドにやられたから、どうせなら上位に入って欲しいと【集う聖剣】や【炎帝ノ国】の名前が出る。そんな中、一部ではもういっそ【楓の木】が上位までいかないかとモニターを見ている者もいた。

　そんなことが話されている中、戦闘エリアの【楓の木】の拠点では、イズがせっせとポーションを生産していたのだった。
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　サリー達は茂みに隠れてギルドを襲うチャンスを狙っていた。

　サリーはメイプル達が【炎帝ノ国】を襲って帰ってくるまでの間に、カスミに斬りかかって貰もらって回避能力がどこまで落ちているかを試していた。

　結果、そろそろ復帰出来ると感じたため攻撃に参加することにしたのだ。

「ふぅ……よし！」

　サリーは隠れていた茂みから飛び出すとオーブへ向かって走り出す。

「侵入者だ、やれ！」

「よし……！　見える！」

　サリーは迫り来る攻撃を避けながらプレイヤーを斬りつけてオーブを狙う。

「囲め！　逃げ道をなくせ！」

　素早い連携によりサリーを囲もうとプレイヤー達が動く。

「私に気を取られてるともっと怖いことが……」

　サリーがそう言うと同時、サリーを注視していたプレイヤーが衝撃波により一撃で木っ端微み塵じんになった。

　何事かとその方向を向いてしまったプレイヤー達はサリーによって斬りつけられ、無理やりに注意を向ける先を限定させられる。

　多くのプレイヤーは茂みに気を取られつつサリーの方を向かざるをえない。

　ただ、そんなことをしていては茂みから出てきたマイとユイへの対処が遅れるというものだ。

　マイとユイが投げた鉄球がサリーの方を向いていたプレイヤーの背中に当たり、当たったプレイヤーは訳の分からぬままにその命を散らしていく。

　これを見たプレイヤー達は激しく動揺してしまう。

　まるでメイプルのような得体の知れない攻撃能力は思考を止めるのに非常に効果的だった。

「朧おぼろ、【影分身】！」

　そんな中で再び目を引く出来事が起こればもう思考は正常ではいられない。

　分身したサリーをどうにかしようとしたところで、遂にマイとユイの大おお槌つちがプレイヤーを射程に捉とらえることとなった。

　大槌は鈍い音を立てて数人のプレイヤーをまとめて宙に弾き上げると、キラキラと輝く光に変えた。

「あ、ありえねぇ……」

「「【ダブルスタンプ】！」」

　マイとユイが次々と敵を潰つぶしていく。

　もちろん、マイとユイを攻撃出来ればそれで終わりなのだが、呆ぼう然ぜんとしている者にはそんなことは出来ない。そうでない者はすなわちサリーに背を向けてマイとユイを襲っている訳で、サリーが黙っているはずもなく背後から手痛い攻撃を受けて倒されてしまう。

　マイとユイを倒そうとしているプレイヤーの見極めは、サリーにとって容易たやすいことだった。




　サリーは、メイプルとは全く違う方法によってマイとユイを守りきった。

　たった一回攻撃が当たるだけで体力が初期値の三人は倒れてしまう。

　ただ、今回はそれが可能になるような状況を生み出させないように戦闘がコントロールされた。

「オーブは貰うとして……次はもうちょっと鉄球でいってみよう」

「「はい!!」」

　三人は次の目的地に向かって歩き始めた。
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　カナデとイズはギルドで二人暇を持て余していた。

「この辺りのギルドはもう諦あきらめて近づいてこないし……暇ね」

「僕達のことを知らないギルドが遠出してくるかもしれない……おっと」

　噂うわさをすればなんとやら、入り口からぞろぞろとプレイヤーが入ってくる。

　プレイヤー達は遠目で二人の装備を見て生産職と後衛であると判断したようだった。

「いけるぞ！　前衛無しだ！」

　剣と盾を構えたプレイヤー達が前線を上げ始める。

「さて、やりましょうか」

「そうだね」

　イズは両手に爆弾を、カナデは浮かぶ本棚をそれぞれ出した。




【楓の木】が二人だけに防衛を任せることにしたのは、攻撃に重点を置くため仕方なくという訳ではない。

　防衛はカナデとイズとで十分過ぎるほどだからである。

　迫る前衛に向かって、イズが放り投げた爆弾は彼らの頭上で十倍に増えて降り注いだ。

　爆炎と衝撃に視界を奪われる中、盾に身を隠すことで他の爆発をやり過ごそうとしたのも仕方ないことだ。

　しかし、それら爆弾はカナデが増やした幻でしかなかった。

　数は変わっておらず、増えた分のダメージも当然ない。

　ならばなぜそんな魔法を使ったのか、それはまずこれが今日限定で使えるカナデの【神界書庫アカシツクレコード】のスキルだったことである。
















　出し惜しみをせずとも、この後で魔導書にすることが出来るのだから問題ないのである。

　そしてもう一つの理由は時間を稼ぐため。

　十数秒続いた爆炎が収まり、視界が戻ると同時に、彼らはそれぞれの武器を振りかざし、攻撃に転じる。その時、カナデはバチバチとスパークする白い球体を体の前に浮かべていた。

「よし……間に合った！」

　それは圧縮されどんどんと小さくなっていき、危険を察知したプレイヤー達が慌てて防御の姿勢を取ろうとしたところで眩まばゆい光とともに弾けた。

　カナデの使ったスキルは【破壊砲】。

　発動に時間が掛かり、範囲も限定的な代わりに、圧倒的な火力を出すスキルだった。眩い白の光はカナデの真正面を焼き尽くしていく。

　光が収まった時、固まっていたプレイヤー達を二つに裂くように、誰もいなくなった一本道が伸びていた。

「イズ、あまり魔導書を使いたくないから……」

「分かったわ、アレね」

　イズはポーチから真っ黒い液体の入った瓶を取り出し、カナデに手渡す。

　イズがカナデに渡したアイテムは【新境地】で作ることが出来るようになった、ＭＰの回復速度を短い時間ではあるが異常な程に上げるものだ。

　カナデはそれを飲み干すと、我に返ったプレイヤー達の目に新たに展開される無数の魔法陣を焼き付ける。

　それらははっきりと告げている。

　死にたくなければさっさと帰れと。

「くっ……止めだ！　撤退だ！」

　盾を構え防御を緩めないまま後ずさりして出て行こうとするプレイヤー達のうちの何名かを、発動させた魔法で撃ち抜いて葬ったところで撤退は完了した。




　彼らが退くことが出来たのは、イズとカナデが深追いしなかったからだ。マイとユイがいたならば、カモだと思っていたギルドが実はそうでなかったことが分かった時には、彼らは全員殺されていただろう。メイプルがいた場合でもそうだった。

「強力な魔導書は限られてるから、すぐに退いてくれたのは嬉うれしいな」

　カナデは【神界書庫アカシツクレコード】で引き当てた魔法は全て魔導書に変えて保存してあるが、毎回目当ての魔法を引き当てられる訳ではないため、使い所のないような魔法もある。

　勿もち論ろん【破壊砲】のような強力な魔法もあるが、カナデの言うように少数である。

「【集う聖剣】みたいな大規模ギルドが来る可能性もあるし、大事な魔導書は残しておかないといけないね」

　今回はあっさりと退いてくれたが、次の敵もそうとは限らない。

　ただ、二日目にして死亡回数に余裕のないギルドも増えてきているため、慎重になって退いてくれる可能性はかなり高くなっていると言えた。




　一方、メイプル達はシロップに乗って飛行中だった。機動力に差があるカスミ、クロム、メイプルの三人で行動する場合、これが最も足並みを揃えやすい移動方法なのだ。

「最近は私を見たら、皆すぐに防御貫通スキルを使ってくるようになって……」

「まあ、そうだろうな」

「私もそうするな」

　メイプルの存在が知れ渡り、今はもうメイプルを見れば、ダメージを与えられることが分かっている防御貫通スキルを使うことが全プレイヤーの常識となってしまった。

　メイプルからすれば、第一回イベントの時と比べてやりにくい環境になっていることは間違いなかった。たとえ倒されないとしても、そもそもダメージを受けることが苦手なのだ。

「【ピアースガード】だけじゃ囲まれると間に合わないし……何かないかなぁ」

【ピアースガード】は防御貫通効果を無効化できるものの、発動時間は短い。

「とりあえず周りに毒を撒まけば近づきにくくなると俺は思うが、毒対策してる奴やつも増えてきているからな……」

　そんなことを話しているうちに、目的のギルドに近づいてきた。

「飛び降ります！」

「……ああ」

「……分かった」

　クロムとカスミはそれぞれメイプルと手を繫つないで地面へと飛び降りるのだ。

　メイプルのスキルによってダメージは受けないものの、身構える高さである。

「メイプルは何とも思わないのか？」

　カスミがメイプルに聞く。

「現実では無理だけど……ここなら絶対に痛くないから！」

　それを聞いてクロムは思った。

　メイプルの変わったスキルを生み出す行動パターンを真似ることは出来ないだろうと。

　普通から一歩外れた所にあるスキルを手に入れるのに必要なのは、自然にズレている部分をもともと持っていることだと。

　そんなことを考えながら。

　三人は二十メートルの高さから地面に向かって飛び降りた。




「オーブは貰もらうよ！」

　地面から生える化物とクロムとカスミが守るメイプルに対して、貫通スキルを当てるのは困難だ。

　しかし、天使の翼はクロムとカスミを守っているためメイプルをなんとかしなければ、攻撃は通らないままである。

「はっ……心配するだけ無駄ってやつだな」

　クロムは呟つぶやき、攻撃を盾で受け止め、斬り返す。

　メイプルがシロップの上で言っていた貫通攻撃への対策。

　そんなことはわざわざ気にするまでもないことなのだ。

　そもそも、メイプルがギリギリになる程に追い詰められてしまう光景が、クロムには想像出来なかったのである。




　カスミとクロムは、多くのプレイヤーに次々に攻撃されつつも、その多くを避けたり防いだり、上手くいなして、メイプルへの負担も少ないままで戦闘を終えることが出来た。小規模ギルドだったため、プレイヤーも少なく、オーブを持って逃げる暇も与えずに全滅させることに成功した。

　三人は戦闘を終えるとすぐにシロップに乗って次のオーブを目指す。メイプルは高度をぐんぐん上げて、下から見てもシロップだと分からないような位置を飛んでいく。

　ギルドの位置は、マップで把握することができるため問題なかった。そして、しばらくして目的のギルドの上空に辿たどり着つく。

「あー……ここはオーブがないみたい」

　メイプルが下を見て確認したところ台座にオーブは乗っていなかったのだ。

　プレイヤーも見当たらないため、オーブを奪われているか壊滅したかのどちらかだということは明らかである。

「周りを確認してみるか」

「ああ、私もやろう」

　クロムとカスミは慎重に周りを確認して回るが、やはりプレイヤーはおらず、オーブも見当たらない。

「大丈夫そうだ、次に行っても問題ないだろう」

「だな、行こう」

　そうしてオーブを求めてギルドを上空から確認すること三回。

　三人は一度もオーブを視認することは出来なかった。

　しかもシロップの飛行速度がたいして速くないため、そこそこの時間がかかってしまっていたのである。

　成果のない移動は疲労を蓄積させる。

　単調な移動の中でメイプルのもとにメッセージの通知音が響いた。

「ん……サリーからメッセージだ」

　メイプルがそれを読むと、サリー達は一いつ旦たんギルドに戻るということと、メイプル達がオーブの奪取が上手くいっていないのなら戻ってきて欲しいということが書いてあった。

　メイプルはクロムとカスミにも内容を伝え、結果ギルドに戻ることとなった。

　二日目も残り数時間で、帰るには都合のいいタイミングだったというのもあった。
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　メイプル達がギルドの前に着陸し中へと入ろうとした時、見知らぬプレイヤーが後ろを確認しながら慌てて外へと駆けてくるのが確認出来た。

　彼の逃げ切れたという安あん堵どの表情は、眼前に立つ三人が誰かを理解して絶望に変わり、一瞬の後クロムとカスミの刃によって同時に体を斬り払われ消えていった。

「襲われてる！」

「ああ、急ごう！」

　カスミを先頭にオーブの元へ繫がる道を駆けていく。

　カスミが刀を構えて部へ屋やに入ると、そこにはサリーも含む五人がいた。

　マイとユイが落ちている鉄球を回収しているところからも、撃退してすぐだということが分かる。

「無事か……」

　カスミは刀をしまうと五人の元へと歩いていく。

　クロムとメイプルもその後を追い、全員が無事に集まった。

　防衛を担当していたカナデとイズの二人は消耗がかなり激しいようで、地面に座り込んでいる。

「いやー疲れた……イズのアイテムがなかったらまずかったかもね」

「爆弾もかなり使ったから……今から急いで作っておくわ」

　イズならばどこでも工房の機能を使うことが出来る。

　まとまった製作時間が確保できれば弾切れは起こらないのだ。

「うーん……今まではあんまり襲われてなかったのになあ。何でだろう？」

　メイプルの言うように、【楓かえでの木】は触れてはいけないものとして認識されつつあったため、ここにきての連続襲撃は少し奇妙ではあった。

「メイプルはオーブを集められた？」

「え？　うーん……あんまり。オーブのないギルドが多くて……サリーは？」

「私達の方も荒れてたかな……結局二つしか奪えなかった」

　とりあえず持ち帰ったオーブを設置した後でメイプルは先程のメッセージの意図を尋ねた。

「メイプルはドレッドにまた来るって言われたんでしょ？　【集う聖剣】がどこかでまた来る可能性があるかなって。それなら夜だと思ったのと、後は展開が思ったよりかなり速くて今のやり方が厳しいと思ったから……かな」

　サリーが現在のランキングを開いてその項目をスクロールしていく。

　五回のデスによって全滅したギルドにはギルド名の隣にマークがつくのだが、そのマークは小規模ギルドだけでなく中規模ギルドにも及び始めていた。

　一日目から全開で飛ばしたギルドは幾つかあり、それらにオーブを奪われたギルドが全力攻撃に移行して展開は加速し続けた。

　死亡者なく防衛を成功させるギルドは稀まれであり、結果二日目終了間際ですでにかなりの量のギルドがリタイアすることとなっていた。

　残っているのは人数の多いギルドを中心に、一部の例外が僅わずかだけである。

　ギルドの総数が減ったことによって、オーブにありつける可能性も下がってきているのである。

【楓の木】が襲われていたのも、【楓の木】だと知らないような遠くのギルドがここまで来ているからだった。

　マイとユイとメイプルの足では、フィールドを歩き回ってオーブを奪うこのルールではスピードで負けている。

　いくら三人が強くとも、オーブがなければ奪うことは出来ないのだ。




「もう少しゆっくりした展開になるかと思ったけど……どのギルドもやる気あり過ぎで……序盤で稼ぐつもりが思ったより稼げなかったし」

　サリーの予想よりもかなり速く、中規模以下のギルドが残っていない環境になりつつあり、オーブの減少、激突するギルドの規模が大きいことから、さらにフィールドが荒れていくだろうことは分かりきっていた。

「だから予定よりかなり早いけど次の段階に移行してもいいかなって」

　全員が次の段階に移ることをよしとして、それぞれ自分の役割を確認する。

　そうして役割を思い起こしていたメイプルがサリーに声をかける。

「じゃあ後は……」

「うん」

　サリーはメイプルが何を言おうとしているのか分かっており、続きを話す。




「【集う聖剣】待ち……かな」

　メイプルはそれを聞くと、今使うことが出来るスキルと兵器の残りの入念な確認をし始めた。
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　二日目も残すところ十分となりメイプル達が今日の深夜防衛の順番を決めようとした時、この日最後の来訪者がやってきた。

　メイプル達は話を止めてそれぞれの武器を構える。

　現れたのは万が一にも油断出来る相手ではなかった。

　入ってきたのは十五人のプレイヤー。

　しかしそれだけではなく、その中には【集う聖剣】の最高戦力であるペイン、ドレッド、フレデリカ、ドラグの四人の姿があった。




　本来、彼らが【楓の木】を攻撃しなければならない理由はない。

　ランキングを脅かす可能性があるギルドを倒しに来るならともかく、現状【集う聖剣】と【楓の木】のポイントの差は開いている。

　ペインを筆頭にして四人が全員ここに来た理由、それは【楓の木】と戦って勝利したいという単純な欲求に他ならない。

　彼らは同等、またはそれ以上の可能性もあるギルドとの戦闘をどこかで望んでいた。
















　そのため全員がいることを確認した上での襲撃である。

　ただ、本来無意味に近い攻撃を行うことをギルドメンバーに納得させるために、メイプルが最も弱っているであろう時間帯を選ばなければならなかったのは、彼らにとって不本意ではあったが仕方なかった。

　それ故に一日の終わりのこの時間にやってきたのである。

「やっほーまた会ったねー」

　そう言ってフレデリカがサリーの方に笑顔で手を振ってくる。サリーは何とも言えない顔をしてそれを見つめるばかりである。

「緊張感がないな、今からやり合うんだぜ？」

　ドラグは大斧を抜いて今すぐにでもやろうと戦闘態勢を取る。その言葉に【楓の木】の面々は警戒しつつ戦闘態勢を取る。その横で静かに集中力を高めるドレッドは、今度は負けないと言うようにじっと見てくるマイとユイを見て、応えるように短剣を抜いた。

　そして十五人の先頭、金の装飾がなされた白の鎧よろいに盾、金の髪に青の瞳ひとみ、強い存在感を放つペインがいた。

「メイプル、一度戦ってみたいと思っていた。勝てると判断して……倒しに来たよ」

　ペインは光を纏まとう白銀の長剣を抜き放ち盾とともに構える。サリーの目から見ても隙は全く見当たらなかった。

「私、負けませんから！」

　メイプルはペインにそう返して、【ドーピングシード】を口に放り込む。

「【身捧ささぐ慈愛】！　【捕食者】！」

　天使の羽を天に伸ばし化物を召喚したのをきっかけに戦闘が始まった。




「【多重加速】！」

　戦闘開始直後、フレデリカの魔法が【集う聖剣】の移動速度を上げる。

　ドレッドとペイン、続いてドラグが前に出る。

「「【飛撃】！」」

「二度目はねーよ」

　マイとユイの攻撃をドレッドはあっさりと回避する。

　回避能力の高いドレッドと正面から戦っていては相性が悪いことこの上ない。

　ドレッドは死と引き換えにマイとユイの異常性を身をもって体験し、それをギルドに持ち帰った。

　つまりマイとユイの最大の武器であった未知がなくなってしまったのである。

　当たれば一撃死するような攻撃を、盾で受けるような愚か者はいないのだ。

　そして最前線にいたマイとユイにドラグからの攻撃が入る。

「【土波】！」

　斧を叩たたきつけた地面が大きく波打ちバキバキと裂けて弾け、散弾のようにばらまかれ、マイとユイにぶつかる。

　メイプルのお陰でダメージは無かったものの、ドラグの特性である【ノックバック付与】は別である。

　メイプルが後退し最前線のマイとユイが【身捧ぐ慈愛】の範囲から抜ける。

　それは偶然に起こったことではなかった。それを裏付けるようにドラグとドレッドがマイとユイに突撃する。

　メイプル達はこの二日目で派手に暴れた。特に【炎帝ノ国】との戦いはメイプルとマイとユイの異常性が大いに発揮された戦いだったと言える。

【集う聖剣】の偵察部隊が静かにその様子を見ていたことにメイプルは気づかなかった。

　故に【集う聖剣】は知っている。

【身捧ぐ慈愛】の弱点を。

　メイプルの武装展開を。

　メイプルの大盾のスキル【悪食】に回数制限が追加されていることを。

　その上で計画を立てて本気でメイプルの首を取りに来たのだ。

「言っただろう！　勝てると判断して来たと！」

「【カバームーブ】！」

「やらせるか！」

「【魔力障壁】！」

　カスミがドレッドを、クロムがドラグを止め、カナデが魔法で守りを固める。

　メイプルが崩れてもクロムやカスミもトップレベルのプレイヤーだ。

　攻撃をいなすことには慣れている。

「メイプル！　解除した方がいい！」

「う、うん！　分かった！」

　サリーの声を聞いてメイプルが【身捧ぐ慈愛】を解除する。

　対策を立てられていることが分かった以上、貫通攻撃が次々に飛んできてもおかしくない。

　そして実際、後方からのフレデリカの魔法には防御力貫通能力のあるものがほとんどだ。

　メイプルにも直接向かうその魔法は、大盾で受け止められるが動きにくくなるため厄介だ。

　ドラグとドレッドに四人が引き付けられたその一瞬にペインがさらに先へと進む。真まっ直すぐにメイプルを見据え、盾と剣を持って駆ける。

「行かせない」

「押し通る」

　サリーが振るったダガーを的確に盾で弾き、続く攻撃を剣で受け流す。

　サリーはそのまま二人の間に立たち塞ふさがり、次のどんな行動も見逃すまいと集中する。

「ドレッド！」

　ペインが叫ぶ。反応したのはドレッドだけでなく、ドラグとフレデリカもだ。

「【神速】！」

「【バーサーク】！」

　それぞれのスキルによってドレッドの姿が消え、ドラグのスキル後の硬直がなくなる。

　二人が強力な切り札を使ったところでフレデリカの声が響く。

「【多重全転移】！」

　フレデリカの切り札の魔法がドレッドとドラグにかかっていた全ての支援効果をペインに移す。

　ペインの速度が跳ね上がり、その姿がかき消える。

「通さない……っ！」

　姿が消えたペインの位置を予測して、サリーが攻撃するものの、ダガーは的確に弾かれダメージを与えられない。

「【超加速】」

　そして、さらに加速したペインがサリーを振り切る。

　サリーにはペインの位置を摑つかむことは出来ても追いつくことが出来なかった。

　それはレベルの差。

　サリーとペインには二倍以上のレベル差があり、元々のステータスがサリーよりも高い。

　戦闘となれば反応し躱かわすことで互角以上に戦えるかもしれないが、相手にされなければ意味がない。サリーは焦りを浮かべて、メイプルの方を振り返る。

「ど、どこ!?」

　ペインを探しつつ大盾を構えるメイプルは大盾のない側を警戒していた。

　その背丈よりも大きい大盾はその身を守ってくれるだろうと。

　それ故に死角になった大盾の向こうから声が聞こえたのは予想外だった。

「【断罪ノ聖剣】！」

　姿を現したペインの光り輝く剣が一瞬の溜ための後に振り抜かれる。

　四人分の切り札を一点に集め、その首を取らんとする。




「うっ……ぁ……」

　数える程しか味わったことのない感覚にメイプルの思考が一瞬停止する。




　ペインの剣は迫る化物とメイプルの大盾を真っ二つに切り裂いて、鎧すら破壊してメイプルの体を深々と抉えぐり、メイプルを壁まで弾き飛ばし、メイプルのＨＰを１にするまでに至ったのだ。

　メイプルが激しい音を立てて壁に叩きつけられたことで、あのメイプルが致命的ダメージを負っているのを見てしまった【楓かえでの木】のメンバーに隙が生まれる。

　特にマイとユイの表情からは誰の目にも動揺が見て取れた。

　クロムとカスミも心中穏やかではいられなかった。

「【パワーアックス】！」

「ぐっ……！」

　隙をついてのドラグの攻撃が、クロムの胴を薙なぎ払はらう。

　フレデリカが後方から掛け続けている多様な補助魔法が、ただでさえ高いドラグの攻撃力を底上げしており、まともに受けてしまっては耐えられるものではない。

　メイプル同様【不屈の守護者】が発動し、クロムのＨＰを１だけ残してくれたため即死は免れたが、それでも厳しい状況だ。

　メイプルの援護に向かいたいところではあったが、ドラグはそうさせてくれそうにない。

　ならばとクロムはドラグをメイプルの方に向かわせないことに意識を切り替える。

　クロムと相対するドラグはぐんぐんと回復するＨＰに目を見開いた。

「それなりにしぶといぞ、俺もな！」

　ただ、降り注ぐ魔法からメイプルの代わりにマイとユイを守るため、動きが制限されている中での戦いは、そう長く続けられそうになかった。




　そうしているうちにペインがメイプルに再度迫る。

　ペインはメイプルが【不屈の守護者】を持っていない可能性もあると考えていたが、そうでないことは明白だ。

　ペインはそのままメイプルへと距離を詰める。ドラグから引き継いだ【バーサーク】が大技の後の硬直をキャンセルしてくれるため、スムーズに次の動作に移ることが出来るのである。

「【黒煙】！」

　メイプルの元へは辿たどり着つかせないと、カナデが放った魔法がペインの視界を奪う。

　そこに投げつけられたイズの爆弾が轟ごう音おんとともに炎を上げる。

「【退魔ノ聖剣】」

　ペインが剣を一振りすると場を覆っていた黒煙は消え去り、目の前にイズとカナデを捉とらえる。

「間に合わないか……！」

「まだ……っ！」

　カナデがさらに魔導書を、イズが次の爆弾をそれぞれ取り出そうとするものの、それよりもペインの方が遥はるかに速い。

　ペインは勢いのままに後衛の二人を切り捨てて、遂にメイプルまで数歩のところにまで来た。

「【壊壁ノ聖剣】！」

　ペインはメイプルの装備が再生していることに驚きつつも、防御貫通スキルを使って最後の一撃を決めにいった。

　集中状態にあったペインにとって、そこからの光景は酷ひどくゆっくりと見えた。

　壁にもたれかかるメイプルの未いまだ突き出されたままの左手、その手に持った大盾が手から離れて前方へと倒れていく。




　そして、大盾に隠されていた左手が大きな砲口になっているのを確かに見た。

　カナデとイズが爆音と煙幕でメイプルの動作を隠したことが発覚を遅らせた。




「ここでかっ……！」

　ペインはスキル発動中なため回避動作が取れない。剣を振り抜くしかない。

「【カウンター】！」

　それはメイプルが第三回イベントで手に入れた、新たな切り札となったスキル。

　ダメージを受けた際、その攻撃の威力を次の自分の攻撃に乗せるスキル。

　ペインの攻撃よりも早く砲口から溢あふれた光の奔流がペインの体を焼き尽くす。

　自身の最大威力攻撃が跳ね返ってくる。




「ぐっ……まだだ……！」

　ペインもまたＨＰをたった１だけ残してメイプルに再度肉薄せんとする。




「【破砕ノ聖剣】！」

「【暴虐】！」

　黒い靄もやが形を成して現れたのは、一瞬前までメイプルだったもの。

　逆転した手数とリーチにペインが目を見開いて迫る化物の数本の腕を見る。




「何だ……!?」

　一本目の腕を切り捨てて二本目の攻撃を盾で受け止めた。

　二本の腕を止めきった。

　ただ、相手は人間ではなかった。

「焦ったか……やられたよ」

　さらにその後に伸びてきた醜悪な口がペインの上半身を食い千切ったのである。

　しかもそれだけでは飽き足らず、残った手足を動かしてドレッドとドラグに迫っていく。

「マジかよ!?　おい!?」

「あー？　……まだ変形……？」

　困惑と焦燥を貼り付ける二人に向かって化物の口から炎が吐き出され、怯ひるんだところでドレッドは腕で摑まれドラグはそのまま捕食された。

「いっそ安らかな気持ちだ……あーはいはい負けたよ」

　ドレッドは静かに目を閉じて諦てい観かんと共に捕食された。




　ペイン、ドラグ、ドレッドと、【集う聖剣】の最高戦力が立て続けに倒されるのを、目の当たりにした後衛は戦線の崩壊を悟り撤退を選択する。

「私も逃げますけどー!?　【多重加速】!!」

　フレデリカが全員を加速させたところで、元メイプルが跳躍し頭上を通り過ぎて壁に張り付いた。

　その頭部は出口の前にあり、涎よだれを垂れ流している。

　出て行くにはこれを倒さなければならない。

　到底出来そうにないと、そんなことを考えている内にスキル名が背後で叫ばれる。

「「【飛撃】」」

「っ！　【多重障壁】！」

　咄とつ嗟さに展開した魔法。

　しかしフレデリカはそれを後悔した。

　マイとユイ相手に防ぐタイプの防御は意味を成さないからだ。余裕をなくしたフレデリカは反射的に最も使い慣れた防御手段をとってしまった。

　バリンと音を立てて当然のように弾け飛んだ全ての障壁とフレデリカは光となって消えていった。




　勝敗を分けたのはメイプルの【暴虐】を知っているかどうかだった。

【暴虐】がなければペインの最後の一撃は間違いなくメイプルのＨＰを刈り取っていただろう。

　そうなれば押され気味だった前線は崩壊してしまっていた。

　もっともそうなった場合はサリーが限界まで粘っただろうが、それでも【集う聖剣】が有利だっただろう。




　残りのプレイヤーもメイプルが引き裂き食い千切りして倒すと、イズとカナデの復活を待ち、オーブをサリーが回収した。

「さぁ、メイプル。第二段階だよ」

「うん！　だね！」




　時間は丑うし三みつ時どきに差し掛かろうとするころ。

　闇夜に紛れて化物が一匹。

　その背に七人の化物を乗せてギルドを襲おうとしていた。











七章　防御特化と夜の闇。









　とある深夜の森の中では、大規模ギルドが灯あかりを点けて防衛に励んでいた。

「かなりハイペースでギルドが潰つぶれているな……」

「ああ、そろそろ大規模ギルド同士の戦闘が本格化するだろうな。いつ仕掛けてきてもおかしくない」

　二人が話していると暗闇の中でがさりと音がした。

「……いくぞ」

「ああ、確認しよう」

　二人は剣を抜きつつ音のした茂みに近づいていく。

　そうして茂みを照らし出すと、そこに大きく口を開けた化物の頭が浮かび上がった。

「「……は？」」

　彼らは驚いて硬直したその瞬間に捕食されることとなった。

　それだけでは終わらずに、化物は拠点の中心へ向かって突き進む。

　異常に気づいたプレイヤーを轢ひき殺ころして嚙かみ殺して燃やし尽くして荒らし回る。

　大規模ギルドの人数からすれば、倒されたプレイヤーの数は大したことはなかったが、それ以上に動揺による精神的ダメージの大きさが影響し、まともに連携を取ることが出来ずにいた。

　大量のプレイヤーが襲ってくることは想定出来ても、化物が一匹襲ってくることを想定することは出来なかったからだ。

「おいボスモンスターが出るのか!?」

「聞いてない、知らないわ！」

「来るぞ来るぞ！　どうする!?」

　混乱は次第に広がっていき、指揮が上う手まく伝わらなくなっていく。




　さらにその背中から静かに飛び降りた七人のプレイヤーが、混乱し悲鳴すら飛び交う中でプレイヤーを倒していく。

　圧倒的存在感を放ち今も捕食と破壊を続ける化物のために、七人の動きは目立たなくなっていた。




　気が動転して七人の存在に気づかない内にギルドは既に半壊してしまった。

「オッケー！　次！」

　サリーの声が化物に届くと、化物は捕食を止めてその背に七人を乗せて、通り道にいたプレイヤーを引き裂きつつギルドを後にした。




「うん、オーブも手に入ったしいい感じいい感じ」

「次はどっち？」

「んー……左の方のギルドへ行こう」

　サリーは【暴虐】状態のメイプルに背中の上から話しかける。

　現時点で、メイプルが持つ最後にして最大の異常性が知れ渡る前に、大規模ギルドが何の準備も対応も出来ない内に荒らし尽くすつもりなのである。

　大規模ギルドからすれば天災のようなものでどうにもならない。

　意味も分からないままオーブとギルドメンバーの半分を失い、敵は去っていってしまうのだから。

　人間味を犠牲に機動力を手にしたメイプルにより、一夜の内に大規模ギルドの多くが荒らし尽くされた。

【暴虐】使用時のメイプルの強みは、メイプルだと分からないために、防御貫通スキルを使うという考えに至るのに時間がかかることだろう。

　そして、その行動に移るかどうかというところを見極めてサリーが撤退の指示を出すのだ。

　メイプル達は計画通りオーブを奪い、戦力を削り、こうして被害は拡大していったのである。




　平原に拠点を構えるギルドの中には、灯りを消して目立たないように夜を過ごそうとしているギルドもあった。大規模ギルドは拠点が野の晒ざらしになっていることが多く、中でも平原は最も防衛に適さない地形だった。

「月明かりも弱いし……真っ暗だな」

「第二回イベントの時も思ったが夜は行動しにくくて辛いよな」

　静かな時間が流れる。

　虫の鳴く音と風が吹く音、他はギルドメンバーの話し声が少し聞こえるくらいでほとんど無音と言えた。

　だからこそ何かが走ってくる音は際立って聞こえたのである。

「灯りだ！　灯りを点けろ！」

　魔法による光が音のした方向を明るく照らし出す。

　そこにはここ二日間で一度も見たことのない巨大な化物がいた。

　明るい光のお返しに化物の吐く輝く炎を受けたプレイヤー達は困惑と動揺に包まれた。

　ここにいた全てのプレイヤーは、ここまで動揺することは後にも先にもそうそうないだろう。

　そう言っても過言ではないくらいに目の前にいる化物に対しての反応に困ったのだ。

「オーブは貰もらうね」

　化物はそのままギルドの中央を走りオーブを摑つかみ取った。

「代わりに爆弾をあげるわねー」

　七人がそれぞれ持っている爆弾を投げつけていく。

　走る化物の背中からは絶えず爆発物が降り注ぎ、またそれに混じって時たま鉄球や衝撃波や魔法も飛んでくる。

　こうして特に大規模な戦闘が始まるでもなく十数名が捕食され、二十名程が降り注ぐあれこれと炎のコンボで死に、その他大勢が轢き逃げにあった。




「この夜のうちに……一人でも多く知られてないうちに倒さないとね」

「うん、だね」

　この作戦は大量のポイントを狙っているというのもあるが、それよりは大規模ギルドの完全壊滅を早めることが目的だった。

　つまり、ただでさえ目まぐるしく加速している展開をさらに加速させ、最終日が来る前に十位以内を確定させようとしているのである。

　そしてそこまでいかなかったとしても、サリーは今の成功を見る限り今夜の内に大幅にイベントの展開を加速させることが出来ると踏んだ。

「メイプル、もうちょっとだけ頑張ってね」

「うん！　まだまだいけるよー！」

　次のギルドへ向けて、メイプルはスピードを緩めることなく駆けていった。





◆□◆□◆□◆□◆






【集う聖剣】と【楓かえでの木】の戦闘終了後、観戦エリアではどこへ行ってもその結果について話されていた。

「いやーメイプル勝ったか！」

「でもどっちに転ぶか分かんなかったぞ、メイプルが吹き飛んだ時はペインが勝ったと思ったし」

「戦略では【集う聖剣】が勝ってたし、本当最後のアレで決まったな」

「もう一回やったらどうなるかは分からないが……んー、まあメイプルは人の括くくりから外れたな……完全に」

「アレなあ……とうとう天使を投げ捨てていったな」

　アレとは勿もち論ろん【暴虐】のことである。後一歩というところで、メイプルが化物になったシーンでは観戦エリアが静かになった。理解できないという感じである。

「あんなスキルどこにあったんだ？」

「……さあ？　いやー、あれにはペインも驚いただろ」

「そもそもあれどうやって動いてるんだ？　動きにくいだろ足多いんだぞ？」

「あれ俺が使っても上手く動けなそうだわ」

「ともあれ、これで【楓の木】の上位入賞も見えてきたな、いやペインで無理ならもう無理だって」

「これからは毒以外も対策を練らないとやべーのか、並みのボスモンスターの方がよっぽど優しいぞ」

「間違いない。いや、でも見てよかったわ。メイプルにもちゃんとダメージが通ってＨＰの概念もあったわ」

「また、二人にはどっかで戦って欲しいな。巻き込まれるのはなしで」

　それはそうだと周りにいた全員が頷うなずく。

「いやでもやっぱ化物になるのやべーわ」

　この言葉には全員がより一層大きく頷いたのだった。





◆□◆□◆□◆□◆






　そうして夜の間続いた破壊の行進は朝の六時に終わりを告げた。

　手に入れたオーブを全てセットして自軍オーブも元に戻した所で今回の作戦は終了である。




「はー……疲れたー！　こんなに走ったの初めてだよ……」

　未いまだ【暴虐】状態のメイプルがそう呟つぶやく。

　サリーの危機管理によりほとんどダメージを受けなかったメイプルだが、疲労は別である。

「ちょっと寝てきてもいい？　何かあったら起こしに来てくれたら……」

「うん、大丈夫」

　そう言うとメイプルは元の姿に戻ることなく奥へと消えていった。

　壊される前に解除するのは流石さすがに惜しいため当然だろう。

【暴虐】は一日に一度しか使えないのである。

「大規模ギルドが来たら、予定通り誰も倒されないように退いて終わりでいいな？」

「うん、それでいい。自軍オーブは持ってメイプルの所へ駆け込もう」

【楓の木】は小規模ギルドに分類されてしまうため、オーブを奪われたギルドは大きい減点を避けるため奪い返しにくる可能性が高い。

　現状【楓の木】にあるオーブは十個。

　そのうち七個が大規模ギルドのオーブである。

　どのギルドもオーブの奪還を目的とするなら目的地が同じなため、【楓の木】の下にたどり着く前に潰つぶし合いになる可能性はかなり高い。

　取り返しに来ないなら、それはどこかのギルドを襲っている可能性が高い。

　十個のオーブがどう動こうと、多くのプレイヤーがどこかで何らかの形で倒れるだろう。

　展開を速めようとしている【楓の木】にとって、欲しいのはオーブよりも潰し合いが起こる状況なのだ。

　故に防衛が失敗しようと成功しようと大した問題ではなかったのである。




「今のままでも十位以内はいけそうだしな……スタートが良かったからな」

「僕達は逃げ切り狙いで……さて、来るかな？」

　全員がそれぞれ入り口を警戒しつつ、夜の間に溜たまった疲れを抜くことに努めた。




　七時を少し過ぎた頃、大盾を構えたプレイヤーを先頭にして防御を固めつつ七十人程のプレイヤーが入ってきた。

　彼らは狭い入り口から横幅の広い広間に出た瞬間に、素早く横に展開して武器を構える。距離はまだ十五メートルはあるため、互いに警戒し合っている状況である。

「……潰し合った後かな？」

「どうだろうな、多少は減ったと思うが」

　それでも多いことには変わりはないのだが、大規模ギルドが攻めてきたにしては少ないと言える。

【楓の木】の布陣はサリー、クロム、カスミを先頭にしつつ続くマイとユイの正面を空ける形である。

　マイとユイの間にはイズがおり、最後方にカナデがいる。

　マイとユイの正面が空いている理由はもちろん鉄球を投げるためだ。

「「えいっ！」」

　激戦を繰り返していた盾は繰り返し鉄球を受けて砕けてしまう。

「追加よー」

　マイとユイの投げてくる鉄球は、イズがインベントリから取り出し続けているため、球切れが狙えないのだから手に負えない。

　ただ、それでも強力な盾と数の暴力で前へ前へと進んでくる。

　マイとユイの鉄球が必殺の威力を持っていても、全員に同時攻撃が出来るわけではないため全員を足止めすることは出来ないのだ。

　そして当然派手に先制攻撃をしている三人は魔法の標的となり、三人に魔法が撃ち込まれる。

「【カバームーブ】！」

　クロムが三人の前に移動して盾と体で攻撃を受け止める。

　かなりのダメージが入るがそれでも盾とスキルの回復効果で持ち直す。

　クロムは死ななければ立っているだけでも回復できるうえ、死ににくい要素を幾つも持っている。

　メイプルがいるため目立たないことが多いが、クロムも厄介極まりないプレイヤーなのだ。

「【氷雪大地】」

　カナデが使った薄い青の魔導書によって発動させた魔法が、今まさに進もうとしているプレイヤー達の足を氷で地面に縫い止める。

　行動不可になるのは僅わずかに五秒。

　しかし、マイとユイの的になるには長過ぎるように感じられる時間だ。

　一人、また一人と盾を叩たたき割られていく。それだけでなく装備にダメージを与えられると、このイベントの性質上この後の戦いがかなり厳しくなる。

　既に多くのプレイヤーが脱落しており、損害は大きくなる一方である。

「朧おぼろ、【影分身】」

　サリーは適当に【影分身】で攻撃する。

　サリーは多人数相手の防衛戦には向かないため、援護に回りつつ相手を混乱させるようなスキルを使って精神的ダメージを稼ぐという戦法を取っていた。

　カスミは前衛の盾持ちを瞬間移動で切り捨てては【跳躍】で離れる、ヒットアンドアウェイに徹している。




　この七人はそれぞれに強みがあり、それを発揮している時はそれ相応のプレイヤーでなければ何人いても意味を成さないのだ。

　一線を越えた強さがなければまともには戦えない。

　そして、一つ前の部へ屋やでこれだけ激しく鉄球のぶつかる音がしていれば、入眠から一時間経たつかどうかといったところの親玉も起きてきてしまうというものである。




　奥の通路からのっそりと、眠っていたのにうるさいとばかりに這はい出してきた化物に、侵入者達が見るからに動揺する。それは自分達のギルドを襲ったものだったが、まさか奥から這い出てくるとは思っていなかったのである。

「静かにして欲しいから！　倒しちゃうよ！　もう！」

　一線を越えた者が何かを踏み外すことで出来上がる化物が、仲間と共に戦っているというのに、一線を越えてすらいない者がそれを倒すというのは流石にありえないことであった。
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　一度目の襲撃から一時間後。

　ゾロゾロと入ってきた二百人近いプレイヤー達に、【楓の木】はわざと自軍以外のオーブを明け渡して奥へと駆け込んでいった。安全に、誰も倒されることなく目的を達成したのである。

「まあ、奪われるのならちょうどいいくらいのギルドが来たかな？」

「ああ……で、ここからだ」

　奥の部屋。休息のために作られた場所であり、【暴虐】を使ったメイプルがいれば、それでもうほとんどスペースがなくなるような場所で、侵入者が追撃してくるかどうか足音を聞く。

　来るのであればメイプルを起こすだけだが、侵入者達は触らぬ神に祟たたりなしとばかりに余計なことはせずに帰って行った。

【楓の木】のオーブを奪うということは常に【楓の木】に位置がばれてしまうということだ。

　オーブ一つとの対価を考えると、すべきではないことになるだろう。わざわざ、危険だと思えるギルドに手を出す必要はない。




　侵入者が帰っていった五分後、クロムを先頭にして台座のある部屋に戻ってきて自軍オーブを設置し直した。

「さてと……これでどこかで大規模ギルド同士の戦闘が起こるかどうか……」

　呟くサリーにカスミが近寄ってきて現状のランキングを見せる。

「ランキングを見るに……中規模ギルドも次々リタイアしているな。間違いなくペースが上がっている」

　壊滅したギルドの数を見るに、四日目には大規模ギルド以外はほとんど残っていないだろうことは明白だった。

「オーブは一回手放すとして、メイプルはもうしばらく休ませておいてあげて」

「ああ、分かっているとも」

　カスミもこのあとの行動を思い出す。

　奪われたあとにはまた次の行動がある。サリーは出口に向かって歩いていく。

「私はさっきのギルドを追う。もしどこかで大規模戦闘が起こりそうなら……その時は……」

　サリーがカナデの方を向く。

「うん、僕とサリーのスキルで」

「メイプルも連れてね」

「うん、分かってる」

「おっけー。いってくる」

　そう言ってサリーは拠点から出ていった。

　メイプルを起こすのはあと三時間経つか、サリーから連絡があった時のどちらかである。

「まあ、もう私達を襲ってくるギルドもないだろうしのんびりしていよう」

「「そうですね」」

　マイとユイにも重要な役目が残っているのだ。

　ゆっくりと休んで備えておかなければならない。




　サリーは二百人近い集団を比較的早く見つけることが出来た。

　集団で行動するとなると速度も落ちる。さらに進む方向も人数の利を殺さないような地形がある方に成りがちだ。

　今回はそれを元にした読みが当たったのである。

「まだどのギルドともぶつかってない……か」

　サリーは遠くから集団を監視する。決して見つからないように、しかし見失わないように。

　オーブを持っていることで、彼らは多くの大規模ギルドにその位置を知られ続けている。

　どこかのギルドはやってくるだろう、そう思って監視していたサリーの目に二つの炎の球が映った。

「意外……偶然？　……うん、あそこは襲ってない」

　炎は大地を焼き、天まで伸びてはプレイヤーを消し飛ばしていく。

　迎撃の魔法が飛び交う中、爆炎を纏まとい圧倒的な機動力でそれを躱かわす一人のプレイヤーがそこにいた。

「【炎帝ノ国】か……なるほど。残りギルドも減ってきてるし十位以内を目指すギルドは【炎帝ノ国】を攻撃せざるを得ない……かな？　メイプルには悪いけど……」

　サリーはクロムにメッセージを送り、自軍オーブを持ってサリーの元に全員で集まることとなった。




　一つの大規模ギルドをいとも容易たやすく壊滅させたミィはオーブ全てを持って拠点へと帰っていく。

【炎帝ノ国】は現在五位。

　メイプル襲撃というつらいイベントがなければ、もう少し順位は上がっていただろう。メイプルにマルクスの罠わなを大量に無駄遣いさせられたせいで防衛はボロボロになってしまった。

　それが影響して多くのプレイヤーが死亡し、リタイアしてしまったのである。

「このオーブを守り切れれば何とかなるか……」

　ミィは周りの安全を確認すると補給部隊からＭＰポーションを受け取る。

　その後、ミィはオーブを奪われないように拠点へと帰り着くと、オーブを設置し、肩の力を抜いた。

「さて……運よく奪えたが……」

「どこのギルドかは分からないですが、恐らく取り返しに来ますね」

　隣にいたミザリーが続ける。

　どのギルドがいつやって来るかは分からないが、このオーブがポイントになる前には来るだろう。

「ああ……シンも呼び戻してくれ」

「分かりました」

　全員を呼び寄せて万全の体制を整える。




　シンも間に合い、静かに待つ【炎帝ノ国】に索敵部隊からの報告が次々に入ってくる。

　その内容はどれも大規模ギルドが侵攻してきているというものだった。【炎帝ノ国】のオーブの周りは基本的に平地であり、身を隠せる場所もほぼない。

【炎帝ノ国】の強さを知っている多くのギルドが、自分達だけでは勝てない強力なギルドを倒してしまおう、周りと足並みを揃えて最後に美お味いしいところだけを搔かっ攫さらおう。そう考えた結果、いくつもの大規模ギルドが一時的に戦闘をやめ、【炎帝ノ国】を囲むという状況が生み出されたのである。

「もう来るぞ！　全員、準備だ！」

「うん……頑張ろう……！」

「大丈夫大丈夫、ミィがなんとかしてくれるって」

「回復は任せて下さい」

　意気込む四人だが、ミィに新たに一つのメッセージが届いた。

　そこには、恐らくメイプルと思われる化物接近中、危険。

　と、そう書かれていた。

　ミィの顔色がすうっと悪くなる。

「噓うそ……もういいでしょ……ないないない……」

　思わず素が出るミィに三人がどうしたのかと問いかける。

　ミィはメッセージの内容を三人に伝えた。

「とてもつらい」

「俺……カスミにも負けてるんだけどなぁ……負けてるんだけどなぁ！」

「あ、はい……そう……」

　マルクスはそのまま地面に寝転がってしまった。

　罠の効かないメイプルに強い苦手意識を持っているのである。

「とてもつらい」

　そうしているうちに大規模ギルドも迫ってきていた。
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　大規模ギルドが次々とその姿を現し【炎帝ノ国】を取り囲む。その数は千を超えていた。

「……どうせ全滅だ。一人でも多く道連れにするぞ！」

　ミィが【炎帝】を発動させつつ覚悟を決める。

「……やるよ、やる」

　マルクスも怠そうに立ち上がると頰をペチペチと叩たたいてやる気を取り戻した。




「さあ……いくぞ！　【フレアアクセル】！」

　轟ごう音おんと爆炎が戦闘開始の合図となって【炎帝ノ国】の集団に向けて一斉に魔法が撃ち込まれる。

　複数の大規模ギルドからの攻撃である。たったこれだけで終わりかねない。

「【聖女の祈り】！」

　ミザリーの魔法によって天から光が降り注ぐ。

　全ＭＰを使用し三分間ＭＰが回復出来なくなる代わりに、超広範囲に一定時間高速自動回復の効果を与えるスキルである。

　受けたダメージはみるみるうちに回復していき、直撃を受けるようなことがなければ倒れることはないだろう。

　大技であり再使用には時間がかかるため、勿もち論ろんＭＰが回復したとしても連発は出来ない。

　それでも使用せざるを得なかった。

「お願いします！」

　早くも戦力外となったミザリーは頼れる仲間に託すしかない。

「ああ！」

　シンとマルクスはミィとは逆方向に向かう。分が悪くなると分かっていてもギルドメンバーはそれぞれ分散せざるを得なかった。




「【爆炎】！」

　迫る魔法を豪快に吹き飛ばし、魔法使いとは思えない動きでミィが一つの集団に迫る。

　炎球を顔面に叩きつけ、地面から炎を噴き上げて蹂じゆう躙りんする。

　ただ、ＭＰも凄すごい速度でなくなっていく。全員を倒す為ためには少なくなってきていた手持ちのポーション全てを使っても足りないだろう。

「それでも……！」

　一人でも多く倒せばそれは後の自分達に有益になる。

　そもそも逃げられないだろう現状では限界ギリギリまで戦うことしか出来ない。

　そんな状況でさらに最も恐れていたものが現れる。

　開けた平地、大規模ギルドの後方から巨大な化物が駆けてくる。

　戦闘中でなければ額に手を当てて空でも仰いでいただろう。

「これは……駄目か……」

　そう思ったミィだったが、そうはならなかった。

　化物は大規模ギルドの後方に着くと、後衛を食い千切って引き裂いて大規模ギルドを攻撃し始めたのだ。

　唐突に現れた化物を中心に、死が暴風のように吹き荒れる。それはまさに天災というべきものだった。
















「まだやれるか……！」

　ミィはもう一度気合いを入れ直して大規模ギルドを攻撃し始めた。




　メイプル達の目的は【炎帝ノ国】に群がる大規模ギルドの壊滅。

　その際に【炎帝ノ国】の中でもより強いプレイヤーは出来るだけ倒されないように手助けするということになっている。

　つまりミィ、マルクス、ミザリー、シンの四人は生かされる。

　四人が大規模ギルドに重大な損害を与えてくれるからだ。

　ミィは大規模ギルドを攻撃してくれているメイプルの邪魔をしようとはしない。

　また、メイプルもミィには関与しない。

　これにより実質の共闘関係が生まれた。




「どんどん次に行って！」

「うん！」

　背中の面々は爆弾を放り投げてダメージを与え、メイプルはプレイヤーを轢ひきながら大規模ギルドを突っ切っていく。

「メイプル！　あっちがピンチ！」

「おっけー！」

　暗い時は暗い時で不気味だが、明るい場所での今のメイプルはそれはそれで恐ろしい。

　大規模ギルドの注意が全てメイプルに向くほどの存在感があった。

　結果大規模ギルドは話し合うこともなく、本能に従うように一斉にメイプルへと刃を向けた。

【炎帝ノ国】を後回しにしてでも倒さなければならないものがそこにいるのだ。

「おー……すっごい来たよ！」

「だね……っ!?　メイプル！　守って！」

　切羽詰まったサリーの声がメイプルに届く。

　メイプルが【身捧ささぐ慈愛】を発動させたのと近くにいた大規模ギルドごとその場を光が包み込んだのは同時だった。

「【暴虐】がやられちゃった！　んん……ちょっと来ないでねっ！」

【暴虐】の効果が切れ、チャンスとばかりに斬りかかってきたプレイヤーに、メイプルはそのまま大盾を押しつけ【悪食】によって反撃する。【暴虐】が切れても、メイプルは十分に強いということを多くのプレイヤーが再確認した。メイプルは何人かを大盾で飲み込むとサリー達が無事か急いで確認する。

「皆無事だよ！　……でも」

　サリーが数瞬前に見つけたのは木陰で剣を引き抜いたペインだった。ローブを羽織っているものの、抜き放たれた光を纏う白の長剣を見間違えるはずがなかった。

　大規模ギルドの騒ぎを聞きつけ、一気に戦力を削るためにやってきたというわけである。再戦とまではいかないものの鋭い視線を向けていた。

　先程の攻撃はちょうどメイプルに注意が集まり、多くのプレイヤーが固まり始めた所を狙ったのである。

「メイプル！　来るよ！　だから……」

「うん！　【暴虐】！」

　昨日きのうの分の【暴虐】が壊れてもまだ今日の分が残っている。

　絶望が再臨する。そしてさらに。




「「【幻影世界フアントムワールド！】」」

　カナデとサリーが叫んだ魔法。

　三分間、対象と同じ能力値を持ち自律行動する分身を三つ作り出す魔法。

　それらはメイプルに吸い込まれていき。




　化物姿のメイプルは合計七体になった。




　近づいてきていたのはペイン以外にもドラグとフレデリカとドレッドもいた。

　メイプルの姿が元に戻った今、攻撃のチャンスだと一歩を踏み出していたのだ。

「見る度におかしくなってるぞ、おい！　【地割れ】！」

　ドラグが慣れと諦あきらめと共に地面を割る。

　どのメイプルが近づいてきても危険なのだから足止めしなくてはならない。




　聖剣の光は天を照らし、地面は割れ、炎は噴き出て、化物は駆ける。

　植物は蔓つるを伸ばし、魔法は空を覆う。剣が舞い、幻想が人を惑わせる。

　破壊は繰り返され、プレイヤーの消えゆく最後の光は戦場を儚はかなくも美しく彩った。

「くそっ！　どっち行っても死ぬしかねえ！」

「災害かよ……やめてくれ……」

「呆ほうけてるな！　二体来るぞ！」

　励ます者、これは無理だと諦める者、メイプルの分身は彼らを皆一様に跳ね飛ばしていった。
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　突如現れた地獄のようなこの環境では凡人から順に死んでいく。

　一人また一人と倒れていき、三分が経たちメイプルの分身が消えた頃には半数以上のプレイヤーが光となって消えていた。

　ただ流石に【暴虐】状態のメイプルにも貫通スキルを使用することには全員が思い至ってしまったため、小さなダメージが積み重なってメイプルは元の姿に戻されてしまった。

　天に向かって伸び上がった化物の姿が消え、メイプルがプレイヤー達の集団の中に落下してくる。

　プレイヤー達はそれぞれにスキルを準備しており、着地してからの行動を許さないつもりである。




「【全武装展開】！」

　空中にいるメイプルから地面に向けていくつもの銃口砲口が向けられる。

　ガシャガシャと音を立てて次々に黒い兵器が展開される。

「【滲にじみ出でる混こん沌とん】！　【毒竜ヒドラ】！」

　地面に向かってもう嫌という程見た化物の口が放たれ、メイプルを真下から攻撃しようとしていたプレイヤー達を消し飛ばした。

　続く【毒竜ヒドラ】が地面を毒に沈めメイプルが有利に動けるようになる。

　また、【毒耐性】が十分でないプレイヤーはそのままやられてしまう。




　メイプルを包む化物の体は確かに消えた。

　だがしかし、メイプルという存在は化物が人の姿に形を変えたものと言っても過言ではない。

　いや、それ以上のものとも言える。

　見た目は遥はるかに良くなれどその攻撃手段は比べられないほど多彩になっており、攻撃も当てにくくなっている。

　あの姿よりも厄介な、可愛かわいらしい顔をした天使のような悪魔。

　敵対したプレイヤーからすればこういった印象になるのは仕方なかった。

　着地したメイプルが纏まとう兵器はメイプルをぐるりと取り囲んでいたプレイヤーを撃ち抜き焼き払って倒していく。

　強力な毒の海の中心にいるメイプルには【毒無効】がなければまともに近づけないが、遠くからの貫通効果付きの魔法は大盾によって受け止められてしまう。

　結果、取り囲んでいたプレイヤー達は完全にメイプルを諦めて、包囲を解いてメイプルから離れることになった。

　当然メイプルが無事に離れさせてくれるはずもなく、爆炎と共にメイプルが高速で飛び回り始めるという事態になった。




【集う聖剣】の面々は奇襲攻撃に失敗した直後に【地割れ】によって周りを足止めしたことで、カウンターを防ぐことが出来た。

　現状は【炎帝ノ国】のオーブを狙いつつ、せっかく集まってくれている競争相手を潰つぶしているといったところだった。

　ペインとドレッドは一人でも十分過ぎるほどに戦えるプレイヤーなため単独で、ドラグとフレデリカは固まって行動していた。

【楓かえでの木】からは離れて戦っている理由は主に、大規模ギルドのライバルを潰すために効率がいいことと、基本【楓の木】は危険なことの二つである。

「標的が移る前には撤退……か」

　ペインは一人呟つぶやきながら目の前のプレイヤーを処理していく。

　ペインにしろメイプルにしろあるラインを超えると格下との戦いは作業になる。

　ペインは頭の中でメイプルとの戦闘をイメージし、結果を思い浮かべる。

　するとどう立ち回っても、両者共に万全の状態ではメイプルを倒すまでには至らないという結論が出た。

「鍛え直すか……」

　ペインはいつかまた明確に勝てると感じた時に戦うつもりなのである。

「新たにスキルでも探してみるとしよう」

　ペインはメイプルが暴れまわっているのを遠くに見ながら、目の前のプレイヤーをまた一人斬り捨てていき、そうして自分達の被害が大きくならないうちに撤退したのだった。




　どのギルドからも危険だとされているギルドが三つ共集まっているのだ。

　その殲せん滅めつ力は並大抵ではない。

　しかも三者共に干渉しないように意識し合っているのだからたちが悪い。

　ボロボロになって全ギルドが撤退した後で残ったのは、【炎帝ノ国】の四人と【楓の木】の面々だけである。

【楓の木】はクロムがマイとユイと後衛組を【カバームーブ】と【カバー】を活用して守っていたためボロボロになっているくらいで、カスミも回復が間に合っているし、サリーも問題ない。

　メイプルも当然大丈夫である。

「スキルがなければ終わってたな……」

　クロムは自分が生き残っていることが不思議なくらいだった。

　何度もＨＰはなくなりかけたが【魂喰らいソウルイーター】と【吸魂】、【バトルヒーリング】によって気味が悪い速度で回復していったのである。

　対して【炎帝ノ国】は満まん身しん創そう痍いであり、もう既にほとんどの切り札を使ってしまっている。さらにギルドメンバーの多くが既にリタイアすることになってしまっていた。

　ここから【楓の木】とは戦えないだろう。

　ミィもそう判断したようで、ちょうどメイプルと自分達との間にある自軍オーブを回収に向かうことすら諦めて炎をその体に纏わせた。

　直後起こったのは大爆発。

　そう、ミィはありったけのＭＰを使ってメイプルの自爆飛行を真似て、ミザリーとシンとマルクスをつれてその場から緊急離脱したのだ。

　メイプルとは違い回復をミザリーに頼るのだが、結果としてそれは成功した。

　これは【炎帝ノ国】のギルドメンバーの総意だった。

　上位に留まることをギルド内最強の四人に託したのである。




　メイプル達は再びオーブを手に入れることに成功したのであった。











八章　防御特化と安全圏。









　メイプル達はメイプルが【暴虐】をもう一度使うことが出来ないため、ギルドまでシロップに乗ってゆっくりと帰る。

　そして手持ちのオーブ全てを設置して全員が休息に入った。




　そうしていること一時間。

　普通ならばどこかのギルドがやってきてもおかしくはなかったが、高速化する展開のために死亡回数が危険域に入っている中で、わざわざ死地に赴こうというプレイヤーはいなかった。

　大量のオーブを所持していながらも、今このゲーム内で最も静かな時間が流れているのが【楓の木】の拠点だった。




「サリー？　何見てるの？」

　メイプルはサリーが青いパネルを空中に出しているのを見てサリーに近づく。

「んー？　ああ、えっと……凄すごいことになってるなあって」

「凄いこと？」

　メイプルがサリーの出しているパネルを覗のぞき込むとそこにはランキングが映っていた。

　そしてそのランキングにおいて今までと違う所は、壊滅している大規模ギルドがあるということだった。

「あ、また一つ……これは【集う聖剣】か【炎帝ノ国】が暴れているのかも、うん、多分」

「そうなの？」

「どっちかと言うと【炎帝ノ国】だと思うけどね。【炎帝ノ国】はさっきので壊滅寸前みたいだったし、多分あと二日以上戦えない。だから……ライバルを壊滅させて後は運を天に任せるっていう」

　サリーには確認しようのないことだが、【炎帝ノ国】が周りを潰すことでこれ以上ポイントを増加させないようにして、十位以内を何とかキープしようと考えているというのは当たっていた。

　しかし、ただでさえ限界の【炎帝ノ国】が順位を落とさないために他のギルド、それも大規模ギルドを襲うというのはかなりの負担がかかる。

　そう長くは持たないだろう。

「この殲滅力は凄いよ……メイプルが全力でやってる時よりも凄い」

「私は上う手まく轢ひけないと倒せないから……でも皆立ち上がってこないから攻撃は受けないんだけどね！」

【暴虐】状態のメイプルに跳ね飛ばされたプレイヤーの多くは死亡してはいない。死亡するのは運悪く進行方向に弾かれて連続で轢かれた場合くらいである。

　ただ、ぶつかって宙を舞うことになれば冷静さは吹き飛んでしまう。

　プレイヤーがぽんぽん跳ね飛ぶため冷静さを奪い混乱させる能力は高いが、全滅させるのにはその巨体を生かしてもそれなりに時間がかかる。

　そもそもメイプルの持つ初見殺しの要素が今回のイベントにおいてかなり上手く働いただけであり、同じことは一ヶ月後には出来ないだろう。

　メイプルに対してミィは分かりやすく、躱かわして超火力を押し付けるだけである。

　火力においてメイプルのそれを遥かに上回っていると言えるだろう。

　メイプルを見て自爆飛行も覚えた今、無理をすれば短時間で大規模ギルドを壊滅させることも可能ではある。

　大規模ギルドを殲滅してくれれば【楓の木】にとっても嬉うれしいことだ。

「誰も取り返しにこないけど……今回のオーブを守りきれば十位以内はほぼ確定だと思う」

「じゃあもう外に出ていく必要は？」

「まあないよね」

　サリーがそう言うとメイプルはにっこりと笑いつつ座った。

「今回は今までで一番頑張ったから……ほんと疲れたなあ」

「後は【水晶壁】と銃撃の用意で万が一に備えておいて」

「うん、分かった」

　メイプルが返事をしたところでサリーもその場に座り込んで、メイプルと一緒にギルドがどうなっていくのかを確認し続けることにした。





◆□◆□◆□◆□◆






　ゲーム外では運営陣が残りギルド数を表す表示を見つめていた。




「これは……もう終わっただろ」

「だな……」

　残るギルドを示す表示は六という数字を浮かび上がらせている。

　そしてそれらのギルドは全て現在十位以内であることが確認されている。

　つまりもう十位以内に入るギルドは確定したということだ。

　五日を予定していた今回のイベントは四日目の早朝には実質の終了を迎えていた。先程までは減り続けていたギルドの数表示は全く動きを見せなくなった。

「どいつもこいつも殺意高いなぁ!?　おい!?」

「今回のイベントの見所編集して動画にするぞ。もうこれといったことは起こらないだろ」

　男が周りに指示を出すと、次々に膨大な量の録画データからこれはと思ったシーンが選び出されていく。

「五割近くメイプルが映ってるんだが……」

「メイプルを映さずに見所を抜き出せと言うのか？　これでも削った方だぞ」

　呟つぶやいた男の方に首だけを向けてそう言うと、呟いた男は額に手を当て椅子の背もたれに身体からだを投げ出した。

「まあ【楓かえでの木】に引っかき回されたのがイベントが思うようにいかなかった原因か……」

「【炎帝ノ国】は十位だしな、しかも既に全滅だろ？　順位予想もやってみていたんだが……まあ当たらない」

【炎帝ノ国】はライバルを次々に倒していたが、無理をし続けたために全滅に至った。

　ただ、何とか十位を確定させることには成功していた。

「メイプルの行動が読めるようになればなあ……」

　それは多くのプレイヤーも思っていることだった。

　対策の立てやすい者ほど対処は容易になるからだ。

「無理なことを考えても無駄……それより次回の日数……仕様、特にギルド規模なんかは考え直さないとな」

「だな、流石に丸二日余るほど戦闘が激化するとは……」

　彼が次回のことを考えていたところで、思いついたというように一人の男が部へ屋やの中にいる全員に聞こえるように言い放つ。

「なら一つ予想してみよう！　お題は今のメイプルが何をしているか！　どう？　当たった奴やつには俺が一回奢おごるよ」

　その提案にその場にいた全員が乗った。

　メリットしかないのだから当然である。

「少し前の録画データを見ればいけるか。オーブ周りのものしかないが……」

　そう言って適当に選び抜いた【楓の木】の四日目の広間の映像を映し出す準備をし始める。

「なら、拠点にいないってのもありか？」

「いいんじゃね？　それだと簡単に探せないからな……まあ多分拠点にいるとは思うが……」

「じゃあ予想開始！　思いついた奴は挙手！」

　奢ると言い出した男が合図をすると早速何人かが手を挙げた。

　そして男が指示した順にそれぞれに予想を述べていく。

「ギルメン全員でボードゲーム中」

「機械神で空を飛ぶ練習」

「双子に人間お手玉をされている」

「【鍛冶かじ】で作られた武器を齧かじってスキルが得られないか試している」

「何だ、皆普通過ぎやしないか？」

「それもそうか……」

　普通過ぎると言われたことで、全員がメイプルならばどんなことをするかと再び思考を巡らせた。

　そうしてどんどん予想は混こん沌とんとしていく。

「巨大化した亀の口の中に入っている」

「何故かサリーと戦っている」

「いっそ亀を齧る」

　全員が口々に予想を述べていく。

　そして粗方意見が出尽くして部屋が静かになったところで発案者が終了を宣言した。

「じゃあ……映すぞ」

「ああ」

　一瞬の後、大きなモニターに【楓の木】が映し出される。




　肝心のメイプルは、全身を完全に包む羊毛の塊からニョキニョキと兵器を生やして、マイとユイに担がれながら拠点を歩き回っているという状況だった。




　それを見たところで動画はそっと閉じられた。




「あれも入れるか？」

「……ああ」

　そのワンシーンはそっと見所集に加えられ、運営陣はそれぞれが何か理解を超えたものを見たことに対する処理へと移った。











エピローグ　防御特化とつながり。









　運営がもう既に終わったと予想したのは正しかった。

　四日目からゲーム内で戦闘は一切起こらずに平和に時間は過ぎていった。




　そうしてランキングも特に変動することなく五日目を終えたメイプル達は通常フィールドへと転移した。

　転移してから数秒後、各プレイヤーの目の前に青色のパネルが浮かび上がり今回の最終順位を表示する。




「今回も三位だ！」

「そう言えばメイプルは最初のイベントも三位だったね」

　十位までならば報酬は変わらないためより上位を目指そうとはしていなかったが、大規模ギルドのオーブのポイントをまとめて手に入れることが出来たことが大きかったのだ。

　そうしている内に最高ランクの報酬がパネルに表示される。

　ギルドメンバー全員に、銀のメダルが五枚に木製の札が一枚。ギルドマスターであるメイプルには全ステータスを５％上昇させるギルド設置アイテムも贈られた。

　メイプルはそれらを自分のインベントリにしまうと木製の札を改めて取り出して眺める。

「【通行許可証・伍】……ふむふむ」

　そう書かれた文字の下には小さくメイプルの名前も入っていた。

　貸し借りは出来ないようになっているのである。

「次階層で役立つらしいね。まあまだ少し先のことだけど」

　サリーはメイプル同様に取り出していた札をしまった。

「何はともあれ……お疲れ様、メイプル」

「お疲れ様！　サリー！」

　互いに健闘を讃たたえ合うと【楓の木】のメンバー全員でギルドに戻っていった。




　無事十位内に入ることが出来たことを祝ってパーティーでもしようというメイプルの案に全員が賛成したため、数日後に【楓の木】で打ち上げを行うこととなった。

　イズは【料理】スキルも最大まで上げてあるため料理も絶品である。

　だが、全員が揃そろってもメイプルだけがやってこない。

「何か買ってくるって飛び出したっきり……私も付いていった方が良かったか……」

「そうね……一人にするとフラフラとどこかへ行くもの」

　サリーが会話を止めてメイプルを探しにいこうとしたその時、ギルドの扉が開いてメイプルが帰ってきた。

　いつものように予想外を引き連れて。




「ただいまー！」

「うん、おかえりメイプル。で、後ろの皆は？」

　サリーの目線の先には【集う聖剣】の四人と【炎帝ノ国】の四人。

　何な故ぜいるのかとメイプルに問うと明るい調子でメイプルは答えた。

「外で出会って話してたら流れでフレンド登録して貰もらえたから招待したから？　あれだって、えっと、強い人同士で繫がりを持つみたいな？　私も強い人になってきたんだよ！」

「ああ、うん……」

　メイプルが見せてくるフレンド欄には【楓の木】と、【集う聖剣】と【炎帝ノ国】それぞれ四名のプレイヤーの名前がずらっと並んでいる。

　メイプルの一般的な扱いを知っているサリーは、それをフレンドとはまた違うもののように眺めていた。

　魔王でも真っ青になって逃げ出すだろう。




　突然のゲストに対応してイズは料理を次々に作る。

【楓の木】は八人しかいないため追加で誰か来ようとも余裕を持って席に着くことが出来る。

　それぞれに料理を楽しみ時間を過ごしていると運営からの通知が届く。

　そこには一つの動画があった。

「ギルドのモニターで映してみようか。皆同じ動画みたいだし」

　メイプルが立ち上がってギルドに備え付けられたモニターをいじり動画を再生する。

　映し出されたのは今回のイベントのハイライト。

　ただ、ほとんどはここにいる者達の行動である。

　ペインが映ったと思えばミィが、切り替わったと思えばサリーが映る。

「あー……これあの夜の……私の失態がー！」

　フレデリカが叫ぶ。

「もうちょっと元気だったらフレデリカもいけてたんだけどなぁ」

　サリーがそう言うとフレデリカはむっとした顔で返す。

「そんな簡単にはいかないけどねー」

「じゃあ後で一回どう？」

「いいよー!?　今度は当てる！　絶対当てる！」

　そんな話をしている内にメイプルが映る。

「まだ人型なんだな」

「七匹になるんだろ、知ってるぜ」

　ドレッドとドラグが虚ろな目で呟く。

　男性陣がモニターを眺める。クロム以外は全員が一度やられているため良い思い出はないだろう。カナデは違和感なく女性陣に混じってそこからモニターを見ていた。

「思い出すだけでつらい」

　マルクスが克服するには特に時間がかかりそうだ。

　最後の方でクロムがマイとユイとイズとカナデの四人を【カバームーブ】での変則移動と常軌を逸した回復力で守りきる映像が流れた時には、比較的普通だと思っていたのにというような視線が向けられていた。

「次は勝つさ。負けたままでいるのは嫌いなんだ。それに今回でスキルも確認できた」

「ほんの少し目を離しただけで毛玉になったり化物になったりするメイプルに勝てるか？」

　クロムが意気込むペインに返す。

「まあ、予想外には慣れる必要があるね。目の前で化物になった時は流石さすがに動きが鈍った」

　ペインはまずは分かっているスキルの対策からしていこうと考えた。今回はメイプルが勝ったものの、次にどうなるかは分からない。ペインにもメイプルを倒すだけの力があることは間違いないことだった。








７８０名前：名無しの大盾使い

やあ




７８１名前：名無しの槍使い

おう動画見たぞ




７８２名前：名無しの弓使い

今まで歩く要よう塞さいだの人外防御だの言われてたのが走る要塞と人外になってて

もうどうしたらいいんですかね？




７８３名前：名無しの大剣使い

ちょっと前までは人だったんだがなぁ

中身はともかくな




７８４名前：名無しの大盾使い

ちょっと目を離した隙にすくすく育っててなあ




７８５名前：名無しの魔法使い

どう育てば武装展開やら身体変化やらするようになるのか

ご教授願いたい




７８６名前：名無しの大盾使い

だから本当電光石火なんだよ

ほんの一日だけ目を離したらその瞬間に一ひと皮かわ剝むけてくるんだよ




７８７名前：名無しの槍使い

一皮？　ひとかわ？　ほよよ




７８８名前：名無しの大剣使い

一皮剝けて成長というか突然変異クラスだろうそうだろう




７８９名前：名無しの弓使い

と言うか楓かえでの木は全員まともじゃないぞ

クロムの映像見て確信したぞ




７９０名前：名無しの大盾使い

そうか？




７９１名前：名無しの弓使い

そう

クロムも人の皮を被っていただけだった




７９２名前：名無しの大剣使い

メイプルちゃんがやばすぎて相対的に普通に見えてしまうだけでなあ

ただそれを考慮してもサリーちゃんと双子ちゃんはおかしい側




７９３名前：名無しの魔法使い

俺楓の木の轢ひき逃にげにあってるからな

暗闇で急に空を舞う感覚は分かるまい




７９４名前：名無しの弓使い

前衛を鉄球数発とかな

これメイプルちゃんの系譜だろ

明らかに足遅かったし




７９５名前：名無しの槍使い

だろうな

まあメイプルちゃんよりはマシな感じはしてるけど




７９６名前：名無しの大盾使い

メイプルちゃんの育成の賜たま物ものな

一日で仕上がった




７９７名前：名無しの大剣使い

は？

特性：メイプルってのは感染すんの？




７９８名前：名無しの魔法使い

するよ？

クロムにも感染してそうなんだよなあ




７９９名前：名無しの槍使い

動画を見る限りクロムにはしてるだろ

てかカスミくらいじゃねーの大きく装備変わってないの

後衛も軒並みおかしい




８００名前：名無しの大剣使い

でもまあ一対一なら何とかなりそうだろ

ならない奴やつがヤバい奴




８０１名前：名無しの大盾使い

まじめな話サリーちゃんに一対一で勝てる奴いる？

俺はギルドホームの訓練場でやってみたが無理だった




８０２名前：名無しの弓使い

躱かわすんだっけか？

動画で見た感じだともう少しでって感じなんだがな




８０３名前：名無しの大盾使い

噂うわさも広まってると思うがマジで噂のままだからな

ただただ攻撃が当たらない




８０４名前：名無しの大剣使い

楓の木の噂というか話？

溢あふれ返ってるからな特に今回のイベントでの動画がインパクト強すぎ




８０５名前：名無しの槍使い

神魔大戦とか終末の日とかまあ凄すさまじい呼ばれ方してる三日目な




８０６名前：名無しの大盾使い

分裂したからな

まああれはメイプルちゃん一人では無理らしいが




８０７名前：名無しの弓使い

絶無の希望がひとつまみの希望になるだけで大した差はないです




８０８名前：名無しの魔法使い

ペインがメイプルちゃんにダメージ与えた瞬間にメイプルちゃんにＨＰの概念があったことを再確認したわ




８０９名前：名無しの槍使い

てかメイプルちゃんはあれだ

何で確定耐えスキル持ってんの？

メイプルちゃんを削った奴が以前にもいんの？




８１０名前：名無しの大盾使い

いるなあ

多分人ではないだろうが

そしてメイプルちゃんの今のＶＩＴなら削られないだろうが




８１１名前：名無しの弓使い

まだ上がってんの？

もう既にこれ以上必要ないレベルだろ




８１２名前：名無しの大盾使い

最近聞いたら五桁けたが見えていると

そうおっしゃいまして

私も意識飛びかけましたよ本当もう




８１３名前：名無しの大剣使い

俺のＳＴＲの一〇〇倍くらいなんだが

なんだが？




８１４名前：名無しの魔法使い

そうなるとあれかもう他のステータスには振りたくない気分になってきたと




８１５名前：名無しの弓使い

楽しんでくれて何よりです

というか他のステータスに振り始めると手がつけられなくなる

普通に走るようになるだけで超強化とかうけるわ




８１６名前：名無しの大盾使い

メイプルちゃんは効率とか考えてないのか考えてるのかよく分からん




８１７名前：名無しの魔法使い

ガチガチに考えてないから強くなった説を推しておこう




８１８名前：名無しの槍使い

普通の思考では毛玉になって神輿みこしは思いつかんわな




８１９名前：名無しの弓使い

四日目以降の唯一の映像があれだからな




８２０名前：名無しの大剣使い

炎帝のバトルシーンからぱっと切り替わった先であれを見せられた俺はまた思考を停止させられましたよ
















書き下ろし番外編　防御特化とイベント後日。









　第四回イベントを終えて数日、メイプルはまだイベントがあちこちで話題になっている三層の町、そのギルドホームでくつろいでいた。

「四層も近いうちに追加されるみたいだし……そうなったらまた皆でボス攻略だね！」

　メイプルは運営から送られてきたメッセージを確認して、四層はどんな風になっているか想像を膨らませる。

「んー……あ！　そういえば」

　メイプルは何かを思い出したように、座っていたソファーからばっと立ち上がる。

「皆で四層に行っちゃう前にアレやってみようかな。結構高いけど……」

　メイプルはそう行ってギルドホームを出て行くと町を進み、とある店の前で立ち止まった。それは空を飛ぶ機械を売っている店である。

「なくてもいいけど……せっかくだし、やっぱり試してみよっと！　私の使える機械の方がいいけど。いいけどっ！」

【機械神】の方がいいのだと、『一代目』に言うようにそう繰り返して、メイプルは改めて並んでいる機械を眺める。

「うーん……四人用とか、車型とかはやっぱり高いなあ。一人用の方がいいかな……でも使いやすいのがいいよね。んー……」

　メイプルがどれにしようかと悩んでいると、後ろから声がかかった。

「メイプルさん！」

「こんにちは」

「あ、マイとユイ……そうだ！　ちょうどよかった！　二人はどんな機械使ってるの？」

　質問を受けたマイとユイはインベントリから機械を取り出す。二人とも同じ機械であり、靴より一回り大きなブーツの形をしていた。

「えっと……これを使って飛びます。ふわっと浮く感じになります」

　マイはカチャカチャと留め具を動かし、機械を身につけるとその場で少し浮き上がって見せた。

「おー！　すっごい！　でも……難しそうだね」

「はい……ユイがこれがいいって言ったのでこれにしたんですけど……何回も地面に落ちたり」

「本当、ごめんねお姉ちゃん……あんなに難しいと思わなくて」

　しかし、利点もあったと二人は語る。

　それは両手が自由に使えるため、空を飛んでいる途中にモンスターが襲ってきても、対処することができるということである。

「なるほど……んー、どうしようかな。せっかくだし二人と同じのにしようかな。えっと、この後って大丈夫？　よければちょっと教えて欲しいかなーって」

「大丈夫ですっ！」

「はい、私も」

　それならばと、メイプルは早速靴型の機械を買った。そしてメイプルはそのままフィールドの方へと歩いて行こうとする。

「町の中で墜落するのは危ないし……他の人があんまりいないところかな？」

「それなら町から東に行くのがいいですよ」

「あと……メイプルさん。途中でモンスターを倒して経験値を稼ぎながらでもいいですか？　メイプルさんがいると安心できるので……」

「うん、いいよ！　防御は任せて！」

　飛び方を教えてもらうお礼というように、メイプルは大きく頷うなずいて答えたのだった。

　そうしてメイプルにしては珍しく、地面を歩いてフィールドを進んでいく。

　フィールドに出てすぐ、メイプルは【身捧ささぐ慈愛】を発動してマイとユイを守る。

　第四回イベントでもその強さをしっかりと発揮した、お互いの弱点を補い合う陣形である。

「じゃあ行こう！」

「「はいっ！」」

　三人は三層を東へと進んでいく。三層は空を飛ぶことで楽に行けるようになるフィールドが主であり、地上のモンスターは空に出るものと比べて数が多く、また強く設定されていた。

　ただ、そんなことはこの三人には関係のないことだった。

「「【ダブルインパクト】！」」

　マイとユイに近づくことは死地に飛び込むのと同じことである。飛びかかってくるモンスターは、メイプルの守りを破ることができずに、散っていくばかりだった。

「二人とも戦い方上う手まくなってるね」

「そうですか……？」

「うん、何となく？　だけど、そんな気がする！」

「イベントでちょっとコツを摑つかんだのかもしれないです！」

　ユイは嬉うれしそうにメイプルにそう言って、より一層力強く大おお槌つちを振った。

「うーん、私も頑張らないとなあ。盾をもっと上手く使えるようにね！　こう……こう！」

　メイプルはそう言ってババッと盾を動かして、攻撃をガードする仕草を見せる。メイプルのそんな動きを見て、二人は自分も頑張ろうと大槌を握り締める。形は違えど、メイプルは極振りで遥はるか上のレベルにまで辿たどり着ついている。そんなメイプルは二人の目標だった。

「私達ももっと上手くなれるといいなあ……あ！　お姉ちゃん来るよ！」

「うん、大丈夫っ」

　バットを振りぬくようにして、横よこ薙なぎにされたマイの大槌が、何の抵抗もなくモンスターを弾き飛ばす。

「当たれば一撃って感じだね！」

「はい、サリーさんと練習して結構当たるようになってきたんです！」

「でもまだまだサリーさんには全部避けられちゃいます……」

「うーん、やったことないけど、いっぱいサリーを見てきたから……私も当てられる気しないなぁ」

　メイプルは今までサリーと共に戦ってきたシーンを思い出して、やっぱりどうしても当てられそうにないと思うのだった。

　そうして、何匹もモンスターを吹き飛ばして、三人はようやく目的地まで辿り着いた。そこは広い草原になっており、足首より少し高い位置まで伸びた草が風でユラユラと揺れていた。

「この辺りはモンスターも少なくて……前にクロムさんと一緒にこっちの方まで来たんですよ……えっと、じゃあ練習ですっ」

　マイとユイは改めて機械を身につける。それを見てメイプルも機械を身につけた。

「おー、【機械神】を使ってる時みたいな感じだー……」

　一回り大きくなった足を見て、メイプルはそんな感想を漏らす。

「ブーツタイプは足に力を入れる感覚で操作するんです。強く入れすぎると飛んでいってしまうので……」

　そう言ってマイはゆっくりふわっと浮き上がる。そしてそのまま羽が生えたかのように空中を自由自在に飛び始める。

「えっと、力を入れる……うわっ!?」

　メイプルが足に力を入れると、体はぐんと急加速して浮き上がり、そのまま足が上に跳ね上がって頭から墜落する。

　ガシャンと大きな音を立ててメイプルが地面に倒れる。

「び、びっくりした……」

「メイプルさんそーっとです！　そーっと！」

　そう言ってユイも浮き上がるが、マイと比べるとふらふらと不安定で、メイプルが見ているうちに滑ってこけるように落ちてきた。

　メイプルの【身捧ぐ慈愛】の範囲内だったため無事で済んだが、ユイもまだまだ練習が必要そうだった。

「ユイ、いつもより下手になってるよ？」

「わ、分かってる！　ふーっ……落ち着いて落ち着いて……」

　ユイはそっと浮き上がると上空でピタッと停止する。

「ほっ……できたっ！」

　メイプルの前で上手くやろうとしたが故のミスだったのか、ユイは慎重に上昇していき、何とか安定した。

「すごーい……うーん、【機械神】で空を飛ぶ方が簡単だね、これ……」

「私達からするとあの飛び方がよく分からないです」

　ユイのその言葉にマイもこくりと頷く。

「あれは一気にばーんって飛んで、方向を変えるだけだから……これもそんな感じでできないかな？」

　そう言ってメイプルは先程よりも強く足に力を込め、今度は前にバランスを崩して勢いよく顔から地面に突き刺さった。

　そしてそのままメイプルはパタリと倒れたままになったのである。

「だ、大丈夫ですか!?」

「い、痛そう……痛くないはずだけど……」

「うぐぐ……」

　メイプルは顔についた土を拭ぬぐうと、地面に手をついてゆっくりと起き上がった。

「皆普通に飛んでるけど、凄すごかったんだね」

「もっと別の機械にしますか？　背負うタイプの簡単なものもあるので」

「うぅ……何か悔しいから、もうちょっとやってから考えるね」

　そうしてメイプルはまた練習を始める。

　メイプルは飲み込みが遅い訳ではないため、何度も墜落する内に少しずつではあるが確かに上達していった。たまにやってくるモンスターはマイとユイが蹴け散ちらしてくれていたため、練習も捗はかどっている。

　そうして一時間程練習したところでメイプルはふわっと宙に浮き上がった。

「お、おー！　できたっ！」

　メイプルは両手を伸ばしてバランスを取りながらではあるものの、初めて空中にとどまることに成功したのである。

「よし、次はこのまま歩いて……」

　滑らせるようにすっと足を動かして、メイプルは慎重に進んでいく。

　確かに進んではいるものの、メイプルの中ではこういうものではないという感覚が渦巻いていた。

「もっと、こう……飛びたい！」

　そして、メイプルはぐっと足に力を入れた。ぐんと体は加速するが、少し上達したメイプルはそのまま上手く前に足を出して空中を走るように進んでいく。

「あっ、えっ、ど、どうやって止まればいいのーっ!?」

　下手に足を止めれば落ちてしまうというように前に前に足を進めるメイプルはそのまま奥の森まで飛んでいってしまった。

「メイプルさん!?」

「お、追いかけるよユイ！」

　二人が追う中、メイプルは森の中へと落ちていく。二人がメイプルを探して森の上を飛んでいくと、緑溢あふれる木の中に頭から突き刺さって埋もれている黒い塊を見つけた。

「メイプルさん……だ、大丈夫ですか？」

「大丈夫……うう、やっぱりゆっくり練習するしかないかあ」

　マイとユイに木から引き抜かれながらメイプルは呟つぶやく。

　そうしてゆっくりと上昇すると、シロップを呼び出してふわりと浮かべ巨大化させる。

「よっ、と！　うん、やっぱりこっちの方が落ち着くよ」

　メイプルはシロップの背中に降りると、機械の靴を脱いでシロップの甲羅を撫なでる。

　メイプルは二人にコツは教えてもらったため、練習はもういつでも問題ないと自分に言い聞かせて、うんうんと頷く。

「二人のレベリングの続きをしよっか？　飛ぶのはまだちょっと時間がかかりそうだし」

　その提案を受け入れた二人とともに、メイプルは森の向こうへとシロップに乗って飛んでいく。そして、その先ではこれが本当の機械だと言わんばかりに【機械神】による銃撃が行われたのだった。





◆□◆□◆□◆□






　メイプルが空を飛び回ろうと練習を始めた頃、サリーは三層の地上でレベル上げを続けていた。

「ふっ……！　よっ、と。ふぅ……結構倒したね」

　ドロップした素材を拾い集めながら、サリーは自分の足に装着された機械を見つめる。

「色々試したけど、やっぱりこれだね」

　サリーのインベントリには他にもいくつかの機械が入っている。最も機動性に優れた靴型はサリーにとってぴったりのものだった。

　突撃してきたモンスターをふわっと空中に浮き上がって躱かわし、加速して即座に斬りつける。

　まるで生まれつきそうだったように、サリーは完全に機械を使いこなしていた。

「イベントでも使えたら良かったんだけど……んー、これから機動力が物足りなくなりそう」

　現状、サリーは空中を自在に動くことができるため、それを組み込んだ戦闘スタイルをとっている。それは、地上を駆けるだけのものよりはるかに強力なのだ。

「もっと機動力が欲しいなあ。どこかにそんなスキルあったかな？」

　サリーは情報を思い出してみるものの、そんなものが現状見当たらないことは分かっていた。そもそも、そんなスキルがあるのならサリーが見逃すはずがない。

「またイベントでメダルを集めた時にでも期待しようかな。メダルと引換のスキルも別のものになってるかもしれないし」

　サリーがそうして狩りを続けていると、遠くから見覚えのあるプレイヤーが四人でやってきた。カスミとクロム、そして【集う聖剣】のドラグとフレデリカである。

「うえー……また意味わかんない動きしてるー」

　フレデリカは第四回イベントと、その前にした決闘のことを思い出し、顔をしかめる。

「……珍しいメンバーですね？」

「まあな、メイプルもマイもユイもいなかったからさ。ちょうど暇してた二人に声をかけてみたんだ」

「またどっかでやり合うだろ？　敵情視察ってやつだぜ」

「正直過ぎません？」

　サリーの返しにドラグは不敵に笑ってみせる。フレデリカはドラグに隠れるようにして、サリーの方をじっと見ていた。

「また暇があったら決闘しに来るからー。あの時は本気じゃなかったし、イベントでももっとやれたしー」

　それならと、サリーはむっとした顔でぶつぶつとこぼすフレデリカと決闘の約束をして、カスミに話しかける。

「四人でこれからレベル上げ？」

「ああ、そうだぞ。どうする、サリーも来るか？　敵がかなり出る場所だからな、手数は多いに越したことはないだろう」

　サリーはこのあとの予定も特になかったため、誘いに乗ることにした。




　そうして、サリーを新たに加えて五人で三層の端、町の周りと比べると遥かに強力なモンスターが現れるエリアへとやってきたのである。

「さて、いくぞ。【挑発】！」

　クロムがスキルを発動すると、うろついていた見るからに硬そうな鉄製のゴーレムが、五人の方へと一気に向かってくる。

「【パワーブースト】……これくらいならバフはよかったかなー」

　フレデリカが全員に【ＳＴＲ】増加のバフをかけると、それを受けてカスミが飛び出していく。

「【一ノ太た刀ち・陽かげ炎ろう】！」

　カスミの姿がかき消えて、次の瞬間にはゴーレムをその刀で斬りつけていた。

「うし、俺もやるかぁ！」

　ドラグは防御など知らないと言った風に飛び込んでいって、周りのゴーレムをその巨大な斧おので吹き飛ばし、地面に叩たたきつけていく。

「もー防御を私に任せないでってー【多重障壁】」

「【カバーリング】【カバー】！」

　フレデリカがドラグを、クロムがカスミを守りながら押し寄せるゴーレムを倒していく。サリーならこの程度の攻撃に当たるはずがないと、二人の防御の優先順位は低い状態である。

「これくらいなら当たらないし、大丈夫……ん？　上からも来てる」

　上から機械でできた鳥型モンスターが近づいて来ているのを見つけたサリーは、機械を使って空へと舞い上がると、体をぐるぐると回転させる曲芸のような回避で次から次へと処理していく。

「いいね、うん。調子いいっ！」

【剣ノ舞】の青い光とモンスターから溢れる赤いダメージエフェクトが空に弾ける。

　そうして上空のモンスターを倒して下を確認すると、ちょうどドラグが最後のゴーレムの頭を叩き割ったところだった。

「おーし、苦戦することもねえなこのくらい」

「私が守ってるからだよー！」

「ああ、悪いな。助かるぜ」

「別にいいけどさー」

【集う聖剣】の二人がそんなやりとりをしている中で、サリーは地面に降りてくる。

「三層のモンスターも、もうそこまで強くないかな」

「俺達のギルドだと……マイとユイのレベルが足りてないくらいだな。ああ、イズは例外な」

「三層というより近々来る四層の適正レベルに近づいているのだろう。上げておいて損はないさ」

　五人はそのままさらなるレベルアップのために、敵を求めてフィールドをうろついた。

　モンスターからすれば、出会えば間違いなくやられる集団である。それが、メイプルとサリーのいる二箇所で発生していたのだった。

　もしもモンスターに逃げ出すという選択肢が設定されていたならば、逃げ出していることは間違いない、それほどの戦力差なのである。

　そうして二時間ほどのレベリングが行われた後、サリー達は解散となったのだった。特にやることもなくなったサリーは町へと戻ってきて、ギルドホームの扉を開けた。

「あ、サリー！　おかえり！」

　青いパネルを出していたメイプルがサリーに気づいて笑顔で手を振ってくる。

「メイプル、ここにいたんだ。うん、ただいま」

　サリーはメイプルの隣に座ると一度ぐっと伸びをした。

「さっきまでレベリングしてたから……んーっ、はあ……ちょっと疲れたかな」

「あ、私も私も！　さっきまで戦ってたんだよ。マイとユイと一緒に！」

　メイプルは楽しそうにさっきまでしていたことを話し始める。

「あー、メイプルも靴タイプにしたんだ。あれいいよー、すごい動きができる」

「ええ、本当？　私なんて浮き上がってちょっと飛ぶので精一杯だったよ？　何回も墜落したし」

「結構練習は必要だろうけどね。ふふっ、ちなみに私は一回も墜落しなかったよ」

　そう言ってサリーは少し自慢げに笑う。

「むっ、やるなー……でもサリーならできそう」

「そもそも、高く上がった状態から墜落したら私死んじゃうし。そのぶん慎重にやっただけなんだけどね」

「それでも難しいよー」

「あ！　そうそう、今日は【集う聖剣】の人と一緒に戦ってたんだよね。今日は戦ってるところをしっかり見たけど、やっぱり二人とも私達のギルドにはいないタイプだったなあ」

　そう言って今度はサリーが今日のことを話し始める。

「なるほどなるほど。でもマイとユイの攻撃ならドラグさんにも負けてないよ！」

「あの二人は、まあ……何というか別格というか尖とがってるからね。他にはいなそうかな」

　マイとユイに似たプレイヤーの存在は今の所サリーも聞いたことはなかった。

　また、いれば話題になっていることは間違いないだろう。

「次のイベントからはより注目度も高くなってるだろうし、対策されることも増えてくるから頑張らないとね」

「うん、頑張るよ！　次がどんなイベントかは分からないけど……フィールドを急いで回らないで済むといいなあ」

【暴虐】を手に入れた今、メイプルにとっては、フィールドを走り回ることもそれなりにできるのだが、一度ついた苦手意識というものは中々なくならないのである。

「フィールドを走り回るタイプねー。メイプルは個人報酬で欲しいものまででいいよ。ギルド報酬は私に任せて？」

「そう？　でも、できるだけ頑張るよ！」

「ふふっ、無理はしないでいいからね。私達は人手がいるイベントは向いてないし」

【楓かえでの木】はマイとユイを加えたとはいえまだ八人である。個々の能力は秀でているが、どうしても物量に勝てない場面も出てきてしまう。

「もうちょっと人を増やした方がいいかな？」

「いや、メイプルがこれだって思うようなことがなければ増やさなくていいよ。のんびり自分のペースを保てる方がいいでしょ？」

　サリーがそんなことを言うと、メイプルは確かにと大きく頷うなずいた。

「あ、そうだ！　それとね、今日四層のことを考えてた時に思ったんだけどねー、またサリーと二人で町を回って色々したいなあって」

「ん、いいね！　レベル上げばっかりしてても飽きちゃうし、気分転換って感じで」

「そうそう！　サリーも言ってたみたいに戦ってばかりじゃ疲れちゃうよ」

　メイプルがそう言ってにこっと笑うと、サリーにも自然と笑みが溢あふれる。そして、サリーは少し考えた後でこう切り出した。

「じゃあさ、今から三層の町も回っておこうよ。話を聞いてる感じだと、メイプルが飛ぶ練習をしてたのは四層がもうすぐ来るからでしょ？」

「え、うん。そうだよ？」

「なら、三層の遊び納めってことで町に行かない？　ってこと。イベントの準備が多くて三層で何かする期間は忙しかったから」

「おー！　いいね！　行きたい行きたい！」

　イベントに勧誘、そして強化と、やることが多かったため、二人が三層で自由に使うことができる時間は少なかった。その分、今から楽しもうというわけだった。

「サリー、疲れてないの？」

「メイプルと話してたら疲れも吹き飛んじゃった」

「じゃあ、遊びに行きたい！」

「おっけー、なら行こう！」

　二人はソファーから立ち上がるとギルドホームから飛び出した。

「まずはどこから行く？」

「どうしようかな。三層は素材関係の店が多いんだよね、後は装備品も」

　提案したはいいものの、サリーとしてもこれといって明確な目的地は決まっていないのである。

「細かいことはなーんにも決めずに歩くっていうのもいいと思うよ！　私はフィールドを歩いて回る時は大体そう！」

「だから全く予定してないものを持って帰って来るんだよね……うん、よし。じゃあメイプルの案に乗った！」

「やった！　じゃあ、右のほうから見てみよう？　確か前にちょっと見た時に綺き麗れいな見た目のお店があったんだよ！　何のお店かは覚えてないけど……」

「そこまで言われると気になるし……まずはそこへ行こうか」

「分かった、じゃあついてきて！」

　そう言って、メイプルはサリーの手を引いて歩き始めた。大通りから外れているためプレイヤーもまばらで歩きやすい道である。

　しばらく歩いたところで、メイプルの言う綺麗な見た目の店が見えてきた。

　メイプルは確かここだったとその店の前で立ち止まる。

「アクセサリーの店？　みたい。装飾品とはまた別物なのかな？」

　メイプルはガラスの向こうに並んでいる商品を見て呟つぶやく。

「そうみたいだね。見た目の変更とかに近いかな。他にも髪型変更とか、髪色変更とかもできるみたいだよ」

　サリーは説明しながら店の中へと入っていく。メイプルもぱたぱたと後をついて中へと入った。

「お邪魔しまーす……あ、本当だ。アクセサリーが色々……」

　店の中にはネックレスや腕輪のようなものから、リボンやチョーカーに装備品としての洋服、さらにサリーが先程言っていたような髪型変更のアイテムなどもあった。

「どう？　メイプル、何か試してみる？」

「え、じゃあ……髪の色はスキルで変わることがあるし、髪型とか変えてみたいかも！」

「私も何かやってみようかな、メイプルこの辺なんかどう？」

　そう言ってサリーがメイプルに手渡したのはロングヘアーに変更するものである。

　そのまま洋服なども試着していくと、そこにはまるで別人のようなメイプルがいた。

　フリルのついたロングスカートに、白のブラウス。そのまま立っていればおとなしそうな少女に見えることだろう。

「す、すっごいね……これもう私って分からないかも……」

　メイプルは不思議そうに、自分の腰近くまで伸びた黒髪を触っている。くるっとターンして見せると洋服のフリルがふわっと揺れた。

「近くで見れば分かる人は分かるかな。それにしても本当に全然違う感じ、何か新鮮だね」

「サリーもこの辺り着てよ！　ほらマイとユイみたいな感じの服は着てるの見たことないし」

「えっ!?　う、うーん……私はそういうのは似合わないよ」
















　サリーがやんわりと拒否すると、メイプルは目を輝かせてぐっと距離を詰めてきた。

「ふふふ、物は試しっていうでしょ！」

　自分もメイプルに色々と手渡したため、強くは出られず、サリーは今度はメイプルから色々と渡されることとなった。

「三つ編みに……ツインテールも見たことないし……どう？」

「ううっ……な、何かちょっと恥ずかしい」

　サリーはそう言って試着した洋服の裾すそを摑つかんで目を逸そらす。

「そう？」

　結局二人はそのままそれを一式買ってその店を後にした。

「むー、すぐ着替えちゃうんだ」

「ま、またそのうち着るから……多分、きっと」

　普段と見た目の違うメイプルにじとーっとした目で見つめられながら、サリーはいつもの服装でどこか逃げるように歩き始める。

「あっ、待ってよサリー！　逃げるなーっ！」

　そう言ってメイプルはサリーを追いかけていき、元々本気で逃げる気のなかったサリーに追いついた。そうして、二人はまた町巡りを再開したのである。

　そんな二人の遊び納めもやがて終わって、そしてまだ見ぬ四層は少しずつ近づいてくるのだった。











あとがき









　まずはじめに、ここまで続けて手にとってくださっている方に感謝を。そして、初めて手にとってくださった方には続けて読んでいただけたらなあと。

　どうも、夕ゆう蜜み柑かんという者です。




　皆さんの応援のお陰で『痛いのは嫌なので防御力に極振りしたいと思います。』も四巻目となりました。

　また、コミカライズの方もスタートしたということで順風満帆？　なのでしょうか。とにかくありがたい限りです。

　四巻は書き下ろしと修正を加え、読みやすく楽しめるものになっていると思います。

　いつも思うことですが、良いものを届けられていればと、そればかりです。めまぐるしく変わっていく環境に振り回されているようで、まだまだ慣れるべきことも多いままといった状況ですね。

　もっともその全てが楽しく、また新鮮だということもまさにその通りなのですけれども。




　さて、『防振り』も気づけば四巻ということで、時間の経つのは早いものです。先にも述べましたがこれも新鮮で楽しいからなのかもしれませんね。

　初心にかえって、とはまた違うかもしれませんが、私にこんな機会を下さった皆さんには感謝してもしきれません。

　四巻は登場キャラクターも多いので、魅力をうまく伝えられているといいなあと思っています。




　四巻についてと初心を振り返ったところで『痛いのは嫌なので防御力に極振りしたいと思います。』四巻を締めくくらせていただきます。




　これからもより良いものを届けられるよう精進していきますので。

　見かけた時には手にとってみてくださればと。

　そしてまた、いつかの五巻でお会いできることを楽しみにしています！


夕ゆう蜜み柑かん


















　世界でただ一人の魔物使い　～転職したら魔王に間違われました～電子特別お試し版　（著：筧千里　イラスト：ｈｕ‐ｋｏ）


















　ノアが天職『勇者』を授かり、五年。魔王討伐という面倒な使命を避け続け、彼は探し求めた「転職の書」の前に立っていた。──転職して、田舎で嫁でも迎えてのんびり幸せに暮らそう──そう願う彼の次の天職は『魔物使い』。それは、自分より低レベルの魔物を仲間に出来るという〝元カンスト勇者〟だった彼にとっては最悪の職業で……？

　僕は魔王じゃありません！　隠居したい元勇者は、夢のほのぼのスローライフを実現できる……のか？








プロローグ　そして魔物使いは成る









「やっと、見つけた……」

　達成感に僕の口から出た一言は、そんな何の変哲もない言葉だけだった。

　数多の魔物を斬り伏せ、数多の罠わなを回避し、ひたすらに邁まい進しんしてきた結果、やっと発見した──そんな、僕の求めてきた夢の結晶が、今、目の前にある。

　祭壇のような場所に置かれた、一冊の本だ。

　これを手に入れるために、僕は命懸けでここまでやってきた。

「……ノア様。やっと、あった。嬉うれしい」

「ああ、ようやくだ……」

　ノアというのは、僕の名だ。

　正確にはノア・ホワイトフィールドという。

　姓はあるけれど大貴族というわけではなく、地方に居を構える下級貴族の三男である。勿もち論ろん領地なんて持ってない、辺境伯の支配する領地においてその執務の一部を任されているだけの陪臣の家系だ。父は男爵という立場にあるけれど、実質的にはただの辺境伯の使い走りに過ぎない。

　そして、そんな家に生まれた僕も、一応貴族家の生まれと言える。だけれど、果たして夕食に一ひと欠片かけらの肉が入ったスープがあるだけで喜ぶ貧乏な家を貴族と呼んでいいのだろうか。しかも三男であり、長男と次男は存命である。そして貴族家に生まれた者で、家を継ぐ権利を持つのは嫡男だけだ。継ぐ必要もなさそうな家だけれど、一応我が家を継ぐのは嫡男にして長男であるハル兄さんである。

　そういう経緯もあって、次男であるレイ兄さんはさっさと家を出て騎士団に入り、同じく僕も自由の身となって冒険者となった。

　全ては、目の前にあるこの本を求めるために。

「これが……『転職の書』……！」

　職業というのは、天より与えられるものだ。

　全ての人間は十五歳になったときに、天より職業を授かる。それが、その本人の持つ資質という形で与えられるのだ。どういう判定基準なのかは全く分からない。その人の生まれ持ったものであるとか、それまでの経験を加味したものとか、本人の一番やりたいことが反映されるとか諸説はあるけれど、さっぱり分からないというのが事実である。実際に、パン屋の息子が与えられた職業が『鍛治師』だった、という例もあるそうだ。

　例えば、レイ兄さんのように『騎士』の職業を授かった者は、たとえ平民でも女性でも騎士団に加入することができる。それくらい、この天職というのは重視されているのだ。

　僕も、十五歳のときに天より職業を与えられた。

　どきどきしながら、僕も『騎士』を与えられるのか、それとも『魔術師』を与えられるのか、それとも『村人』とか『商人』とかのハズレ職業を与えられるのか待った。どんな職業であれ、それが僕の天職ならば受け入れようと考えていた。

　そんな僕に与えられた職業──それは、『勇者』だった。

　二度言おう。『勇者』だった。

　あらゆる悪を倒し、世界に蔓延はびこる魔物を相手にし、最終的には魔王を倒す、あの勇者である。

　歴史上、今まで何度となく現れてきた魔王を倒すのは、常に勇者の役割だと決められている、あの勇者である。

　世界にたった一人しか存在せず、天職として与えられた者がいれば国から認められ、魔王を倒すまで決して戻ってくることができない旅に出なければならないという、あの勇者である。

　そんなの全力で御免だった。

　そもそも昔から疑問に思っていたのだ。どうして魔王を倒すのは常に勇者の役割なのだ、と。

　大体、魔王がいたからといって別に何か不利益があるわけじゃない。魔王を倒しても魔物がいなくなるわけじゃないし、割と世界は平和だ。どこか遠くにいる魔王よりも、ちょっと好戦的な隣国の方が危険なこの国において、勇者の必要性なんてどこにもない。まぁ、会ったこともない魔王が本当に世界征服を志しているのかは、僕には分からないけれど。

　まぁ、そんなわけで僕は絶望した。自分が『勇者』の職業を与えられたと知ったその瞬間に、絶望した。

　天職の儀式を行ってくれた神官からも、一緒に儀式に赴いた友人からも心配されるくらいに、絶望した。

　せいぜい良かった点といえば、天職の儀式において授かるお言葉は、その本人以外に誰にも聞こえないことだろう。魔術師による《解析アナライズ》をかけられない限り、天職は基本的に自己申告だ。『騎士』のように、国家に仕える者の職業に対しては常に《解析アナライズ》がかけられるために、詐称は無意味とされる。

　だからこそ僕は、自分の職業を詐称した。『村人』だった、と。

　神官も友人も、大いに憐あわれんでくれた。何の能力も持たず、自身の身体能力に何の強化もかけられない『村人』は、かなりのハズレ職業だからだ。父に報告したときには、「お前は本当に役立たずだな」と罵られたものである。

　だが、それでも良かった。

　僕が『勇者』だと申告すれば、その瞬間に僕は魔王を倒すまで戻れない最悪の旅に出ることになってしまうのだから。

「……ノア様、やっと」

「やっと、だね。今までありがとう、ルリ」

「……違う。ルリは、ノア様に、ずっと、従う。これからも、一緒」

「それもそうか」

　ははっ、と笑う。

　そんな僕の隣にいるのは、ぼろぼろのメイド服に身を包んだ少女だ。

　僕の実家、ホワイトフィールド家から与えられた側仕え、ルリである。

　貴族は最低でも一人、自分に従う側仕えを与えられるのが慣習だ。僕はホワイトフィールド家の三男として七歳を迎えたときに、奴隷商人から購入してきたという異国の少女を与えられた。それがルリである。

　南の血が入っている褐色の整った顔立ちは泥で汚れ、メイド服はどこもかしこも破れている。僕よりも頭一つは低い背丈の少女でありながら、僕の過酷な旅にずっとついてきてくれたのだ。主に戦うのは僕ではあったものの、食事の支度などを行ってくれていたルリと、僕は二人三脚で歩んできた。

　異国から身売りに出されたところを僕の父に買われ、行くところがないというのは本人談だが──それでも、過酷な旅だった自信がある。

　元来無口な性分であるため、未だに言葉がたどたどしいのが難点だろうか。まぁ、僕にしてみれば意思の疎通ができるだけでも十分だ。

　そんな過酷な旅路の成果が、ようやく発見できたことを嬉しく思う。

「五年間、か……長かったね」

「……どこか、で、落ち着く？」

「そうだね。もう、『勇者』を背負わなくてもいいからね」

　僕は全力で、自分が『勇者』であることを隠しながら、旅に出た。この世で僕が『勇者』だと知っているのは、僕とルリだけだ。

　冒険者ではあるけれど、冒険者ギルドには何の登録もしていない。最初は登録しようと思ったのだが、冒険者ギルドから発行されるギルドカードには、もれなく自分の職業が書かれるのである。それも自己申告ではなく、ちゃんと《解析アナライズ》にかけられてだ。この事実を知らずに登録していたら、本気でまずかった。

　まぁそんな感じで、僕は自称冒険者であるが実質的には無職である。

　そんな僕が旅に出た理由──それは、噂うわさにだけ聞く伝説の品、『転職の書』を求めてのことだ。

　深い迷宮の最奥にあるとか、エルフの隠れ里にあるとか、ドラゴンの巣にあるとか、その噂だけが横行しているそれは、世界で唯一、自分の職業を変えることのできる本のことだ。

　歴史に残る冒険者アレキサンダーは、転職の書を用いることで『戦士』から世界で唯一の『魔法戦士』になったという。魔術を剣に纏まとわせ、物理攻撃に対する耐性がある魔物とも、魔術攻撃に対する耐性がある魔物とも十全に戦えていたという伝説を持つ。他にも何人か転職の書を得た者はいるらしいが、現在のところ存命の者はいないようだ。

　そこで、僕は思った。

　僕が転職の書を使えば、この忌々しい天職、『勇者』を、変えることができる──と。

「どう、使うんだろう……」

「……ページを、破る、とか」

「破ってもいいのかな……？　うーん」

　ぺらぺらとページを捲めくりながら、ルリと共に首を傾げる。

　ここに至るまで、長い長い旅路を経てきた。十五歳にして忌々しい天職を与えられ、すぐにルリと共に旅立ってもう五年ほどになる。実家には一切顔を出すことなく、僕は世界中を探し続けてきた。

　もっとも、そんな長い旅をすることができたのも、『勇者』としての力ゆえだろう。忌々しい天職ではあるけれど、さすがは一人で魔王と相対できる力だ、と感心したものである。ルリを守りながらでも、僕一人で全ての魔物を倒すことができたくらいだ。

　そして、やっと発見したここは、噂の一つだった『世界最大の迷宮の最奥』。

　リルカーラ遺跡──深い森の中にある、地下迷宮だ。

　かつて、千年ほど前にこの地にいたという魔王リルカーラ。そんな魔王リルカーラを当時の勇者ゴルドバが倒し、以降放置されている迷宮である。結果、魔物の巣となり冒険者も訪れるものの、地下に進めば進むほど魔物もどんどん強くなってゆくという鬼畜な迷宮だ。

　何せ、僕でも入り口からここまで来るのに、一度も出ることなく二週間かかったのだ。実際、何回か死にかけた。『勇者』である僕でさえ、である。ルリがいなければ大丈夫だったのかもしれないが、今までずっと旅路を共にしてきたのだ。ルリだけ残るよう告げることはできなかった。

「ふーむ……」

　ぺらぺらとページを捲り続ける。

　色々な職業が載っているものだ、と感心する。どうやら一ページに一つのようで、最初は『戦士』、『魔術師』、『騎士』などよく聞く職業ばかりだったが、次第に『錬金術師』とか『狂戦士』とか珍しいものになってきて、後半に至ると『魔法戦士』とか『竜騎士』とか稀き少しような職業ばかりが並んでいる。

　さて。

　見つけたものの、さっぱり使い方が分からない。どうすれば僕は天職を変えられるのだろう。

　あ、『勇者』のページがある。まったく忌々しい。その隣に『魔王』のページが並んでる。てか、魔王って職業だったんだ。

　僕がぺらぺらと捲っている途中で、ルリもそれに恐る恐る触れる。別に触ったところで害がないのは、今の僕を見れば分かるだろうに。

　でも、そんなルリが触れたページ。

　それが──唐突に、光を放った。

「えっ……!?」

「……ノア様！」

　何か強制的な魔術をかけられているみたいに、僕の手が突然動かなくなった。僕の動きが唐突に止まったことに、ルリが焦っているのが分かる。

　手どころか、体が動かない。まるで、誰かに支配されているみたいに。

　そして──光り輝くページが僕を照らすと共に、僕の脳裏に声が走る。

　──天よりお前の職業を授ける。

　これは、あの天職の儀式において聞いた声。

　職業を授かるときにだけ聞ける、僕にしか聞こえない声。

　これで、僕は。

　忌々しい天職、『勇者』を捨てることができる──！

　──お前は、『魔物使い』だ。

　そんな言葉と共に、僕の手の中にある転職の書が燃え上がり、灰となる。

　僕は歓喜した。

　ここに、『勇者』ノア・ホワイトフィールドは死に。

　そして新たに、『魔物使い』ノア・ホワイトフィールドが誕生したのだ。








第一話　魔物使いノア・ホワイトフィールド爆誕









　新たに『魔物使い』ノア・ホワイトフィールドが誕生したのはとてもめでたい。素晴らしいことだ。

　だけれど、かといって実感は何もない。生まれ変わった感も特にないし。

　とりあえず、こういうときには確認するに限る。

「《解析アナライズ》」

　呟つぶやくと共に、僕の目の前に半透明の文字列が現れる。

　一応元『勇者』であるために、一通りの基礎魔術は使用できるのが僕の強みだ。特に《解析アナライズ》は、『魔術師』くらいしか使用できないものであるため、とても重宝している。

　ただし、対象にするのは自分か魔物、あとは道具に使うくらいのものだ。他人に勝手に《解析アナライズ》をかけるのは法で禁じられているので気をつけるように。プライバシーの侵害だからね。

　まぁ、この《解析アナライズ》も、自分に向けてやったものだ。



 


 
 この続きは現在配信中の『世界でただ一人の魔物使い ～転職したら魔王に間違われました～』にてお楽しみください
 
 
(C)Senri Kakei, hu-ko 2018
 

 







夕蜜柑

YUUMIKAN

京都府在住。小説、漫画はジャンルを問わずに手を出していくタイプです。

雰囲気が明るい作品もいいですけど、暗い作品もいいですよね。

苦手分野は恋愛描写。難しい。

体のサイズの数倍の武器や兵器を使うキャラクターはロマンがあって好きです。

それを一つでも多く実現させるために日々構想を続けていたり。
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